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軽量断熱・露出防水フクレ防止・防水層のキレツ防止

T O K Oパ マ ロ ック は 特 殊 携 水 性 パ ー ラ イ ト を繊 維 聞 に 効

果 的 に配 合 し 、パーラ イ ト の 長 所 の み を有 効 的 に発 揮 す る こ

とに成 功 し た、 全 く新 し い 多 目 的 パ ー ラ イト 繊 維 板 で す。

【T O K O式 断 熱 防 水 工 事 仕 樟 例】

J  Mベ ン弓子レーションフェ J レ卜

Z Z置・四・米国 ジョンス・ マンヴヰj レ社技術 提 携

ー ιｾ 己東興アスフアルト工業株式会社
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大 阪 営 業 所 W 550 大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 通 1 - 2  0  ( 産双ピ ル )

密 0 6 ( 5 4 1) 7  5  8  3  - 4  

W 2 10 神 奈 川 県 川 崎 市 藤 崎 3 の 6 5  

密 0 4 4 ( 2 8 )  4  5  3  4  (代)

W 105 東 京 都 港 区 新 橋 5 丁 目 8 番 9 号( 東輿 ビル)

密 03 ( 432)  2  1  5  1  ( 代) 直 通 ( 436) 4  5  3  1  - 2  

札 幌 ・仙 台 ・富 山 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

- 営業種目 . j - M式完全防水工事+ T OK O完全防水工事+ T OK Oル フ

インサ レーヤー+ T OK O耐酸工事 〈設計施工〉・ T OK Oベンチ レ ション ・

ルーフインク 工法. コーキング 工事. 床空イル貼工事. 他内装工事一般
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株 式 会 社 日 3重言受言十

自治 医科大学付属病院

滋賀県立整肢園

大阪市身体障害者スポーツセンター

日本サイ クルス ポーツ センター

豊 中市民体育館

海洋性レク リェーション基地計画

全国勤労青少年会館

京都市青少年科学センター

山口市民会館

神 奈川県民ホ ール

倉吉博物館

鳥取県立博物館

広島修道大学

北大阪 トラ ック ターミナル

和 歌 山市 中央卸売市場

神戸ポート ター ミナルビル

東京新国 際空港ターミナルビル



自治医科大学附属病院

栃木県河内郡 昭手間8年

敷地面積 420，000 相 2

総床面積 178，000 m 2  

施 工 竹 中 工 務 庖

全国の無医村地区で働 〈医師 を誕生

するための医科大学および病 院 ・研

究所が、 既存の松林 を保謎した全体

計画の中に配置i されている 。 レンガ

放の歩道、屯柱を立てず地下ケープ

J レの採用、汚水の再利用など環境向

上への秘極的な試みを行った。

都立駒込病院

京都市立病院

山梨県立中央病院

関西電力病院

住友病院

トヨタ 病院

大阪府身体障害者福祉センター付属病院

愛知県心身障害者コロニー

長野県身障者リハ ビリテー ション施設

会共連中伊豆リノ、ピリテーションセンタ ー

'  
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滋賀県立整肢園

滋 賀 県 守 山 町 昭 和49年

敷地面積 4，389 明 2

総床面積 5，131 m 2  

施 工 駒 音 建 設

この施設は身体障筈児のための病院

であると同 11寺に勉学、訓練 、宿泊の

場とし寸重要な生活 ｾ ｉ ｭ であり、従

って、 一般病院のように機能的な面

の追求だけで はなく、園児の心のよ

りどころとして、彼等に希望と ｾ ｩ ［ を

与ーえるための自己J . i J i : をした。

( 大阪市建築部と共同設計監理)

大 阪 市 住 吉 区 昭 和49年

敷地面積 13，273 m 2  

総床面積 7，474 明 2

施 工 フ ジ タ 工 業

大阪市身体障害者スポーツセンター

身体障害者のための本格的な総 か、全館の設備が11主体障害者、

合スポーツセンターとしては目 視覚障害者、聴覚言語障害者な

本最初のもので、体育室、 1制く ど多様な利用者に応じられるよ

プール、ボウリング場、卓球場、 うきめ細かく配慮した。

トレ ニング隻などの施設のは



日 本 サ イ ク ル ス ポ ー ツ セ ン タ ー 伊豆の美しい萩似のなかに、健康的

静 岡 県 修 善 寺 町 昭 和46年

敷 地 面 積 1  ，680 ，00日明 2

総床 面 積 17 ，00日明 2

サーキッ卜 5 仇 、 3 初 、子供用

(サーキット設計は日本技術開発)

施 工 鹿 島 建 設

なサイクリングと、自転車研究のた

めに設けられたサーキソト施設である。

独特の形態をもっメインスタンドの

ほかに事務室、サイクル教室、シャ

ワ一室、レストラン、 2 1 0人収容の

宿泊施設サイテルなどが 5 似サーキ

ットコースに 而した広場に配註した 。

豊中市民体育館

大阪府豊中市 昭手間6年

敷 地 面 積 3 ，728 明 2

総 床 面 積 4 ，192  m 2  

スノ ぐ ン 52 情

観 覧 席 1，100席

施 工 奥 村 組

近隣の民家に対する圧迫感を避ける

ため、ギャラリー式観覧席をやめ軒

高を極力下げた寄棟の屋線とし、大

きく天宏、をとり、昼間I 5，0001レック

スの jKt 皮を保った。

( 新担1築社提供)

東京都中野区立総合 体 育 館

宮城県スポーツセンター

下 松 市 体 育 館

浜松 市 体 育 館

豊 田 市 中 央 体 育 館

広島県室内プール

住友総合グラウンド
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海 洋 性 レ ク レ ー シ ョン基地計 画

邑久牛窓地区構想、案

調 査 依 頼 運 輸 省 第三港湾建設局

事業地域 1，130ha  

者I1市的生活パターンの拡大による自

然への欲求と、交通ネットワークの

強制ii によって国民のレクレーション

活動は量的に拡大し、質的に多機化、

広域化しつつあるが、これに対応す

るため併f( こ討手i羊'1'1 : レクレーション J在

地の新たな開発が強〈要望されてい

る。本笑は、三港建の依頼によって

中国 ・四園地域を調査して候補地 を

i鑑定し、施設配置計画 を行った試案

のうちの一つである。

運輸省レクリェ ーション基地開発構想

徳島県古牟岐地区開発構想、

霧ガ峰地区開発計画

; 炎樹富良地区計画

姫路的形( マリーナ港) 計画

那須千振地区開発計画

熱海パークマリーナ構想計画

戸

内

高
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全国勤労青少年会館

東 京 都 中 野 区 昭 和48年

敷地面積 9，530 情 2

総床面積 5 1，009 明 2

地上21 階、地下 2 階

最高部高さ 92 隅

施 工 大 林 組 ・フ ジタ工業 ・

佐藤工業

勤労青少年を対象にした総合的福祉

施設。 2，700席収容の多目的ホール、

室 内プール、図 ｾ ｉ 下室、会議室、診療

室、職業裁判室、ホテ J レ、宴会場な

どの施設を備えている 。

川口市勤労青少年センター

大垣市青少年センター

東京 Y M C  A青少年センター

下松市国民宿舎・老人福祉センタ一

広島県市町村職員共済組合福山保養所

府中市福祉会館

国家公務員共済連稲取保護所

公立学校共済組合青山会館

雇用促進事業団鹿島勤労総合福祉センター

京都市青少年科学センター .

京 都 市 伏 見 区 昭 和44年

敷地面積 17，325 明 2

総床面積 9，429 情 2

施 工 熊 谷 組

小 ｉ Ｚ ｉ ｾ 学生の新しい理科教育の総合的

な観察と学科の場として計画され、

展示室の ほかに、プラネタリウム、

体観 iJIIJ 室 、講義室、実験学習室、

などをイ耐えている 。

m築闘報社綾供)
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山口市民会館

山口市 昭手間6年

敷地面積 9 ，636 m 2  

総床面積 6 ，850 m 2  

収 容 人 員 大ホール 1，800席

小ホール 500席

施 工 大 林 組

大ホール、小ホー J レ、展示ロビー、

公民館に囲まれた中庭広場は、周辺

道路の l喧燥を逃れピロ y ティーをく

ぐって来る市民のために、ほどよい

広さの| 場だまりの空間lを提供している。

神奈川県民ホール 大ホールは多目的ホールとして抹台

装置に重点を置くと共に身体障害者

横 浜 市 昭 和49年 の利用のための配慮を行っている 。

敷地面積 10，946 明 2 展示ホール 、会議室、レストランを

総床面積 28 ，477 明 2 含む建物前面 には 、噴水 と樹木を配

収 容 人 員 大ホール2 ，500席 した広場を設け 、海に 向 って泣かな

小ホール 482席 空間を提供している。

施 工 大成建設

、、

、、

、、

奈良県文化会館

鹿児島県文化センタ ー

中野区立中野文化センタ ー

姫路市文化セ ンター

赤穂市民会館

光市民ホール

出水市文化会館

N  H  K 放送センタ一大ホール



倉吉博物館

鳥取県倉吉 市 昭 和48年

敷地面積 13 ，071 鴨 2

総床面積 2，220 m 2  

施 工 熊 谷 組

鳥取県立博物館

4 つの展示室 が、ホールと中庭を中

心に、階段、スロープ、 i度リ廊下な

どを交えて配泣きれ、瓦1Xき片流れ

互い i盆ぃ ( ，、すか )の 崖似と白い笠が

周囲の緑と共に、ここを訪れる観賞

者を 11珪かく迎える 。

鳥 取 市 昭 和47年 主な展示室 6 室、ほかに講堂、会議

敷地面積 14 ，654 明 2 室、研究室を設け、地域住民が郷土

総床面積 9 ，660 情 2 について学習し体験 で きる場として

施 工 熊 谷 組 いる 。

長野県信濃美術館

秋田県立美術館

岐阜県博物館

八王子市立郷土資料館

有芳圏西館

名古屋科学館

館林市立図書館

j  

、
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自治医科大学

追手門学院大学

女子学院

聖心女子大学

大妻学園女子大学

大阪医科大学

松山商科大学

大阪府立大学 工 ・農学部

広 島修道大学

広 島 市 沼 田 町 昭 和49年

敷地面積 367 ，200  m 2  

総床面積 43 ，153  m 2  

施 工 フジタ工業 ・大林組・清水建設

自然環境に忠まれた敷地に、研究 ・

教育ゾーン ( 講義室 ・笑験室 ・図性

館等) ・生活ゾーン ( 食堂 . 1 ラプ

ハウス等) ・体育ゾーン( 体育館 ・

競技場 ・プール等) を配置し、敷地

の起伏を生かし、それぞれの建物ど

うしで作られる情あきの空間r をj続

出した。



北大阪卜ラックターミナル ( 大阪府都市開発と共同設計監理)

大 阪 府 茨 木 市 昭 和49年

北大阪流通センタ一計画の第 ]l !J j分

としての、 トラック輸送の総合発着

地設で、 1 日の取扱能力は 10，000 ト

ン、合計 12棟のプラットフ方ームに

よる 。 これに付属して駐車場、宿泊

施設、厚生施設を配置した。

和歌山中央卸売市場

( 和歌山市建築部営繕課と共同監理)

和 歌 山 市 西 浜 昭 和49年

敷 地 面 積 132，237m'  

総 床面 積 41 ，434m'  

施 工 清 水 建 設

敷 地 面 積 175 ，600 明 2

総床 面積 47 ，042
m 2  

路線ホーム 424ノ〈ース

施 工 奥 村組 ・大林組・松村組

供給対象人口 65万人 ( 昭和55年 ) の生鮮食

私 ｾｉ 日 ｩ 流通の拠点として立 地 条件を備え、卸

売棟を中心に、 一方に貿出人駐車場、関連

商品売場陳を、他方に売参入駐車場、管理Il棟 、

冷蔵庫を自己し、動線の単純化 により 利用者

の利便 を計り、また、卸売棟屋上階に、関

係業者事務所、辿Iy}J者駐車場などを設け、

土地の有効的利用を計 った。

大阪市中央卸売市場本場拡張

神戸市東部 ・尼崎市 ・徳島市・松山市 ・

岐阜市 ・福井市・ 船橋市各中央卸売市場

野菜価格安定基金大阪大規模低温貯蔵庫

東大阪トラックタ ー ミナル

阪神外貿埠頭公団神戸港コンテナ」フレートステーション

‘  

.; 
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神戸ポートターミナルビル

神戸市、第 4 突堤昭手口45年

総床 面 積 24 ，937 鴨 2

施 工 清水建設

1  I渚を貨物専用、 2 ・H 皆を旅客専

用とし、船客送迎者芹! ならびに 一般

市民のだ! いの場としての諸施設を備

え、 l主主からのアプロ一千と海よりの

外観を重視した。

名古屋空港ビル

青森空港タ ーミナルピル

南紀白浜空港タ ー ミナルピル

対馬空港タ ー ミナル ビル

神戸港中突堤船客待合所

堺泉北フェ リー埠頭旅客タ ー ミナル

東京新国 際空港ターミナルビル

市

積

積

エ

田

面

成

地

面

県

敷

床

一

築

港

千

空

延

施

昭手間8年

10 .600 .000 明 2

157 ，269 叩 2

鹿島建設・竹中工務庖

大成建設 ・大林組

清水建設 ・戸田建設 ・フジタ工業

大空間の広い視野の確保と、単純明

快な旅客の誘導、手荷物の輸送を主

1Il'!. 点として計画した。

、.  
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大 洋 法礎ーー. . ・ ・・・ ー15
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大 仏 応 用 化学 工 業 . .. . . . . . . .・ 28
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奥 村m兵衛ーー ーーーーー ーーー ーーー30

近 藤 金 属 工 業 ー・ー一一・…・ー ー・・ 31

f主 友 ウ ォ ー ノ レ シ ス テ ム ー・・・ 0 ・32

田 島 JI回三 製作所・・ ーーーー ー 33

日 ヌドア J レ ミ ニ ウ ム コニ;!I:i .ーーー ー34

不 二 サ y シ ・・・・・・・・・ー ・ーーーーーー ー35

三 井 騒 金 属 加 工 ーー・・・・ーーー拘

束 洋 シ ャ ッ タ ー ー ーー ーーー ー37

JL }l 1ブ ラ イ ン ド 工 業ーー ーーー 3 8

日 米 ブ ラ イ ン ド 販 売ーー・ . . . . 39

日本中肝 ￬ｾ 子 ＮＮ Ｎ ＮＮＮＮ ー.. . .... . .4 0  

l則i l l 'i ペ イ ン ト ーー ーー・・・ーー 41

糾 東 主主料 ーーーー ーー ーー .. 42

A B C 商 会 ー・ 0 ・・・・・・ ー・・‘ ・ 43

東洋リノリューム・・・ ー. . . . ・44

宮 町P 石 膏ーーーーー ー ・・・ ー. . . 45

川 lU，織物 ー号令ーー ー・・ ・・・ーーー .46

ア ト ラ ス 産 業 ーーー一 一… ーーー . .47

日 本 陶 包 ' .. . . . . . . . .. . ... ... . .. 111 
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ｾ＠

近 畿 コ ン ク リ ー ト は

信 頼 度 を も う ー 押 し 増 進 さ せ ま す

丈 夫 で 設 計 支 持 力 が 大 き い ..... N C S - P Cノてイ yレ

材 令 一 日で 高 強 度 を 発 揮 す る O N A  j てイ yレ

基 礎 ぐ い に

あ ら ゆ る 建 物 の 基 礎 に /

橋 台 、 橋 脚 の 基 礎 に ノ

f由 タ ン ク 、 ドッグの去基夜査に /

美 し い 柱 材 に

プ レ ハ ブ 式 建 物 の 主 柱 に /

円 柱 式 橋 脚 に /

護 岸 に パ イ ル ウ オ ー ル を /

⑩ 近 畿 コ ン ク リ ー ト 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 j賓 崎 章二 郎

本 社 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁 目 42番 地 干 541 T  E  L  ( 06 ) 203 -- 5831 ( 代 )

工 場 ( ..J 1 5表 示 許 可 工 場 ) 吹 田 ・播 磨 ・住 之 江 ・志 方 ・彦 根

- 営 業

c  

ロロ
目.

N  C  S  - P  ｃＯＧｾ イル、 o  N  A / ' イル、ノ〈イルウオール、 K Cポール、 P Cキl夏、 P  C *1'J、

地 中 配 電 用 プ レ ハ ブ ー洞 道 、 マ ン ホ ー ル 、 管 路 ( コ ン ダ ッ ク ス )

透 水 コ ン ク リ ー ト 板 、 軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト 、 そ の 他 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 一 式

土木建築設計施工請負( 大阪府知事- 許可 )

1 3  



工 事 用 泥 水 の 大 量 処 理 に 最 適 な

ア ー ス ロ ッ ク シ ス テ ム

B W式地下連続土留壁工事で活躍中の

アースロ ック A W 

( 大阪駅前第 2 ビル新築工事)

|装置の特徴 |

1  . コンパクトな装置で大量に処理

できる 。

2 . 泥水を清水とフロックに完全に

分離できる 。

3 .  2次， 3次公害を起さないで処理

できる 。

4 .  P Hは自動制御装置でできる 。

大 口 径 場 所 打 く い 工 法

⑩ 株 式 会 社 鴻 ? 也来E

14  

大口径 o 3，000酬 の リパー スぐい施工

(松戸 ヒ、ルディング新築工事)

. ベ ノ 卜 工 法

・ リ バ ー ス 工 法

・ ア ー ス ド リ ル 工 法

・ 深 礎 工 法

・地下連続土留壁工法

・ 地 盤 改 良

(CCP工法・ミニマックス工法・サンドパイル工法)

・杭載荷試験，設計施工並びに解析

本社・本庖 大 阪 市 東 区 北 久 宝 寺 町 4 - 27 

干 541 電 話 大 阪 (06) 252- 3100(大代 表 )

・お問合せは 基 礎 部 ( 内線 261)

〉

ー



総 合 基 礎 地 業 の

設 計 施 T

株 式 会 社

代表取締役 山内五鈴

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 小 舟 町 2 - 7  T E L . 03- 663- 5561 

大阪営業所 大阪市南区順慶町通り 3 - 51 (麻綱ビル) T E L . 06- 251- 5969 

他 営 業 所 新 潟 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 ・宇 部 ・札 幌

1 5  
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信用と実績と技術

東洋式特殊ジェット工法スライム除去

営業品目・ アースドリル式ピヤ一基礎

べ ノ ト 式 ピ ヤ 一 基 礎

地 下 連 続 土 留 壁 工 事

A HS ノマイノレ ・P S ア ンカー

煙 突 ・サ イ ロ 築 造 工 事

17F3701 東洋基礎工業株式会社

' - /  代 表 取 締 役 社 長 杉 村 繁

本社 東京都渋谷区広尾 5 - 4  - 12 大成鋼機ビル

T  E  L  (03)444- 2141 (代 表)

大阪営業所 常 務 取 締 役 営 業 所 長 石 井 蔀

大阪市西区京町堀 1 - 1  5  6  中谷ビル

T  E  L  (06)441- 6678 ・1013

営業所所在地 名 古 屋 ・広 島 ・福 岡



タ フ ネ ス 防 水 仕 様

フ ジ シ ー ル 防 水P C仕 様

昭 和 石 油 ア ス フ ア ル 卜株 式 会社

東 京 東 京 都 品 川 区 南 大 井 l ー 7 - 4  T.I 03- 761 - 4271 聞

大 阪 大 阪 市 北 区 梅 田 町 27 産経ヒソレ T.I 06- 341 - 6395 

名 古 屋 名 古 屋 市 中 区 丸 ノ 内 1- 17- 19 長 銀 ピル T.I 052- 23 1  - 6568 

新 潟 新 潟 市 平 和 町 4 ー T.I 0252- 74 ー 756 1

福 岡 福 岡 市 博 多 区 綱 場 町2- 2 福 岡 第 ビル T.I 092- 291 - 0008 

建 設 省 東 計 振 発 第246号 認 可

ｾｾ Ｏ コ、ムフフスファ ｬ レト防水工事業協同組合

昭和石油アスフd レト株式曾紅

1 7  
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超高層ビル時代に一躍クローズアッフソ

チ オ コ ー ル 系 シ ー リ ン グ 材

" 音 工 苛 ーI J [ こf

l uーヨー|

. “ ウエザーバン" のみが

・抜群の耐候性、接着力

・優れた施工技術、綿密

製 造 元 令住友スリーエム株式会社抑

施 工 代 理J吉 @  

大 阪 支 広 大 阪 市 東 区 南 本 町 二 丁 町41 (三 ツ輪ピル ) 郵便番号541

電 話 大 阪(06) 262- 1641 (代表)

昌 光 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 4 4  

電 話 大 阪06( 341) 8055番 代 表 郵 便 番 号530



組 体 防 水 、 ひ ぴ 、 割 れ 防 止 、 l  

ケ ミ カ ル プ レ ス ト レ ス 工 法 にl

E"iIt'l iI tf:也子二!

電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

全国勤労青少年会館「サンプラザ」

コ ンクリ ー卜 のひび割れ一一一 これは、屋根ス

ラブ・壁面 ・地下室 ・上下水道・水徳・導水

路などの工事で、最も注意しなければならな

いことです一一一〈デ ンカ C S  A ) を |度おた

めしくださ L 、。

膨張性セメン 卜混和材 〈デ ンカ C S  A ) は、

セメン 卜に適量混合すると適度の膨張を生じ、

コ ンク リー卜 の乾燥収縮によるひび割れを防

止します 。

写真の東京 ・中野にある全国勤労青少年会館

でも 〈デン カ C S  A ) をイ吏周することにより、

コ ンク リー卜 のひび割 れ を防止す るとともに

徹密な コ ンクリ ー卜 をつくり、躯体防水にも

大きな偉力を発揮してい ます。

本 社 ・ * 点 部 千 代 悶 i又 有 栄 町 ト 10 干 100 '，U:::丹03- 502- 5511

支 底 ・大 阪 市 北区.ff fjl 1l 8 新 阪 急 ピル 干 530 ・心;l ，f;06- 344- 1301

出 張 所 ・札 幌011-28ト 2301仙 台 0222- 78- 2355新 潟0252- 44- 91

71  ｌ Ｊ ｾＡ ＱＧ ＰＲＶＲＭＲＶ＠ -4281  WiiJO，045- 212- 37841' ， r'i  Ａｾ ＰＵＲＭＵＷ Ｑ Ｍ ＴＵＴ Ｑ Ｗ ［ Ｇ ［＠

山0764- 3ト 7641 広向0822- 28- 1517高 松0878- 33- 5545Ii ，' ;悶092-

771- 0531 

肯

〈 デ ン カ C S  A ) に つ い て の お /1- 11" 、合わせは上 記 ま で ど う ぞ。

1 9  



ピロヲ: : E . 1 I r ドを用いた防水層の耐亀裂性が実証されました。

完 全 な ア ス フ ア ル ト 防 水 . ノ

製 品 は 歴 史 と 品 質 を 誇 る 日 新 工 業 株 式 会 社

施 工 は 技 術 を 卓 越 す る 日 本 ア ス 組 合 員

仕 様 は 責 任 と 保 証 の 日 本 ア ス 仕 様

ビ ロ ウ ェ ル ド を 用 い た 防 水 層 の 断 面 ( 長 手 方 向 )

ビロウェルド

S P ビニ ロン

ルーフイング70'

下地亀裂

空気層

防水層浮上 がり

/
明

2 0  

日 新 工 業 が 永 年 の 研 究 に よ っ て 、 その

結 品 を み た 特 許 ス ト ラ イ プ 工 法。

ビ ロ ウ エ ル ド は 絶 縁 率67% ・密 着 率33

% と い う 微 妙 な ノ 〈 ラ ン ス て ¥ 理 想 の 防

水 効 果 を 発 揮 し て い ま す。 ア ス フ ア ル

ト 防 水 の 伝 統 で あ る 密 着 工 法 を 生 か し

た 絶 縁 工 法 ・ス ト ラ イ プ 工 法 は 、 ス ト

ラ イ プ の も つ 空 気 層 が 、 下 地 の 動 き か

ら防 水 層 を ガ ッチ リ と 守 り フ ク レ 圧 力

を 分 散 さ せ ま し た 。 しかも、 7t / m' と

い う 接 精 力 が 風 圧 に も ビ ク と も し な い

防 水 層 を 保 守 し て い ま す。

. ビ ロ ウ ェ ル ド の 貼 着 状 況

ビ ロ ウ ェ ノ レ ド を 防 水 の 最 下 層 に 使 用 し

た 場 合 、 下 地 と の 接 培 は 、 ビ ロ ウ ェ ノ レ ド

の 凸 部 の み が 貼 付ーけ 用 ア ス フ ア ル ト で 下

地 に 接 精 し 、 凹 部 は 下 固 め よ う に 浮 き 上

っ た 状 態 に な り ま す。 そ の た め に 、 下 地

に 也 裂 が 生 じ て も 、 そ の 力 を そ の ま ま 防

水 層 に つ た え ま せ ん の で 、 防 水 層 の 耐 下

地 亀 裂 抵 抗 性 に お い て 、 卓 越 し た 性 能 を

発 師 し ま す 。

. ビ ロ ウ ェ ル ド の 下 地 応 力 の

分 散 性

防 水 下 地 に 亀 裂 が 入 っ た 場 合 、 防 水 層 今

の 強 度 が 、 貼 靖 ア ス フ ア ル ト の 明 断 剥 離

強 度 よ り 大 き い と き 、 下 地 亀 裂 附 近 の 防

水 1習 が あ る 幅 に わ た っ て 浮 き 上 が り 、 応

力 が 分 散 さ れ 、 ゼ ロ ス パ ン の 伸 び が 回 避

で き 、 防 水 屑 の 破断 は 起 き ま せ ん 。



水をシャツトアウトする

不透水性混和剤

いかなる防水方法よりも

はるかに確実 ・経済的

近 畿 地 一 約 庖 a ベストン販売株式会社

西日本代酷長岡実業株式会社

干 658 神 戸 市 東 灘 区 甲 南 町 1 - 1  - 3 4  

T E L  078- 451- 3661  

製造発売元ベストン株式会社

干 151 東 京 都 渋 谷 区 代 々 木 2 - 2  - 5  

T E L  0 3 - 3 7 0 - 8 1 6 1 - 5  

木 曽福 島 工 場 長 野 県 木 曽 郡 木 曽福 島 町 字川上

T  E  L  02642- 3032 

ベストンコンクリートの特長

田掴体を確実に水密{ じする

固防水刻果はま久的

固戸クを防比する

四強度ガ落ちない

固フラックの自癒作用ガ抜群

固地下室の一重壁施土ガ司能

図工期ガ短縮する

固経済的に防水ガできる

図結露ガ殆んど生じない

四耐魁性に優れている

〔御一報次第御説明に参上)

千530 大阪市北区伊勢町36(第 3 新興ピル)

T E L  06- 362- 6745 ・ 6746

21 



構 造 が 変 っ て も 一

世= ロぜド酷取

の 信 頼 は 変 ら な い

女ビ二口イド防水が採用された新宿西口の 4超高層(国際通信センター・京王ブラザーホテル ・新宿住友ビ) レ -新宿三井りレ)

、rt'

， 為日

ゅd

* ビ‘二口イド防水力、採用された建築群 (新宿ステーシ ョン ビル ・京王帝都ビル ・小田急ビル ・安田生命ビル ・朝日生命ビル)

責ビ二口 イド防水が採用された超高層ビル (主要部軒高45m以上のもの)

世 界 貿 易 セ ン タ ー ピ J レ

百 宣 が 閲 ピ ル

大 阪 国 際 ピ J レ デ ィ ン グ

朝 日 京 海 ピ J レ

神 戸 商 工 貿 易 セ ン タ ー ピ ル

ホ テ J レノ マ シ フ ィ ッ ク 束 ぶ

日本アイ・ピー・エム本社ピJ レ

住 友 生 命 札 幌 ピ ル

2 2  

サ ン ワ 点 点 ピ J レ

京 京 海 上 火 災 本 社 ピ J レ

名 古 屋 観 光 ホ テ J レ

北 九 州 市 庁 舎

22. 二と 銀 行 本 / ; 5 ピ J レ

仙 台第一 二 地 方 合 同 庁 合

千也 井句 50 宇ド

アスフアル ト防水に取り組んで、56年

三 星 産 業 株 式 会 社

干 101 東京郎千代凹区神間小川町3- 28(三束ピル ) T E L (292) 1961(代)

出張所 : 札帆(721) 6031・6307 仙台 (21) 5366l代) 名古屋 (931)4574 .3390 

大阪 (443) 97211代) 稲 岡 (78) 3361附



' 自動ド のナフと｝ｾは

自¥ド 以外も

づミ: いま

l  …自閥附一一動肘いい円炉叫一→一〉

責佳でもあるのですが ) しカか、し、いす.れもれつきとした主戦クラス 。土地の効E率存利用. 高層ビルブ一ムなどてで♂、いま静かな脚光をあ |目l  

びています。そこでで5概略をあらためて誌上ででドこご♂紹介します。なお詳細については、お気軽に責量量寄りのナブコへこごt相談くださし、、。 I目l  

自動ドアーでないのはドアーにあらず。

ちょっ と言 いす ぎで しょうか。

代1¥

N-J¥ νrrt 

レ....r v

vv 

手を使わない ドア ー の 開

閉 。 ひと昔前までは考え

られないことでした。オ

フィス ・ホ テ ル ・レス ト

ラン ・スーパーマーケ・ノト

およそ人の集まると

こ ろ 自 動 ド ア ー あり 。

それ、っても過言ではあ

りません。いまや自動 ドア

ーは現代社会にカ、カ噌な

い 存 在 と な 円 ま し た 。

その用途も単に出入口だ

け で は な く 、 病 院 の 手 術 室・オフ ィ ス の 間 仕 切 円 ・

悶理室・ トイレ な ど 、 多 方 面 に わ た っ て い ま す。

開 閉9 イプをと円あげてみても、スベ ースを有効に使

える引戸( 引戸タイプ・片引タイプ) 、戸袋のスペース

を 必 要 と し な い 関 戸 ( 両 開 タ イ プ・片開タイプ) とい

うふうに、 トソププランドに。、さわしい豊富さです。

おカ、げさまで、 ナ プ コ の 自 動 ドアー か、自動 ドアー

の ナ プコか。そういわれるようにな円ました。

. 大 阪 支 J苫 大 阪 市 西 区 阿 波 堀 通 2 - 7 干550

まま大 阪 ( 05)532- 5841 (代 表)

・京 都 出 張 所 京 都 市 下 京 区 河 原 町 五 条 上 ル 〒6∞

8 京 都 { 日75) 351 - 3 5 4 4  

・神 戸 出 張 所 神 戸 市 葺 合 区 八 幡 通5 5  40信 明 ピ ル 干551

合 神 戸 ( 日78) 221 - 6  1  0 8  

・和 歌 山 連 絡 所 和 歌 山 市 本 町 4 - 6 干540

宮和歌山 ( 0734) 31 - 2  9  5  3  

うちのピノvl こ限って・・・ 。

誰もがそう信じています。

でも予期せね出来 事 は 突 然 起 こ ります。

ビ ル 火 災 の 恐 ろ し さ 、 と く に 現 代 の 建 築 資 材 は 有 毒

ガ ス ・ 煙 を 発 生 さ せ る も の だ け に 、 そ の 損 失 ・犠 牲

は惣惨という言葉を通η ニしています。 ご 存 じ の よ う

に 建 築 基 準 法 ・消 防 法 で は、一定以上のビルにはL 、く

つカ、の防災設備が義務づけられています. ここでも24時

間 フ ル に ガ ー ド し て い る の が、 ナ プ コ 総 合 防 災 シ ス

テムです。

方 一、火 災 が 発 生

した場合、煙 感 知

器 ・熱 感 知 器 ・ガ

ス 感 知 滋 そ の 他

に よ っ て 、 鰐 時

に 動 作 を 開 始 し

ます 。 そ の 一 例

を 示 す と つ ぎ の

ようにな円ます。

非 常 口 が ひ ら く

防 火 戸 で 通 常

通 路 を 封 鎖 す る

シャ ッ タ ー が

降円る→ 排 煙 窓・ダンパーがひらく → 防 煙 量 れ 壁 が 降

下するー管 と 光 で 非 常 口 へ誘 導する。文 字 で 響 け ば 長

いようですが、 ナ ブコ総合防災システムはつぎつき' と

連 動 し て 被 害 を 最 少 限 に く い と め ま す 。 しかも装置E

の数は、建 築 基 準 法 ・消 防 法 に 定 め ら れ た 法 規 を す

べて満足させる最少限の範囲で殺計されています力、

ら、予 算 の 点 で も ま ったくムダがあ円ません。

: f ' : 7: : : J 総合防災システム

. 名 古屋 支唐 名 古 屋 市 千 種 区 神 田 町 3 - 12 干 454

8 名 古屋 (052)7323281 (代表 }

・北 陸 出 張 所 金 沢 市 彦 三 町 2 - 9 一 11 〒920

E 金 沢 ( 0752) 52- 0 0 4 5  

・三 軍 連 絡 所 津 市 東 町 1  - 23 〒514

宮 津 ( 0592) 27- 0  0  9  1  

・舷 阜 連 絡 所 舷 阜 市 茜 宮s 4  2  9  6 干 500

まま舷 阜 (0582) 71- 5  3 7 3  

駐 車 場がないのにクルマがふえる 。

この問題をE う解決なさいますか。

年ごとに駐車スペースの確保がむずかしくなっていま

す。 1也価の高い者百心ではなおさらです。 したがって、

限られた土地をいカ、に効率よく駐車スペースにするか

が 今 後 の 際 組 と い え る で し ょ う 。

そ こ で 、 い ま お す す め し た い の が ナ プ コ ・パ ー ク .

一 口 で い え ば 、 収 容 台 数 が 2 l ' 音になる立体駐車シ

ス テ ム で す 。 ニ の ナ プ コ ・パ ー ク は コ ン パ ク 卜な

設計ですカ、ら、狭い土地を フ ル に 活 用 で き ま す 。

ま た 機 械 を 加 減 す る こ と で 土 地 の 形 状 や 建 築 物 の

構 造 に 合 っ た 駐 車 装 置 を つ く る ニ と も 可 能 で す .

な お 、 ナ プ コ ・ パ ー ク は 昇 行 ・ 検 行 自 動 シ ス テ ム の

採用によ円 、上 段 の 車 の 出 し 入れの 際 は 下 段 の 車 を

Ｏｾーク内よ門出し入 れす ることなく、押ボ タン の

スイッチ 操 作 だ け で 最 大 時 間45秒 以 内 に 作 業 を 終 了

す る こ と ヵeて・きます 。

昇 行 被 行 自 動 ニ 段 式 立 体 駐 車 装 置

: J ": J ": I .J モヲ

- 富 山連 絡 所 富 山 市 本 町 5 ー 16 干 930

宜主富 山 ( 0754) 32- 1  0 2 9  

・広 島 支 底 広 島 市 橋 本 町 4 - 3 干730

合広 島 (0822) 2ト 0 3 3 7

・高松出 張 所 高 松 市 屋 島 西 町 1 8 9 9 - 5 〒751 01 

まま高 松 ( 0878) 41- 6 1 4 5  

2 3  
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関 ヶ 原 石 材 株 式 会 社

Seh1gahαra Stone CO. 、よ'td.

本社 及工場. 503・15 厳阜県不破郡関ヶ原町 電話 (05844)2- 1234聞

東 京 営 喋 所. 104 東京都中央区八丁堀 3 丁目 20番 l号 電話 (03) 552- 1471!tll

名古屋営業所・4臼名古屋市千種区高見町6丁目 2番地65 電話 (052)761 - 52861仰

大阪営業所 Ｎ ＵＳＴ 大阪市都島区都島本通り Ｔ 丁目 Ｒ Ｐ 番 ＲＶ 号電話 Ｈ ＰＶ Ｉ ＹＲＲ Ｍ ＷＶＶＱ ｾ 自

札 幌 出 張 所・065 札幌市北20条東 2 丁目 15番地 電話 ＨＰＱＱＩＷＳＱ Ｍ ＳＱＸＱ ｾ 唱

仙 台出 張 所・9朗仙台市八幡 2 丁目 14番町号 電話 (0222)34- 3351!tll

静 岡 出 張所圃 420 静岡市人宿町 1丁目 3 番地 電話(0542)55- 6110

北 陸 出 張 所・ 921 金沢市中村町26番50号 電話( 0762)43- 3855 

広 島 出 張 所. 730 広島市東平塚町 8 番地22号 …. . . . . . 電話 (0822)43- 1241附

九州 出 張所・810 宿岡市中央区今泉町 1丁 目14番 ゆ 号 電 話 (092)771 - 4231刊

沖縄連絡所. 合資会社沖縄問ヶ原石材 900 : 那覇市聾困JII I57 . . . ・電話(09飽)55- 4110

海外 事務所. Vla Ingolsladl  3白 54036 Marma dl Carrara.  lI aly 電話(0585)59761

• 



歴史は石が伝え

建築史は大理石が

伝えました。

こ れ か ら の 建 築 は 、 大 理 石 カ ー テ ン ウ オ ー ル “ MA P C ON " と

“ P L MA R B " が 主 役 で す。

優 れ た 製 品 と 施 工 技 術 で 建 築 業 界 に 実 績 を 誇 る

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

本 社 503- 22ー岐阜県大垣市赤坂町273番地 T E L 大坦 (0584) 71ー1211 ( 代表)

東 京 支 l，l; 100一東京都千代任l区丸の内3 - 2 - 5 富士ビ l レ5 陪550¥; 前 T E L 東京 (03) 214- 3561  ( 代表)

大 阪 支 応 541一大阪市東区高鹿嶋 2 - 9野村ビル 5 陪 T E L . 大阪 (06) 202- 4905(代表)

名古屋支応 450一名古屋市中村区広升町 3 - 88大名古屋ビル 3 附 T E L 名古屋(052)561 - 3441 (代表)

福岡営業所 810ー稲岡市中央区大名 2 - 10ー19 T E L 初岡 (092) 721 - 0384( 代表)

広島営業所

札縦営業所

北陸事務所

733一広島市天満町 6 ー12岩崎ビル 2 - 7  T E L 広ね (0822) 91- 1  8  6  3  

060 札幌市中央区南一粂西 14丁目 l l!'f地1223 T E L 札幌 (011) 241- 4  7  7  6  

921- 金沢市平和町 3 - 12- 26 T E L 金沢 (0762) 42- 4  9  0  1  



新宿三井ピル( セラミックデザイン 会国主量発)
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つ 一 つ が個 性 的 で 自 然 な “ 土 も の タ イ ル "。

伊 奈 製 陶 は 、 建 物 と 人 と の 調 和 に 努 力 を 傾 け 、

手 づ く り の 味 わ い あ ふ れ る “ 土 も の " に も

積 極 的 に 取 り 組 ん で い ま す 。

「 ひ い ろ タ イ ル 」 に つ づ い て 附 発 し た

「セラパー ン J rゼ ー ゲ ル J r苑 路 」 を ご ら ん く だ さ い 。

よ り ヒ ュ ー マ ン な 生 活 空 間 の 構 築 に

きっ と お 役 に 立 ち ま す 。

I nC l 伊 奈 副 間 続 試S 社

伊 奈

士ものタイル

本 社 賞 知 県 総 榊 市 町 i(l i 新 聞 電耐 <05693> 5 - 2 7 0 0待 問 〒 479

東 京 支 庖 東 京 制 中 史 区 八 γ 堀 2 - 9  - 8  電 惜 < 03> 55 1一 日71 骨間 干 104

札 制 営 総 所 札 眺 市 北 区 北 9 条 困 3 T 闘 世 間 < 011 >  721  - 8301待 問 干 065

仙 台 す 提 携 所 仙台市国抑11丁目8書 " 号仙台 車2凶立ピル2陽 電 酷 ( 0222>  61- 3151 待問 干 98 0

附 揖 出 制 所 慣 浜市中 E 弁天通 1丁目 14番地 量堪ピル i 除 電 時 < 045>  201  - 0 7 71書 干 231

名 古 屋 支 居 名 古 掛 市 班 区 宮町 士 単 町 3 - 1 5 - 1  旬E甜 ( 052> 962' - 127 1  待問 干 4 61

大 眠 支 眉 大 匝 市 西 区 新 町 市 過 ，) 1  - 62 . 酷 < 06>  532一 回81待 問 干 550

高ｾ，ＡＡＮ . 健所 高E 市王 樽嗣101 5号高睦セン円 ルスカイピ崎陪 旬E蹄 < 0878>  34 - 13 13嘗 閥 干 760

広 品 管 総 所 広品市田中町 ｓ ｬｦｲ Ｙｾ ナマ ル チピル Ｓ 崎 電 酷 < Ｐ ＸＲＲ ＾ 判 ＭＱＷＰＱ ｾ 昏 針。 干 ＷＳＰ

嗣 問 符 縫 所 抽 岡 市 中 央区 天 神3- 1何 時号 樋 口ピル 3隔 世 酷 < 092>7 2 1 - 17 10番 府切 干 8 10

沖 縄 出 掛 所 沖 縄 叫 郎 岡 市 西 I T 悶 6 - I  世 間 < 0988 >  6 8 - g 8 1 5 ft'i 干 900

2 6  



( 世鍵所}名古屋052(781) 3673' 3675. 福岡凹2 ( 521) 5352

幾何学的なパターンの

広が リに色彩の変化をプ

ラス、色と形がお リなす

ニュータイプの床用タ イ

ル< パノラマ > は、公悶

の広場、プロムナー ド、

ビj レのロビーにバリエー

ションに白んだひろが リ

の空間を提供じます。

⑪ 淡 陶 株 式 会 社

本 庖 兵 庫 県 三 原 郡 南淡町伊賀1290 干656-07

宮 間 万 ( 代079955 半自動) 2  5  0  

東 京 宣 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 幡 浜 町 3 - げ- 2 干 103

台東京 03 (664)  5451 ・1621 ・1361

大 阪 支 広 大 阪 市 西 区 阿 誰 座 中通 1- 9 干550

合大阪 ( ft ) 06 (532)  5  3  0  1  

4員 浜 宮 揮 所 l肯' " 市中区住吉町114(第1総曹ピ川F )干231

(ショ ールーム} 宮 横 混 045 (662)  5  5  8  1  

銀座γ ョールーム 東京都中央区銀座8- I H3 丹羽ピル干104

台 東京 03 (541)  5  7  5  3  

高松0878(62)6988 ・ 広島0822(44)57削 ・ 金沢0762(52)6573 ・ 仙台。222(93)2281 ・ 札幌(代)01 1(221)8281

2 7  



タ J レメシ マオ ーフカ
之

、

屋 根 、 外 壁 材

ケ

結 露 防 止 材

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ ボ ー ロ メ タ ル

飾 り 化 粧 材

⑬函孟丞〉 タ J レメク
、ソ

、『色、一フシ マ セオ

タド

夕、、

タ

谷樋、水七刀材

耐 酸

E 副::{I・! U::{M・::I '.I'jl=・副圃区

J レ

大島応用化学工業株式会社

メニ/ス製 造 ・ 責 任 施 工

建 設 大 臣 許 可 ( 般 - 48) 第 3105号

社 干 5 7 8 束 大 阪 市 新 庄 1 1  4 番 地 電 話 06 (745)  5  1  2  1  ( 代表)

庖 干 7 9 2 新 居 浜 市 西 原 町 1 - 1 - 1 2 電 話 0897 ( 33 ) 8  5  6  1  ( 代表)

京 03( 580) 6  0  6  1 肘 ) 名 古 屋 052( 241 ) 8  5  8  8 附 宇 部 0836( 21 ) 6  6  0  8  

浜 045( 662) 0  1  2  5  四 日 市 0593( 45 ) 1  0  0  5  大 牟 田 09445( 4) 0111 - 2  

葉 0472 ( 57) 5  6  8  2  広 島 0822( 48 ) 3  8  1  8 附) 高 松 0878( 31 ) 4  4  9  7  

本

支

東

横

千

2 8  



‘民

|  河リ工レタル歩タル

燃えない • われない • 腐らない

種 類

型 状

用 途

耐 久 建 築 屋 根 ・ 外 壁 材 料

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オ リ エ ン タ ル メ タ ル( 0. P .  M)  

オ リ エ ン タ ル ス ー パ ー メ タ ル( 5. P.  M)  

オリエンタルカラースーパーメタル( C. 5.P. M)

オ リ エ ン タ ル ・ シ リ カ チ ー ル

不燃( 仙1) 1068号

不燃 ＨＱ ＱＱｾＩ 1048号

不燃 (Wi l) 1045サ

北 大 阪 ト ラ ックタ ー ミ ナ ル

、11 板 、 波 板 ( S 小 波 、 S 大波、

ジャンボ波、 V デッキ)

V i，皮、 ボックス波、 W 

屋根、

谷樋、

軒キ通、 竪キ;;m.下見( 外壁) 、平板加工品( 棟包、

水切、各種雨押、ベンチレータ一、 モニター)

Tt IJ I  !.J 9  ｊｾ ゑヲ ｊｾ 製造株式会祖
本 社 及 工 場

東 京 支 社 及 工 場 ー

大 阪 工 場

姫 路 工 場

九 州 支 庖 及 工 場

名 古 屋 支 出

来 北 支 庖 及 工 場

出 吸 所

兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 3 丁 目 2 6 番 地

埼 玉 県 蕨 ili 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 州 稲 川 新 田 4 4  

兵 庫 県 宍 薬 部 山 崎 町 中 広 瀬 1 2 8

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 米 4 7 9 の 1

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江町 1 ー 2 4  ( 第 2 中 経 ピ ル )

福 島 県 郡 山 市 富 久 山 町 久 保 田

臼 山， 敦 賀 ， 四 日 市 ， 高 松 . 徳 島 ， 広 畑 ， 岡 山

稲山， 三 原 . 広 島 ， 岩 田， 徳 山 ， I坊帰J ， 字 部 ， 延 岡

ｾｴｬ 話大Ａ波 Ｈ ＴＱＲ Ｉ 5131 ( 代 表 )

屯 話 厳 ( 42 )  3115 ( 代 表 )

電 話 大 阪 ( 488) 1081 ( 大代表)

屯 話 播 磨 山 崎 ( 2 ) 2121 - 3  

'i'tL言舌 ヰtニ丸. :1-1- 1 (  6 9 )  2  8  3  1  - 4  

111話 名 古 屋 ( 581 ) 2781- 4  

f立言舌郡 山 ( 23 )  0  2  6  7  - 8  

2 9  



軽量鉄骨の歴史・日進式と共に50育 余 年

日進式装飾天井クロッJ i ー

最良の日質・最高の施工
日進式装飾天井

光と影の創造、クロッI i ーは

現代建築物| こ息吹を与える光

天井シリーズ。

30 

E Z冨盟

天 井 排 煙 口

l レ ス タ ー |

天 井 防 煙 壁

E Eヨm固r I

( P AT.41牛〉

天井点検口万式の防煙、防災

設備。手動開服装置{ 寸、煙感知

艶と連動する遠隔操作方式。

( PAT . 2i牛〉

床面積 500 r n ' を超える建築物

は防煙区画をする必要ガあり

ます。戸ルミとガラスを組合

せだ天井防燈壁。( P A T 61牛〉

奥村重兵衛株式会社
旧 社 名 株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商J苫

本 ヰ土 大 阪 市 北 区 伊 艶 町 22 番 地 T 530 電 話 ( 06) 312 - 41 31( 代〉

東 京 東 京 都 中 央 区 銀 座 オ丁 目27番 9 雪 T 104 電 話 ( 03) 563 - 3351 ( 代〉

キ言 I司 福 岡 市 博 多 区 住 吉 2 丁 目 16番 27号 T 812 電 話 ( 092) 291 一 0459( 代〉

名 古 屋 名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 守 番 6 号 寸 - 451 電 話 ( 052) 522 - 5436( 代〉

広 島 広 島 市 舟 入 本 町 19 番 目 号 T 733 電 話 ( 0822) 91 - 1  533( 代〉

イ山
，ELヨA  

仙 台 市 燕 沢 字 西 山 5 の 18 T 983 電 話 ( 0222) 52 - 2631 ( 代〉

ｾ＠



〔サンワ東京ピル I F営 業 室J レーパ一天井工事〕

@ 近 藤 金 属 工 業 株 式 会 社

本 社 ⑤ 5 5 0 大阪市西区土佐堀通 3丁目 55番 地 電 話 06- 441- 8676

福岡出張所 ⑤ 8 1 2  福岡市博多区千代 4 丁目 6 番 7号 電 話092- 641- 4764

営業品目・M K軽 量 天 井 下 地 工 事 M K軽 量 間 仕 切 下 地 工 事

( 責 任 施 工 、 各 御 設 計 事 務 所 ・電 々 公 社 及 各 官 庁 御指 定 )

. ア ル ミ ニ ウ ム 製 品

内 ・タ卜装ア ル ミ ス パ ン ド レ ル 各 種 仕 上 げ ( 塩 ピ 鋼 板 ・ス テ ン レ ス

も 有 ) ア ル ミ パ ネ ノ レ 天 井 、 ル パ 一 天 井 、 そ の 他 ア ル ミ 特 殊 天 井 塔

屋 等 タ 卜 装 j レ ー パ 一 、 パ ネ ル 、 幕 板 、 笠 木 等

. シ ス テ ム 天 井 工 事 ( 設 計 施 工 、 一 式 )

. 製 作 金 物

2 9 ス テ ン レ ス 、 鉄 等 、 幕 板 、 笠 木 、 手 摺 、 門 扉 、 カ ウ ン タ 一 、 フ ー ド 等
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機能美を誇る超高層ビル

その内外装、各種製品は

米国のカップルス社との

技術提携により

多様性に富んだ創造力と

すぐれた技術により

具現化されたものです

一 一 一 一 営 業 品 目 一 一 一 一

オ ー タ ー カ ー テ ン ウ オ ー ル

ス タ ン タ ー ド カ ー テ ン ウ オー ル シ リ ー ズ

オ ー ダ ー サ ッ シ ・ドア

レ デ ィメイ ド ビ ル 用 サ ッ シ シ リ ー ズ

{ DRト一6印o DRト一刊

D A一6印o D A一70ω)  

各 種 防 ;潮朝パネル: 各種防音ノ f ネ ル

J I S 表示許可工場、 KJ 認 定工 場 2・

。 住 友 ウ 叫 乙 ヌ デb 械 式 会 位

本 社 / 東 京 都 千 代 田 区 神 田 美 土 代 町 I ( 住友商 事 美土 代 ピ ル)

T  E  L  0 3 - 294- 851 1  ( 大代表)

大 阪 支 社/ 大 阪 市 東 区 南 本 町 5 ー 14 ( 南 本 町 ビ ル )

T E し 06- 252ー 1881 ( 大代表)

営 業 所 / 札 幌・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

出 張 所/ 函 館 ・秋 田・ 盛 岡 ・郡 山 ・前 橋 ・水 戸 ・新 潟 ・静 岡 ・

京 都 ・和 歌 山 ・池 田 ・大 東 ・堺 ・神戸・姫路 ・岡山 ・

高 松 ・松 山 ・北 九州 ・沖 縄

工 場 / 群 馬 工 場 ・埼 宝 工場 ・堺工 場 ・鳳 工 場



都 市 を 粧 う

ｆ タジマｲ［ｸ｟ｾ勃］ｭ可
h  ，.スト... レ三l!Il しHI l メ ー 4  
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m

 

タ ジ マ A C ウ オ ー ル 〈マ ル テ ィ 〉 は キ

ャ ス 卜 ワ ー ク 印 年 の 歴 史 を 誇 る 田 島 順

三 製 作 所 の 豊 か な 経 験 と す ぐ れ た 技 術

か ら 生 れ た キ ャ ス ト ア ル ミ 製 規 格 カ ー

テ ン ウ オ ー ル で す 。

超 高 層 ビ ル か ら 住 宅 ・庖 舗 ま で 建 物 の

フ ァサ ー ド を 個 性 的 に 粧 い ま す 。

新 しい 都市 を デザ イ ン さ れ る 皆 様 の ご

計 画 の 一 端 に ご 採 用 い た だ け れ ば 幸 で す。

特 長

|  最高の 品質です

2  個性的なファサ ー ドをデザインします

3  特 殊工法により ユニ ッ ト寸法は H 2， 900 '%， 

- 3  ，600'%，X  W I  ，200'%，- I  ，800' %，まで

自由です

4  テ ク ス チ ャ ー も お 好 み に 応 じ て 自 由 で す

5  量 産 シ ス テ ム に よ り 価 格 が 低 廉 で す

6  軽量で耐風圧 ・水密 ・気密 ・耐火 ・耐 候

性にすぐれています

7  超高層 ビル から住宅 ・唐古南まで用途が広

範囲です

8  ユニ ッ ト工法により 施工が容易で与工期の

短 縮 が で き ま す

実 用 新 案 ・意 匠 登 録 申 書膏中

所

社

島

作

会

製

式

田

三

株

順

ク

座

島

一

回

ワ

銀

品

レ

叫

M

E

J

崎

社

均
一

タ

ヨ
ロ

社

側

会

協

メ

舶

会

制

式

一
川

島

ロ

式

附

株

桝

田

術

株

お 問 合 せ 開発部( タジマフォーカス赤坂) 一一一一

東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 会 14- 3T E  L  03- 580-∞21制

.. 
マルティ総発売元

田島販売株式会社

東京 TEL 03- 264- 1621 (代)

大阪 TEL 06- 227ー 1355(代)

株式会社タジ7 システム T E L03- 966- 2266( 代)
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ビノレとビノレを

スマートにつなぎます

・ ｉ］ ミ忍 ｅ 、ｾ ｾ］ｊｾ＠ --J ' l:通i-Jt-h l、-

使 用 範 囲 床+ 床、床+ 壁、壁+ 壁、天井+ 天井

壁+ 壁( コーナ一部) 、壁+ 天井、 屋 根 + 屋 根、屋 根 十 壁

※ エキスパンションジ ョイントカバーは常時在庫しております。

ｾ＠ ｅｉＪＢＧｊｾ 三ニフム ｚ 業株式曾社
本 社 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島 | 丁 目 11番 16- 30 1号 干 532 T EL ( 06) 304- 1231 

東 京 支 社 東 京 都 千 代 田 区 内 神 田 1- 9- 13( 柿沼ピル) 〒 101 TEL( 03) 292- 2211 

ｾ＠
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渡り鳥の鋭敏な判断力を

私たちは求めていまま

渡り鳥はなにを基準に移動するのか、何を頼り

に正確な方向を定めて到U 、のか・・・まだ、解明

できない自 然の不思言義のひとつです。

私たちは建築の可能性を大きく広げるために、

この渡り 鳥のもっている自然に対する直感と

把握と判断力をも っとも大切にしています。

そして日本独特の自然現象を、渡り鳥のよう

に鋭敏に、正石

カ一テンウオ一/ ルレ技術の中lこ生カか、しています。

、

主主木= 昔自己
⑤103東京都中央区日本橋室町 1-3日本橋大栄ピJ レTEL03( 279) 1611

35  
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スチールサソシ・ドアのパイオニア

ス チ ー ル サ ッ シ ・ ド ア で50年の歴史を誇る

三 井 軽 金 属 加 工 は 、 長 足 の 進 歩 を 遂 げ た 現

代 建 築 の 要 望 に 充 分 お 応 え 出 来 る よ う 、 多

年の実績に加えて、常に研究開発を行ない、

斯 界 の 発 展 に 寄 与 し て お り ま す 。

* 営 業 種 目 *

- アルミサッシ

・スチールサッシ

・j 7} レミド j 7

・スチールドア

・住宅用サッシ・ドア・関連建材

・シャッター

・アルミ押し出し型材の製造

および販売

⑤ 三 井 軽 重 属 加 工 械 式 芸 宇 土

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 区 北 浜2- 22 (三井信託ビル ) T E し 06 (203 )  3841 (大 代 )

本 社 東 京 都 港 区 新 橋 ト 18- 16 ( 日生新橋ビ j レ) T E L  03 (502)  6  3  1  1  

支 社 / 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡 営 業 所 / 広 島 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 静 岡

司'



ー の 豊 か な 経 験 と 最 新 の 技 術 が

手

J

I

し
新 介 野 に 挑 み ま

ヨ

業 界 に 先 駆 け て

卜

るシャ、ソター" 誕生. ノ“ 生きてい

I: l  

ロロ
製新

1

0口

口

口

口

口

口

爪

干

口

口

口

口

口

口

口

口

「

⑨ 下降指示

リフレオート

(シヤ ) )1一 自動制御)

0 ・T . Uシステム

( シャ ) )1一 中央制御)

上 限 停 止

C コ

呂合

口 u

む口
| 上 昇 1

0  

口

口

仁川障害物接触 |

⑨ 位置信号

下 限 停 止

位置信号 ⑥

上昇指示⑥

現代は「合理化」時代、加えて「省力化」が急激に進め

ら れ て お り 、 さ ら に は 「 安 全 性」も 強 〈 要 請 さ れ て い ま

す 。 それに応える目的で ｉｾ 日発された“生きているＢシャ

ッター 〈リフ レ オ ー ト 〉 は 、 在 来 品 で は 来 し 得 な か っ

た 新 し い 分 野 の 開 拓 に 成 功 し ま し た 。

そ の 最 大 の 特 徴 は い 反 射 神 経 と 思 考 性 " を も っ た シ ャ

ッ タ ー と い う こ と で す。 す な わ ち 、 シ ャ ッタ 一 座 板 に

特 別 に 設 け た テ ー プ ス イ ッチ ( 触 角 ) が 、 降 下 中 に 障害

物 に 触 れ る と 、 直 ち に 反 転 し て 任 意 の 高 さ に 上 昇 し 、

任 意 の 時 間 を 経 て 再 び 降 下 を 始 め ま す。 そ の 動 作 は 障

害 物 が 除 か れ る ま で 繰 り 返 さ れ 、 こ れ が一 定 時 間 連 続

され た 場 合 は 、 遠 方 の 操 作 室 ま で 管 報 を 送 ります 。 そ

し て 障 害 物 が 除 か れ る と そ の ま ま 降 下 し 、 閉 鎖 が 完 了

す れ ば 信 号 が 送 ら れ ま す。 ( 特 許 申 間 中 )

この 〈リフレオート 〉 の 誕 生 に よ り 、 個 々 の 開 閉 に

立 会 う こ と な く 、 多 泣 の シ ャ ッタ ー を 遠 方 か ら 安 全 に

一 斉 に 操 作 す る こ と が で き ま す。 ま た タ イ ム サ ー キ ッ

ト な ど に よ り 、 必 要 な と き 必 要 な 順 序 に ( 時 間 制 御 ) 作

動 さ せ る こ と も 可 能 で 、 そ の 結 果 、 こ の 新 し い シ ャ ッ

ター集 中制 御方式は、飛ｾＧｬ￭ｬ的な省力 化 ・ 安全 化 をもた

ら し ま し た。 こ の 新 方 式 が( D . T . U シ ス テ ム 〉で す。

す で に 「無 人 銀 行 化」の た め の程 々 の 用 途 に 採 用 さ れ 、

関 連 各 方 而 の 注 目 を 集 め て い る ほ か 、 防 災 シ ャ ッタ ー

の 完 全 オ ー トイじをはじめ新 分 野 で の 多 彩 な 用 途 に 迎 合

します。 な お 、 こ の シ ス テ ム は 既 設 の シ ャ ンターでも、

若 干 の 改 造 で 容 易 に 採 用 で き る の も 特 徴 で す。

安 全 ・ 省 力 化 の 理 想 を 実 現 し た

( 0 ・T ・U システム〉画 期 的 な

[ 詳 細 お 問 合 せ 資 料 ご請 求 1

は 下 記へ ご 一 報 願 し、 ます J  

本 社 : 大 阪市 東 区両 替 町 1- 12 日生ビル 包 ( 943) 6571代 表

東 京 ・仙 台 ・静 岡 ・名 古 屋 ・富 山 ・京 都 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 他主 要地

タ ー 株 式 会 社東 洋 シ ャ ツ

3 7  
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. インテリアブラインドシルキー

. シルキー F - I

. アコ ーデオンカーテン

. アコーデオ ンスクリーン

. アドブライ ン ド

. パーチカJ レプラインド

. ハーモニードア

. スライデイングドア

. エレコムノ 〈ーチ

. ヱレ コム25

. エレコムブラッキー

・ アウトサイドブラインド

圃rr ド 工 業 師 会1t嘩 j T 542:;*: lIi rnilf l 3: 安堂寺橋通円4丁目35 電話(06)251- 1 821(1U ，)

本社 干160 東京都新宿区西新宿| 丁目 19番目号電路 (03)346- 2111 ( 大代表)
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た た み 代 は 従 来 の 半 分 に な り ま し た

sv- c時
ー従来のアラインド

.. 

置亙霊園歪E 霊霊園

ベ ネ シ ャ ン ブ ラ イ ン ド

Uni  Con 

画期的て' コンバ 7 トな電動ブラインド

M i 門 i - Au七 ロ

フ ォ ー ル デ ィ ン グ ド ア

ｾｾ事 Ｕ ｊｦ

己記ヒ ｾＢ

J ‘-;， 

3 9  

スライテ: ィングウオール

SLIDING凶日比

一=三一三一=三一=三一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=一=三一=三一=一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=-=三一=三一=三一=一=三一=一=三一=三一=三一=三一=三一=一=三一=一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=一三一=三一=三一=三一=一=一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=三一=三一=三

一=

一

Sol arV-C⑧ 

た て の 線 が 美 し い ソ ー ラ - v の 新 型 、 ソ ー ラ - v - c は た た み

代 が 従 来 の ソ ー ラ - v の 半 分。一一一一ー ま す ま す そ の 機 能 性 、

フ ァ ッ シ ョ ン 性 を 高 め ま し た 。 シ ン プ ル な 気 品 あ る 美 し さ は

室 内 に ス ッ キ リ 調 和 し 、 落 着 い た ム ー ド を
さ ら に 属 警 か れ て 、

っ く り だ し ま す 。 美 し さ と 機 能 性 が 自 慢 の ソ ー ラ - v - cは パ

ー テ イ カ ル ブ ラ イ ン ド の 最 高 級 品 と い え ま す 。

圃 函 日却を7 ，. ヲィョ，ド販売株式会祖

本社 干 103 東京都中央区日本橋3・15-4 f i ( 03) 272・2011 ( 代)

北 海 道 ・来 二lヒ ・盛 岡 ・1問 l崎 ・ 長 野 ・新 潟 ・宇 都 宮 ・ 東 京 ・千 葉

埼 玉 ・ 多 摩 ・横 浜 ・相 模 ・金 沢 ・静 岡 ・名 古 屋 ・大 阪 ・神 戸 ・

京 都 ・ 四 国 ・広 島 ・ 岡 山 ・ 九 州 ・熊 本 ・長 崎 ・沖 縄 ・ハ ワ イ
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Ｈ，フラｾトは

広 島 修 道 大 学 体 育 館 段 計 / 日 強股 計 (剛

施 工 / フ ジ タ エ 操

ガ ラ ス 筋 工 / ( 附石 崎 本 庖

建物の豊かな表情をクリ工イ卜します。

鏡 の よ う に ピル の 壁 面 に 空 や雲 を は じ め 周 囲 の 建 物 を 映 し た 美 し い ビル が い

ま 評判 で す。 鏡面 効 果 の す ぐ れ た 熱 線 反 射 ガ ラ ス レ フ ラ イ トが こ の 豊 か な 表

情 の ク リエ イ タ ー 。 レ フ ラ イ トは 、 太 陽 の 放 射 熱 を 反 射 ・服 収 し室 内 を 常 に

快 適 に 保 ち ま す。 昼 間 室 内 が 陪 い 場 合 、 表 面 反 射 で 室 内 が 見 通 し に く く 、 プ

ラ イ パ シ ー を 守 り ま す。 一 方 室 内 か ら は 十 分 な 明 る さ で戸 外 の 風 景 が 眺 め ら

れ ま す。 ま た 、 レ フ ラ イ ト は フ ロ ー ト 板 ガ ラ ス に 直 接 レ フ ラ イ ト 加 工 を 施 し

て あ り ま す の で 、 表 面 が 平 滑 か つ 平 行 で、 フ ロ ー ト 板 ガ ラ ス 同 様 に 大 板 施工

が 可 能、 切 断 も 自 由 で す 。

①日本板硝子

社 〒541 大 阪 市 東区 道 修町 4 T 目 S 番 地

電 話 大 阪 ( 06) 2  0  2 ー 11 6 1 (代 )

車車刻i ft (03)573-0IZI 拘 札慢支16 ft( 011)Z4ト7171刊 仙 古主高 官(舵22)目ー7配 1刊 名古屋支16 ft (邸Z)司令制ZI 聞 大臣宣唐 古(06)103-孤 i側 広島宣車 ft (倒的日ー耳7例 措 同 支 直 宮(図Z)絡ト日，91附 高松宮軍高 官{侃78)5卜7571

.. 
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匠鐙句をつ Z r). 1どす主主兼用仕上げ材科手rす

/ 塗! 肢が厚< 尉候性、 ii ' t * 性にすぐれ .変槌色でかなく 光 沢 保 J

持牲がよいの'で 建 築外壁の防ホ加工に適しております ， 

ふ た 珂 ち 赦 じ ゴ'ンクリートきやモルタルなどの無機質材1枠に直

，議施工ができる' O) ec. 左 官 工 事が省略てe き /  

l  長期間奨観を保持します ， 二

デザイユうも， 高 原 ・筑 紫 ・ 近 江 ・箱，棋 ・吉 野 と 以 前 に 比 較 し ，

'  γ ヶF 新な、のF主' りました J J  
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塗 料 を 通 し て よ り 豊 か な 生 活 環 境 づ く り を 目指 す一一 五，: ，o-- 建 築 塗 料

S HI NT O PAI NT CO. ，じrD.

リヲ 旦' _，/ / ; 吻議

- 合成樹脂エ切レション系複層模様吹付材・

ソフタイルは優れた塗る建材

です。

ソ フ タ イ ル は 壁 画 を 飾 る 内 、 外 装 仕 上 材 の 多

L 、 中 で 、 塗 料 そ の も の が ソ フ ト な 感 触 と 豪 華

な 雰 囲 気 を 持 ち 合 せ て い ま す 。

o o  

ソフタイルはパブリックなタ

イル状吹イ寸材です。

ソ フ タ イ ル は 水 希 釈 性 の 特 殊 強 化 ア ク リ ル 樹

脂 を 主 材 に し た タ イ ル 状 の 吹 付 材 で す 。

凹 凸 模 様 の 美 し い 仕 上 り と 、 容易 な 吹 付 作 業

に 経 済 性 を プ ラ ス 、 現 代 に マ ッ チ し た 塗 料 と

い え る で し ょ う。

¥ 

塗料で新しし、生活空間を演出する一一一一

。 神 東 塗

42 

ソフタイルは格調高い模様吹

{ 寸材です。

ソ フ タ イ ル に は 山 谷 模 様 の 凹 凸 仕 上 げ と 、 カ

ッ ト さ れ た グ ラ ン ド キ ャ ニ オ ン タ イ プ の キ ャ

ニ オ ン 仕 上 げ が あ り ま す 。

ソフタイルは口- コストで豪

華な仕上材です。

外 壁 ・オ フ ィ ス ビ ル 、 ホ テ ル 、 レ ジ ャ ー

施 設 、住 宅 、 コ ン ク リ ー ト 製 塀 等

内 壁 ・玄 関 口 ビ 一 、 エ レベ ー タ ー ホ ー ル

階 段 室 、廊 下 等

適 性 下 地 ・コ ン ク リ ー 卜 面 ( P C . P F . MF )

モルタル面( 鍾押え面 ・刷 毛 引 き 面)

建 材面( スレート ・フ レ キ シ ブ ル ボ

ー ド 等)

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト 面

木 製 合 板 面

- ・・幽幽山田・

・・・--可ーーτーτ・

・・・--可_ 1国司・

戸ーーー冒1-τ ー噌ーτ・
』=._-_.
F E・E・- 冒 E ・・・
「ーーーー司 1_ 1一一冒一..

- 孟孟孟1 1 _ _ - 冒

米:31-

大 阪 営 撲 所 大 阪 市 東 区 北 浜 5 丁 目 22番 地 新 住 友 ピ ル 2 号 館 内

干 541 T  E  L  0 6- 220- 8580(大 代)

東 京 営 難 所 東京 都 中 央 区 八 重洲 1丁 目 7番 20号 八 重 洲口 会 館 内

干 103 T E L  0 3- 272- 4011 (大 代)

， 



良いものが

ア♂ムストロソケ長R床材

近畿地区販売肩

株 式 会 社 サ ン 商 会

干635 奈良県大和高 田市日之出 3 - 89 - 18 T  E  L  (0745)  22 - 4  4  5  5  

近 藤 忠 商 事 株 式 会 社

干541 大 阪 市 東 区 瓦 町 5 - 37 T  E  L  (06)  201- 2  3  4  1  

株 式 会 社 三 和

干657 神 戸 市 灘 区 畑 原 通 2 - 12 T E L (078)  801- 0871- 2  

株式会社姫路エービーシー商会

干670 姫 路 市 伊 伝 居 8 0  6  - 26 T E L (0792)  25- 1 5 0 5  

吉 井 建 材 工 業 株 式 会 社

干 556 大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 り 2 - 14 T E L  (06)  562- 4701- 5  

女 ア ー ム ス ト ロ ン グ カ ー ペ ッ ト 新 発 売 /

( 株lA 8 C :

阪 大阪市東区京橋1- 7 大阪 O MMビル

私書箱 O MMピル内 163号

TEL 凶 (943) 2831 干540

付 ms t r o n g

西 日 本 営 業 部

43 
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、， ， ・.

2.0 x  303 x  303mm 1ケース 50枚λ

マチコ V はJ I S 規格にゅうゅう合格した折紙

つきの品質で、あらゆる床の使用条件にマッ

チする、機能性にすぐれたビニルタイノレの No. 1  

です。? チコ V の用途は 巾広 〈最も経済的に

美しい床仕上げ が出来る 、ポ ピュラーな床タ

イルです。

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

札腕営業所 合(01l )271-2561 仙台営業所 宮(0222)94 - 3505 東京営業所 包(0羽田3-3021 名古屋営業所 宮(052)733- 3471 大阪営業所 信(06)943-1641 広島営業所 含(0822)28- 3361 福岡営業所 n (092)411 叩76
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不 燃 都 市 建 設 に 奉 仕 す る

タ イ ガ ー 印 の火然 え な い 建材

l 守 1
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燃 え な い 建 材

τ eE 

ｅ ＺＺＺ｡ｾ＠

本 社 干100 東京都千代田区丸ノ内3- 3- 1(新東京ビJ"う T E L 0 3- 216- 0951(大代)

大 阪 支 庖 干530 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 - 25(新大ビル) T E L 0 6- 344- 6691 ( 代 )

支庖営業所 札 帆 ・仙 台 ・東 京 ・新 潟 ・福 岡 - 旭 川 ・秋 田 ・盛 岡 ・郡 山

高 崎 ・千 葉 ・相 模 原 ・長 野 ・名 古 屋 ・金 沢 ・岡 山 ・高 松 ・広 島

45 
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川島織物は、 早 くより 織業界はもとより 、 イン テ リア業界のパイオ ニアとして 、常に業界をリ ー ドしてきました 。

その創業は、遠〈天保 14年 ( 1843) に遡f ' ) ， 130 年あまりの歴史を有しております 。 この伝統 を生かし 、特に技

術面の管理 ・研究開発にカを尽くし、昭和39年洛北市原に新工場を建設、ここに本社を移設して 、川島の新体制

を確立しました。さらに、 歴史に輝く技術の川島を世界の企業にまで、発展させるべ く努力をしております 。川

島織物は、原糸より、製品に至 るまでの撚糸、染色、製織、仕上 げの各工程の全設備を完備し 、社内一貫の完全

な品質管理の作業を行なっています 。社内に設置されている織物研究所では 、デザインの考案や 、織物地合いの

工夫に努めるのはもちろん、 古今東西の織物の参考品を収集して い る史料室をはじめ 、物理・化学実験室 ・試 織

設備を完備し 、あらゆる種類の繊維や、新 しい染色技術の研鎖 ・染・織の耐久強度等の各種テストを行なってい

ます 。又東京営業所内に、開発情報セ ンタ ー を設け 、あら ゆる情報の収集 ・保 管 ・伝達を行なっております 。

株 式 曾 私 川 島 織 物

本 社 〒601- 11 京 都 市 左 京 区 静 市 市 原 町 2 6 5 番 地 電 話 ( 075) 741- 3111 (大代)

大阪営業所 〒540 大 阪 市 東 区 京 橋 1 丁 目 7 番 地 0 ・M . M ピノレ 8 階 電 話 ( 06) 942- 6  2  8  1刊

東京営業所 〒 100 東京都千代田区永田町2丁目 14番2号山王グランドピノレ 5 階 氾 話 ( 03) 580- 4  5  1  1聞

出 張 所 札 幌 ( 011) 231- 7 0 2 2  / 仙 台 ( 0222) 66- 1  4 4 9  / 徽 浜 ( 045) 662- 2  3  1  1  

名 古 屋 ( 052) 221- 1  3  1  1  / 京 都 ( 075) 441- 2  1 4 1  / 広 島 ( 0822) 43- 7  1  7  0  

福 岡 ( 092) 441ー 2 2 6 1  / 高 松 ( 0878) 51 ー 7 8 6 7  



カ信頼とともに伸展する/
en圃曹土車場⑨

ステンレス・黄鋼・アルミ

追従を許さぬ〈持主〉の魅力. ノ
記〉

. 高 圧 プ レ ス で 金 属 と 一 体 に 加 硫 成 形 し た 高 度 の 製 品

. ノ ン ス リ ッ プ の 機 能 満 点

- 品 種 レ タ ン I Iジ ュ ニ ア ーII歩 道 橋 用 |

|シ J レバー 11
M

. S .  RII 鉄 骨 階 段 用 l

| ゴールドI I埋 込 式IIニューラバータイルl

. ア ト ラ ス ア ン コ ー ル

最 込 式 ノ ン ス リ ッ プ の 決 定 版

ア ト ラ ス 独 自 の 設 計 で 開 発 し た ア ン コ ー ル 製 品 は 在

来 品 の 如 く 充 填 し た タ イ ヤ の は が れ 、 浮 上 り が ‘ あ り

ま せ ん 。

〈手摺りを兼ねた車ずり 〉

・ ｉｾ ＢｬＺ［Ｇ ｾｄＷ 守守ー
〈建物と車を保護する 〉

•• J .  ｾｆ＠ 1- - 11-

ー，ヨ・沼 ｱｾ ， ・叫込・ •• z，EI噌' 13，ーす・

'_ ::..- . r一・ 1 司... .-;;:-

アトラス走業株式会社

本 li O ! I 聞大阪市東成区中道 3 - 1 3 - 1 1 md  (06)  m- 3251代 名古以下浸所 酎 ω 抗 古 出 市 中 区 古 誼 町 4 - 25 '，UJ.¥ (052)  322- 2ω 1f t  

k 阪骨量所 @臼7 大阪市東成区中道3-15-161革目点ピル) '，1(話 (06) 9η - 2初1f t 広島日量所0 ! I733 広 島 市 観 音 本 町 1 - 1  5  - 7  '，1以 ω82町 (32) 4創l

ｾｩ 草浦所 副 ＱＶ 車 京都荒川区点日間 Ｒ Ｍ Ｓ トい儲ｻ侭 Ｉ ＸＰ Ｇｈ日Ｑｦ ｾ 福 岡 持 所 剖 10 国岡市中央区大 F 門 町 ト ト 10 i似 {倣 ) 171- 2酬 t

楠浜首畢所 磁 器 情 幌市南区六ツ 1112 - 3 2  - 1  0 電話( 制5) 712- 9207 ｾｴ 強制崩 ＲＳ Ｍ Ｗ 忽 Ｒ ・ ｾ ｉｪ ｾ 頒 所 臼 Ｍ Ｑ Ｗ Ｑ Ｔ 仙台出張所 時 Ｍ ＰＱ 同 Ｔ 働協所 出 Ｑ Ｍ ∞ Ｑ Ｓ

4 7  



日本建築協会法規委員会

ー ナ

質疑など の投耐をお待ちしてお。) ます.

89 

防 火 区 画 を 貫 通 す る 換 気 設 備 の 風 道 お よ び 開 放 階 段 室 型 共 同

住 宅 の 小 関 口 部 の 防 火 戸 に 関 す る 告 示

1 . 告示第 1579号 に つ い て

本告示は、換気、 IIZ : 房または冷房の設備の風道

が耐火椛 ｪ 主等のｼ坊火区画を ＱｾＧ 通する場合て｜防

火上支障ないと認め、ダンパーの設ili を要しな

い場合を指定したものです。

ダンパーの設置免除は、換気の設備の j孔道がダ

クトスペースまたは 、令第 112条第 10項本文に

定める外笠宮11分を貫通する場合に限定し、風道

の構造および設世方法に関する要件等を換気の

設備の風道の種類別に定めています。

以下、告示を転il 車します。

0 建設省告示第千五百七十九号

建築基準法施行令( 昭和二十五年政令第三百三

十八号。以下「令」という 。) 第百十二条第十六

項の規定に基づき、風道の耐火構造等の I! ) j 火区

画を Ｑｾ Ｇ Ｎｩ厄する音 ＱＱ 分等にダンパーを設けないこと

につき| 坊火上支障がないと認める場合を次のよ

うに指定し、1I { : l ; f [ l I i _十年一月一 日から施行する 。

昭和四卜九年十二月二十八日

建 設 大 臣 仮 谷 忠 男

第一 令第二十条の四第一項第一号に規定する

設備又は若器具 ( 以下「密I!J -j 式燃焼設備等」とい

う。) のJ臭気の設イiili の風道がダクトスペースに口

通し、かつ、当該風追及びダクトスペースが次

に該当するものである場合

- }ll ¥i 邑は、次に定めるものであること 。

イ 欽製で鉄板の厚さが0 ・六ミリメートル以

上のもの又は建設大臣がこれと同等以上の耐火

性能を布すると認めるものであること 。

ロ 主要桃造者11に堅悶に取り付けるものである

こと 。

ハ 当該目白 i面する苦11分と耐火桃造等の防火区幽

とのすき 11¥] をモルタルその他の不燃材料て坦め

るものであること 。

ニ ダクトスペースは、次に定めるものである

こと 。

イ 密閉式燃焼設備等の換気以外の周に供しな

いものであること 。

ロ 瓜l'iI l を直接外気に開放するものであること 。

第二 密IU:I 式燃焼設備等の換気の設備の風道以

外の換気の設備のj礼道がダクトスペースに l'l 通

し、かつ、当該風道及びダクトスペースが次に

; 該当するものである場合

- }lllill は、次に定めるものであること 。

イ 鉄製で鉄板の厚きが0 ・八ミリメートル以

上のもの又は建設大臣がこれと同等以上の耐火

性能を有すると認めるものであること 。

ロ 第一のーの ロ及びハに定めるものであるこ

生島築 と社会/ 1975年 3 月号
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と。

ハ ダクトスペース内においてニ メートル以上

の立上り部分を有し、かつ、当該立上り部分と

耐火構造等の! 切火区聞に堅固に取り付けるもの

であること 。 ただし、有効な煙の逆流防止のた

めの措詮を講ずる場令は、この限りでない。

ニ 他の設備の風道に連結しないものであるこ

と。

ホ 当該ＱＧｴ通する昔 ＱＱ 分の断而［ｦｩｾが 二 百五十平方

センチメートル以下のものであること 。

ニ ダクトスペースは. 次に定めるものである

こと。

イ 換気 ( 密閉式燃焼設{1m等の換気を| 徐< 0) 以

外の用に供しないものであること 。

ロ 第ーのこのロに定めるものであること 。 た

だし、頂部に換気上右手 ｾｊ な 排 気機を設ける場合

は、この限りでない。

第三 ' a 閉式燃焼設備等の換気の設備の風i萱が

令第百十二条第十項本文の規定による耐火構造

の外壁 ( 以下「耐火構造の外壁」という 。) を貫

通し、かつ、当該} ! I l ¥道が次に定めるものである

場合

イ 第一のーのイからハまでに定めるものであ

ること。

ロ 当該ｾＮ通する昔 ＱＱ 分の断而Ｎｦ ｃｉ が千五百平方セ

ンチメートル以下のものであること 。

第四 密閉式燃焼設{All 等の換気の設備の風道以

外の換気の設備の}llli 立が耐火桃巡の外壁を貫通

し、かつ、当該風ill が次に定めるものである場

ｾ 、

'" 

イ 第二のーのイ、ロ及びホに定めるものであ

ること 。

ロ 直接外気に附放された Ij f. 1口書11に第二のーの

イに規定する構造を有し、かつ、随時閉鎖する

ことができる設備を設けるものであること 。

2 告 示 1580号 に つ い て

本告示 l立、開放階段室型共同住宅の階段部分に

面する小開口苦11に設ける防火戸について定めた

ものです。

使所等火災の発生のおそれの少ない室に設ける

換気のための小 ｉｾｦｬ 口苦 ＱＱ に防火戸を設ける場合に

おいて、当該1! J i 火戸の大きさ、当該関口苦11の面

する階段の構造および各住戸からの 2 方向避嫌

についての要件が告示の定める基準に迎合して

いるときは、令書 ｾ ＱＱ Ｒ 条第 ＱＴ ヰ ｉｴｬ ｈ 号に定める

自立すj 閉鎖機構等をや耐えたものと同等以上の性能

を有すると認めるものです。

以下、告示を転a依します。

0 建設省告示第千五百八十号

建築基準法( 昭和二十五年法律第二百一号) 第

三十八条の規定に基づき、次の第ーから第三 ま

て1こ該当する階段室型共同住宅の階段に面する

関口音11 ( 当該階段に通ずる 出入口 を除< . ) に設

ける甲種防火戸文は乙種防火戸については、建

築基準法施行令( 昭和二十五年政令第三百三十

八号。以下「令」という 。) 第百十二条第十四項

第四号の規定にかかわらず、同号の規定と同等

以上の効力があると認め、昭和五十年一月一 日

から施行し、昭和田十四年七月十一 日建設省告

示第三千二百二十四号は、廃止する。

昭和四十九年十二月二十八日

建 設 大 臣 仮 谷 忠 男

第一 関口音111立、便所、令第二十条の凹第一項

第一号に規定する設備又 l立総具を設ける浴室そ

の他居室以外の室で火災の発生のおそれの少な

い室に設ける換気のためのもので、かつ、その

関口面積が0 ・0 五平方メートル以下のもので

あること 。

第二 階段は、次に定める構造を有するもので

あること 。

一 各階又は各階の中聞の部分ごとに直接外: > i ¥

に開放された排煙上有効な関口苦11を設けること 。

ニ 前号の開口苦ｾの関口面積ｉＮ ｴ 、 二 平方メート

ル以上 とすること 。

三 第一号のI井j 口音11の上端は、天井の2.5 きとす

ること 。 ただし、最上階の関口苦11については、

天井の高さの位世に 0 ・二平方メートル以上の

直接外気に開放された排煙上有効な11日ロ昔日があ

る場合は、この| 浪りでない。

第三 各住戸から当該住戸に係る階段を使用し

ないで、バルコニーその他これに類するものを

経由して、他の階段の音11分に到達できること 。

この場合において、バルコニーその他これに類

するものの各住戸ごとの区画は、直接手で開放

し、又は容易に破壊できる等避難上有効な椛造

とすること 。

( 大阪 d;:ill 築応建築指滋郎審査A 松本好雄)

口口口口口口口口口口口口口口口



日本建築協会会告一一一一一

昭 和50年 度 第 1 回 若 い 会 員 の 集 い

... r若手建築家に聞く」

一 一東 孝光氏、安藤忠雄氏、山崎泰孝氏のやり方一一

ここに、社会とのかかわり合いの中で、それぞれのやりかたによって、

建築における例人の解放を目指している若手建築家がいます。この方却

を中心にして i去り方、考え方、住まい方、生き方など、いろいろな問題

について参加者のみなさまとともに、話し合う会を企画いたしました。

少ない時間ではありますが、大いに語り合いましょう。会只諸氏の多

数のご参加をおまちします。

日 時 4 月 5 目 印 集 合13.50 開会 14.00→閉会 17 .00

会場及集合場所 芦屋市民会館 ・2 F  .  201号室

( 芦屋市業平町8 - 24 ・T E L 0797- 31- 4995)  

〔参考〕 交通費は科自負担のこと 。 国鉄「芦屋J . 阪神「芦昼J .  

阪急「芦屋 I11 J よリ徒歩 5 分一 8 分ぐらいのところ、芦

屋川 にそって旧阪神国道より北へすぐ、東側IJ

講 師 束 孝 光 氏 01 1 : 孝光建築研究所)

安藤忠雄氏( 安藤忠雄建築研究所)

山崎泰孝氏 (A Z Instit ut e)  

司会者 小林 恒 氏 (A Z Institut e)  

費 500阿( 会場資 その他)

員 70名

込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚に 1 t ，限りとし、

「若手建築家に附< J と明記の上、氏名 ・年令 ・勤務先

名 ・所在地 ・役職・連絡屯話番号 - 返信用宛名 ・郵便番

号を記入の上 3 月28日樹までに建築協会事業諜へ。ただ

し定員を超過したときは摘せんにて決定し、参加証をお

送りします。

・東 孝光

・・・・何といっても、楽しい仕事を続けたい。それが一番むつかしい

ことであることはよくわかっている。しかし、それでも楽しく仕

'J'. を続けたい。 そのためには、自分で自分を縛ることが結果を 一

番貧しくすることを; 忘れないようにしよう。僕たちはいつでも自

由であるべきだ。特に、建築の方法論からスローガンからー・

Ｈ ｾｉｊ＠ 冊. /mrli 住宅 1975冬 T  J  Q  8.  P04)  

・安藤忠雄

… 内部、外部の意識を明確に発想、の原点に据え、内部に封印し、

しかけられた く様々な〉空間によって獲得された く楼、生〉への躍

動が、再び内部から外部へと外延してゆくとき、都市環境は新た

に草草生するにちがいない o …

会

定

申

( 建築文化 1974' 4  P75)  

- 山崎泰孝

... .. 施主へ、住まい方、生き方との出会いの中で、どれだけ相手を

理解し、尊重するか、相手が何を好み、何を指向しているかを充

分認識し、その上でそのカを借りて何を愛し 、 どんな作法を身に

つけてもらうかを従示するのが、われわれの仕事だし、その中に

われわれ建築家としての個性ある術があり、生きざまがある o

( 別 冊 郎 市 住 宅 1975冬 T J Q 8 、 P 127) 

- 日 本 建 築協 会 の 展 示 窓 紹 介

大阪で施工中の超高層ビル見学会シリーズ( 第 12回・最終)

4 中之島センタービル新築工事の見学会( 第 2 回)

共催日本建築協会・大阪府建築士会・日本建築学お丘畿支部

大阪の代表的な超高層ビルの見学は、去る昭和47年 1 月に第 1 回とし

て、大阪データ通信局舎( 大阪堂島1tLtlL ビl レ) を皮切りに見学会シリー

ズを開催してより、国を重ねてこのたび12固め最終回を迎えることにな

りました。

この中之島センターピルは、屯fll 公社所有のほか、貸事務所、大小会議

室、結婚式場 、ホテルなど多目的ピルとして 4 月末には完成いたします。

このたび大林組、竹中工務庖共同企業体のご厚意により、完成瓦近の

大阪で一番高いピルを見学いたします。 多数ご参加下さい。 ( なお共{ 援

の場合は重複申込をしないように、 3会のうちいずれか一つの会にお申

し込み願います。 )

日 時 4 月12日仕) 集合14 .00→解散 16.30

集合場所 大阪市北区中之島 5 丁目 34、同ビル北側出入口 ・目標会旗

〔参考〕 市バス→大阪駅前より⑬、 @ にて「船i輔 J 下車、す

〈・ 。 淀屋橋、肥後橋より( ⑬、⑩にて「土佐堀 4 丁目」

下車 、徒歩 4 分 ( jjli 絡m話 443- 9391- 5)

定 員 80名( 本会割当 30名)

申 込 往復はがきに限ります。 はがきは l 枚に 1 名限りとし、

「中之島センターピル見学会(2)J と明記の上、氏名 ・勤

務先名 ・所在地・役職 'll 主総m話番号 ・返信用宛名 ・郵

便番号を記入の上 3 月31日( 月) までに建築協会事業課へ。

ただし定員を超過した場合 l吋由せんにて決定し、参加証

をお送りいたします。

工事概要

所 在 地 大 阪 市 北 区 中 之 島 6 丁目 6 番地

地 域 地 区 商 業 地 域 第 6種谷村it也 区 ( 約 %)

第 8 H容積地区( 約. Y J )

建 築 主 大 阪 地 区 開 発 株 式 会 社

設 計 監 理 基 本 設 計 日本屯信i l I 話公社建築局

実 施 設 計 建 築 ・株式会社日本総合建築事務所

設備 ・株 式 会 社 日 建 設 計

施 工 中之島センタービル新築工事共同企業体

株 式 会 社 大 林 組

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

面 積 延 面 積 73，930m' . 基準階面積 l ，676m'

高 さ 軒 高123 . 050 m・放同 129.525 m 

機 造 地下 3 F ・地上 32 F ・浴屋 1 F  

ホ テ ル 棟 地 上 8 F

地下、低層部、ホテ J レ練 R C および S R C 造

高層部 S 造

基 礎 ピ ア 基 礎 φ 2，000および O W S 壁のWA L L F OUN-

-DAT I ON 

外 装 高 層 棟 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト メラタック C 仕

上 ガスケ ッ トにガラス蔽殺し

その他コンクリート打放し、エポタイノレ吹付

工 期 昭 和47年 6 月15日( ピア渚手) →昭和 50年 4 月末

昨 年 末 、 北 区 は 盆 島 i ! ! i 町 田 一 角 に ‘ ま た ひ と つ の 巨 大 な 超 高層 ビ ル が1隠 生 し ま し た .

地 上24階 、 高 さ 120 m の ニ の ピ ル は 「 大 阪 堂 島電 電 ピ ルJ と よ ば れ 、 大 阪 地 域 に お け る

電 気 通 沼 田 中 椙 と し て そ の ; 主 要 な 役 割 副 会 果 す と と も に 、 広 大 な 人 工 地 盤 的 」 ュ に は 障 の 広

場 が 股 け ら れ 、 ピ ジ ネ ス 簡 の 惣 い の 唱 と し て U ろ 〈 公 開 さ れ て い ま す . ま た 外 観 は 、 通

情 横 様 の 保 積 、 舶 損 失 な ど 、 ピル 町 内 部 機 能 上 町 要 求 に よ っ て 無 窓 方 式 が 採 用 さ れ て い

ま す が 、 ア ル ミ と 特 韓 ガ ラ ス { ブ ロ フ ィ リ y ト } と に よ る そ の 聾 何 牢 的 な 構 造 費 は 、 ニ

の ピ ル に よ η 一 層 的 格 闘 を あ た え る と と も に 、 そ の 惜 容 は 大 阪 市 町 新 し い 都 市 費 の U と

つ の 〈 書tl 世 〉 と し て 開 η う る も の と 思 い ま す .

下 紀 綱問 中 、 そ の 全 景 写真 、 室 内 の 一 部 お よ び 骨 固 は と 〈 に 在 景 写真 も 展 示 い た し て

お η 、 割 合 同 夜 に U と き わ 高 〈 蝿 〈 ビ ル デ ィ ン グ の 婆 は 寓 に 1 % . 串 だ と 思 、 、 ま す .

砂展 示 期 間 2 月 上 司 よ η 2 ヵ 月 間

砂展 示 喝 所 京 阪電 鉄 地 下 通 路 ( 建 屋 橋 一 北 浜 町 中 間 商 慣lの シ ョ ー ケ ー ス )

挫築 と社会/ 1975年 3 月号
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- ワンタッチ開閉操作です.

弊社独特のワンタッチ ｉｬｉＡｬ ｾ ｊ 機構 Ｈ ｐａｔ Ｎ ｐ Ｉ

をセ y 卜しているため、i " ' J枠 を 押 し 上 げ

る繰作だけで、簡単にI l H閉 し ま す。

. 施工が簡単です-

ｉｬ ｈ 問機株が内放されているため、 ｮｈｉｾｊ ツ

マミの穴をあける必要がなく、吏に従来

品と異なり点検口を天井にセッ卜した状

態のまま、簡単に内枠ボードを取付ける

ことが出来ます。

・丈夫で美しい外観です.

アルマイト処理を完全に施しているため、

いつまでも美しく、丈夫です。 しかも附

閉ツマミなど阿引高品が外部に 出ていませ

んので、外観がシンプルでスッキリして

います。

. 種類が豊富です・

脱 俗 寸 法 (m/m)

ザンヲミ非点検ロ
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ご注文により、規絡寸法以外も製作いた

します 。

• • 
』

. 床点検口も魅力いっぱいです.

* アルミニウム床点、検 ，- ，はハードアルミ

ニウムを{ 士山、ピス ・アンカーなども

強力なメッキをほどこしていますから、

必 皮 、 耐J禽触性はバッグンです。

また、モルタ Jレなどの接触 I屈には、 11S5

f!t なアルマイト処埋をほどこしていま

す。

本兵 鎗 ・ステンレス張り床点検" は露出

自1I 分の強度も高く、いつまでも美しさ

をf: f - ちます。

*  A  .  s  A正川 型床点検，- ，は、 1 台 で P タ

イルとモルタル塗それぞれに仰い分け

ることが出米ます。

* 制度のおい押 出機の組合せであるため 、

気密性が高く、臭気のもれる心配があ

りません 。

Ｎ ｾ見絡、 ｊ ＭｩＺ 去 Ｎ

、
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紙 会社 ダ 4 ケン

本社大阪市淀川区新高2 丁目 7 番 13号

間 (強2) 邸 附

置 車富 島 所 管由 Ｑ ＱＶＲ Ｉ ＴＱＹＱｾ It唖宮畢所管制11田1) 311ト4

本祉工 噛 曾 ￦ ｬＺ ｬＡＲ Ｉ ｬＵｉｩ ｬｾ 車 車工 場曾 ＰＴ 世間 Ｉ Ｖ Ｑ ＱＱ 島

+ 三工 唱fIIl i l1121mト3霊園工唱剖143143但2} - <

園山工喝・宮I 厳密情曲28-2却I売

ＢＧｦｉｉｾ彊厨 包 ＡｍＲ Ｑ ＷＱＱＰ ｬｬＱＹ

ご注文により 、規 絡 寸 法 以外 も製作いた

します。 また、オールステンレス、オー

ル災鎗製も別注製作いたします。

住 宅 産 業 の 総 合 メ ー カ ー で あ る 弊 社 で は 、天

井 点 検 口 ・ 床 点 検 口 の ほ か 、 ガ ー デ ン ・ フ ェ

ンス 、 ガ ー デ ン 門 扉 、 ガ ー デ ン ハ ウ ス 、 カ -

j 、ウス 、 カ ー ロ ビ ー 、 ベ ラ ン ダ 、 テ ラ ス 、 ク ー

ル ト イ レ 、 そ の 他 住 宅 関 連 資 材 を 各 種 製 作 ・

販 売 し て お り ま す 。

ｾ＠

カタログをご請求下さい

5 0  



も

読者の頁

を 導 管 と し て 、 し っ か り と 地 域に 栂 を お ろ そ う

と し 、 ま た 、 お ろ し た 人 も い る わ け で す 。 つ ま

り 、 個 々 の 条 件 は 兵 な る で し ょ う が 、 こ れ ら の

人 々 は 、 多 か れ 少 な か れ 定 者f主 主 総 を 持 ち 、 定 箔

現 象 を 起 こ し て い る の で す 。 し か し な が ら 、 転

勤 し た 先 て ¥ こ の よ う な 定 箔 現 象 を 起 こ す 例 は

ま れ で あ り 、 ほ と ん ど の 場 合 、 自 分 の 希 望 地 へ

行 き 、 又 は 帰 り 、 そ こ で 初 め て 生 活 の 根 を 広 げ

る と い う の が 一 般 的 で あ る と 思 わ れ ま す 。

身 辺 雑 感 一 一転 勤 に 接 し て一 一

全 国 的 組 織 を も っ 会 社 で は 、 そ こ で ' 勤 務 す る 社

只 に は 宿 命 と も い う べ き 転 勤 が つ い て ま わ る .

私 の 会 社 も 例 外 で は な く 、 日 常 的 行 事 の ご と く

転 勤 者 が 発 令 さ れ て い る が 、 そ の 対 応 の し か た

に は 種 々 の 様 態 が 見 ら れ る よ う で あ る 。

私 的 会 社 は 、 本 社 が 東 京 で あ り 、 そ の 地 縦 と い

っ た も の が東 京 地 域 に あ り 、 必 然 的 に 、 物 的 に

も 人 的 に も 束 京 に 集 中 が み ら れ る 。 ま た 、 社 民

の う ち に は 、 出 身 地 も し く は 出 身 学 校 が 東 京 近

辺 で あ る 者 が 多 〈 、 し た が っ て 、 社 只 の 指 向 と

し て も 東 京 指 向 が 多 分 に あ る 。 私の1 l : f友 等 に も

東 京 出 身 が 多 く 、 そ の 大 部 分 は 入 社 後 し ば ら く

は 来 京 勤 務 で あ っ た も の が 、 そ の 後 大 阪 へ や っ

て き た 人 迷 で あ り 、 そ れ ま で の 彼 ら の 生 活 の 本

拠 地 は 東 京 で あ る こ と か ら 、 転 勤 し た か ら と い

っ て 、 危 激 に そ の す べ て を 変 え て し ま う わ け に

は い か な レ 」 そ こ で 、 イ 本 は 大 阪 に あ る が 心 は 東

京 と 大 阪 を 行 っ た り 来 た り と い う こ 111生 活 が 始

ま る わ け で す。 ま た 、 中 に は 、 幸 か 不 幸 か 、 新

幹 線 と い う 便利 な 乗 物 に よ っ て 東 京 一 大 阪 が 結

ば れ て い る お か げ で 体 の 方 も 心 と 同 じ 二 盤 生 活

が 可 能 と な っ て い る 者 も い ま す . そ の 人 た ち に

とっては、東京一ー大阪の往復' 貸用も{ まかにでき

なし、番目になるはずであり、 f也人 ご と と は い え 、

私 に も 短 期 間 な が ら 東 京 一 大 阪 の し 、 わ ばこ 箆 生

活 を 送 っ た 経 験 が あ り 、 同 情に 耐 え な い 次 第 な

の で す 。 と も あ れ 、 経 済 的 に 如 何 な る 負 担 が あ

ろ う と も 、 い か な る 邸 宅 宮 ー が あ ろ う と も 、 東 京 指

向は止み縫いものであろう 。 この辺の ｚ ｊ ｾ Ｑ｜Ｇｉも祭

し て 余 り が あ り ま す。

現 在 の 私 の 僚 友 に つ い て は 、 私 的 大 阪 勤 務 期 f Bl

が 短 か く 、 ま だ 十 分 な る 観 察 期 間 を 持 っ て い な

い の で 今 後 ど う 変 わ る か わ か り ま せ ん が 、 そ れ

で も 今 町 段 階 で 、 少 な く と も 二 つ め タ イ プ が あ

り ま す。 す な わ ち 、 そ の一 つ は 、 上 述 し ま し た

よ う に 、 自 己 的 基 盤 と 距 離 的 、 I時 間 的 と も に 離

れ る こ と は 耐 え 難 〈 、 自 分 の 生 活 に 大 き な 支 障

が で て 〈 る と い う 人 、 第二 は 、 若 い と き の 転 勤

を 7 レ キ シ プ ノ レ に 把 え 自 己 の 生 活 ー と か 、 そ れ を

面図圃ｾ <No. 9 学校〉

柴 田 正 己

封 建 時 代 の 士 農 工 商 に な ぞ ら え た 将 商 工 燥 に 代

表 さ れ る よ う に 現 代 内 向 校 に は 明 碓 な ラ ン ク 付

け が さ れ て い る 。 次 の 時 代 の 中 堅 技 術 者 を 謎 成

し て ゆ こ う と す る 工 業 向 枝 肉 親 欣 は 非 ' 品 に 険 悪

な も の で あ り 、 や る 気 の な い 多 く の 生 徒 が 中 学

校 の 進 路 指 導 に よ っ て ふ り 分 け ら れ て 入 っ て き

て い る 。 建 築 . 1IT. 気 ・ 機 械 な ど を や り た い か ら

ではなく、学歴童イ応111の 社 会 に あ っ て せ め て ど ん

な 学 校 で も 、 同 校 ぐ ら い は 出 て い な い と 扱 を す

る と い う の で あ る 。 勉 強 が 嫌 い な 上 に 自 分 が 望

み も し な い 科 に 入 れ ら れ く さ つ で あ ば れ 出 す と

い う 始 末。 そ れ が は じ め は 少 数 な の で あ る が 次

々 に 付' IHl が 加 わ り 、 や る 気 の あ る 迎 中 ま で も ま

さ 込 ん で ク ラ ス を f l 放 さ に し て し ま う 。 教 室 に

お け る 集 団 喫 煙 、 暴 力 、 盗 難 、 怠 学 、 授 業 主 方 笹

に 対 し て 教 師 の 多 〈 は あ き ら め つ つ あ り 、 教 育

石 古 香 つ ま り 転 勤 を 個 人 的 生 活 商 で 考 え れ ば 、 上 述 し

た よ う に 、 人 生 の一 時 期 を 別 の 土 地 で 暮 ら す こ

支 え る そ れ ま で の 悲 悠 に 拘 泥 せ ず 、 行 っ た 先 で と に よ り 、 見 聞・ 行 動 の 範 闘 を 広 げ 、 人 ー物 と

見 聞 を 広 げ 自 由 な 生 活 を 楽 し む と い う タ イ プ で の 出 会 い の 機 会 を 用 意 す る と い っ た 効 用 は あ り

す 。 し か し な が ら 、 こ れ ら ニ 磁 の タ イ プ の 人 途 ま す が 、 大 部 分 の 人 遥 に と っ て 、 そ れ に 伴 な つ

が 、 は っ き り と 分 か れ て い る わ け で は な く 、 ー て 失 な う も の 、 ま た 、 失 な わ な く と も 障 害 が 築

人 が 両 方 向 考 え を 持 っ て お り 時 に 応 じ て ど ち ら か れ る と い う 場 合 の 方 が は る か に 多 い よ う で す 。

か が 前 面 に 出 て お り 、 そ の 中 で 特 別 に 一 方 が 強 結 局 、 自 分 の 希 望 て 刷 新 天 地 を 求 め て 出 か け る の

く 主 主 織 さ れ て い る 人 も い る わ け で す。 な お 、 総 で な く 、 業 務 命 令 で 生 活 を 変 え さ せ ら れ る 以 上 、

じ て 、 転 勤 し て き た こ と に 対 す る 強 い 不 満 は あ 当 然 の こ と で あ り 、 み か け は 物 的 保 証 は 有 り そ

る が 、 業 務 命 令 で あ る 以 上 あ き ら め ぎ る を 待 ず 、 う で も 、 そ の 築 、 充 分 な る 保 証 が 無 し 、 ば か り か

そ の 上 は 、 若 い と き の 特 権 を 生 か そ う と い う 傾 何 ら か の 微 牲 を 払 う こ と に な る の で す。

rtrJが 見 ら れ ま す 。 つ ま り 、 こ の こ と は 、 あ く ま さ て 、 転 勤 を 個4 人 的 生 活 、 居 住 地 と い う 角 度

で も ホ ー ム グ ラ ウ ン ド は 東 京 で あ っ て 大 阪 で は

な い 、 自 分 の 帰 る べ き と こ ろ 、 人 生 を 送 る と こ

ろ は 東 京 だ と い う 意 椴 が 底 流 を な し て い る の で

す 。

と こ ろ で 、 僚 友 に 限 定 せ ず 、 年 配 の 人 を 見 て み

ま す と お も し ろ い 現 象 が 自 に つ き ま す 。 大 阪 出

身 で な く て も 、 十 年 前 後 、 さ ら に は 、 そ れ 以 上

大 阪 の 地 に と ど ま っ て い る 人 が い る の で す が 、

こ れ に つ い て 附l し 、 た 範 囲 で は 、 大 阪 へ 転 勤 し て

き た 人 で 他 へ の 転 勤 を 強 〈 希 望 し て い た 人 の 場

合 、 そ の 築 現 は 、 2 - 3 年 の う ち で あ る こ と が

多 〈 、 当 初 希 望 し て い て も 何 ら か の : 理 由 で こ の

期 間 内 に 動か な か っ た 人 が 、 逆 に 、 生 活 商 ・主意主問罰織E  

而 て

があるのてで，すa あ る 期 間J ( 自由J切問、 冷 却 期 間

と で も 雷 い ま し ょ う か ) を 過 ぎ る と 、 そ の 時 点

で の 土 地 、 地 域 と の 生 活 面 で の つ な が り が 確 実

に 増 大 し 、 他 の 地 域 を 圧 し 、 そ れ ま で の 生 活 基

盤 を 上 ま わ る 器 量 産 が 硲 立 し て く る も の と 思 わ れ

ま す 。 こ ニ で 思 い 起 こ す の が 「 住 め ば 都J と い

う雷雲慌で す 。 こ の 住 む と い う の は 、 単 に 居 住 し

て い る だ け で は な く 、 そ のt也 域 へ の 何 ら か の 結

ぴ っ き 一 一 結 婚 に よ る そ の 地 域 で の 血 縁 関 係 の

場 合 も あ る で し ょ う し 、 友 人 関 係 、 地 縁 関 係 の

場 合 も あ る で し ょ う 、 ま た 、 人 に よ っ て は 、 風

光 明 知 な 土 地 へ の 愛 婚 で あ る か も し れ ま せ ん。

何 に し ろ 、 地 域 へ 溶 け 込 む だ け の 動 機 一 一 ー が 生

じ た こ と を 意 味 す る の だ と 思 い ま す 。 そ の動 機

に対するｾＮＨも、情熱も消えうせ自分に瓢せられ

た 時 間 だ け を な ん と か こ な し て い る か の よ う に

も み え る 。 そ れ ら を 知 っ て よ け い に 生 徒 た ち が

つ け あ が り 混 乱 が ひ ど く な っ て い る よ う で も あ

る。 ( 先 公 よ し っ か り せ ん か 、 の 声 の よ う に 我

々 に も 大 い に 反 省 の 余 地 は あ る の だ が 。 )

毎 年 や り に く く な っ て ゆ く 授 業 に 我 々 は 不 安 を

お ぼ え ど う し て よ い の か 考 え あ 寸 ね る 。 毎 日 職

場 に 来 て 話 す の は 頭 の 痛 い こ と ば か り で あ る 。

し か し ど ん な に 苦 し く て も 決 し て あ き ら め て は

い け な い と 思 う 。 ど ん な に 学 校 が 混 乱 し て き て

も や は り 、 や る 気 の あ る 生 徒 は 、 全 国 製 図 コ ン

ク ー ル 建 築 の 音11で 入 賞 、 全 国 作 文 コ ン ク ー ノ レ で

入 賞 、 計 算 尺 1 級 検 定 合 格 、 そ の 他 ク ラ ブ 関 係

で も 多 く の 1 1 : ・ を も ら っ た り 、 コ ツ コ ツ 各 自 で 例

か を 求 め な が ら ヱ 業 学 校 の 自 由 さ を e nj o y し て

い る の で あ る 包

我 々 教 師 は そ れ ら の 生 徒 迷 の い る こ と を 忘 れ な

いで、 一 昔11の 生 徒 述 中 に じ ゃ ま さ れ る こ と な く

進 ん で ゆ か な け れ ば な ら な い。 生 徒 の よ い と こ

ろ を み つ け 育 て な が ら 、 建 築 に つ い て 、 人 生 に

か ら 眺 め 、 転 勤 と 対 峠 す る と も 受 け と ら れ る 定

治 主 主 微 な り 個 人 の 生 活 基 盤 の こ と に ふ れ て き た

の は 、 生 活 圏 、 個 と 地 域 社 会 等 に 対 す る 一 つ の

考 え ー 一 一 人 は 地 域 社 会 を 笠 か に し て こ そ 、 ま た

ｾかな地域社会の中でこそ、笠かな生活を送れ

る一 一 ー に も と づ く も の で あ り 、 地 域 社会 的 形 成

に は 、 こ の 2 つ の 概 念 の 普 遍 化 、 強 化 が 必 要 で

あ る と 感 じ て い る こ と に 理 由 が あ る の で す 。 建

築 を や っ て い る 者 と し て 、 地 域 社 会 と の 関 わ り

方 を 考 え る と き 、 個 と そ れ を 包 み 込 む利 益 団 体

と の関 係 に お い て 当 然 の こ と と し て 認 め ざ る を

え な い 転 勤 は 、 こ の よ う な 考 え の 障 害 と な り え

て も 助 け と は な ら な い の だ と い う こ と な の で す 。

こ こ に 、 私 自 身 に と っ て も 大 き な 矛 盾 が あ る わ

け で す が 、 こ こ で は 触 れ ま せ ん 。

最 後 に 、 コ ミ ュ ニ テ ィ と い う 言 繋 が あ り ま す が 、

こ れ は 、 土 地 、 そ こ で 生 活 す る 人 、 そ こ で の 生

活 そ の も の に 対 す る 愛 婚 が 無 け れ ば 実 現 し 待 な

い で し ょ う . そ こ に 確 固 た る 生 活 基 悠 を 持 た な

け れ ば 実 現 し 得 な い で し ょ う 。 当 然 の こ と な が

ら、者11市 宮 十 回 も そ の 地域 に と っ て 部 外 者 で あ る

限 り 単 な る シ ェ ノ レ タ ー の 提 供 は で き て も 、 そ こ

で の 生 活 は 決 定 で き ま せ ん 。 そ こ に 生 活 基 盤 を

持 つ 人 々 が 定 堵 意 識 に も と づ い て 、 地 域 へ の 愛

消 に 突 き 動 か さ れ て 出 し て く る 要 求 と か 案 を 計

画 家 は 指 針 と し て 計 画 を 創 り 出 す 援 助 を す る も

の で あ り 、 ま た 、 す る 必 要 が あ る の だ と 思 い ま

す 。( 大成 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 建 築 苦 悶 宣 言十繰 )

つ い て と も に 勉 強 を 統 け て ゆ こ う と 思 う 。 そ し

て 早 い 時 期 に 笑 業 高 校 の あ り 方 を 線 本 的 に 改 革

し て 生 徒 た ち が 安 心 し て 学 べ る 学 校 に し な け れ

ばならなし、。 普 通 科 に 行 け な い 生 徒 が 工 業 高 校

に 固 さ れ て く る の で は な く 、 希 望 に あ ふ れ て 入

学 で き る 工 業 高 校 に し な け れ ば な ら な い 。 そ の

日 が く る 時 の た め に も 、 こ の よ う な 混 乱 は 釆 ワ

越 え て ゆ か ね ば な ら な い と 、 今 日 も 決 意 も あ ら

た に チ ョ ー ク を に ぎ り し め 教 室 へ の 廊 下 を 急 ぐ

の で あ る。 ( 堺 市 立 工 業 問 等 学 校 建 築 科 )
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煙 の 惨 事 を 未 然 に 防 ぐ 防 煙 シ ャ ッ タ ー

N S 防煙シャッターは建設省告示第 2564号の規定に適合.グ

政令基準¥火災時の空気圧 2 kg/m
2

B寺¥煙の

漏気量O. 2m
3

/min.  m
2

をはるかに下廻る0.03

m
3

/min.  m
2  

( 業界NO. l ) を記録しました。

画面圃圃臨盟理園田園園

沼田園・・・・

防煙シャッターの開閉には、業

界最高の性能を誇る、 L 型電動

開問機を使用しております。

御 一報次第カタログお送 りします。

近年¥ビル火災でのいだましいJ 義I1注者

の続出はそのほとんどが〈火〉よりも

〈煙〉によるものでその為建築物の防

煙性能の向上ガ一段と重要になってま

いりまし疋。

建築物の設計上¥防煙¥防火区画での

シャッターの役割は非常に重要なポイ

ントとなっております。

その防煙区画に¥すばらしい遮煙J性能

を備えた" N  S 防煙シャッターを¥

御採用下さい。

株式会社日本シャッタ戸製作所

大阪本社 大阪市淀 川 区日 ｬ 川 北 Ｓ 丁目 Ｒ 番 Ｔ 号ｾ Ｑｉ 話 ＰＶ Ｈ ＳＰ Ｑ Ｉ 3656- 9 営 業 所 横 浜 ・ 大 宮 ・静 岡 ・ 千 葉

大 阪 工 場 大 阪 府 枚 方 市 招 縫 凶 近 1 丁目 7 番 地 屯話0720(57)4535- 9  

東 京 工 場 川崎市中原区新丸 f 束 3 丁目 1 1  5  Ｙ 番地 ｾｴ［Ｚ ｪ ｩＵ ＨｦＭｴｬ ＰＴＴ (411)  6325 

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 中川 区 北 江 町 2 丁目 1 2 番 地 屯諮問052 (361)  7441  

九州支庖・工場 福岡県粕催都粕屋町大 ' j': f中原字明神984- 4  ｾ ｉｌ 話 ＰＹＲＹＳ ( 8 )  4661 

北 陸 ・京 都 ・ 神 戸 ・高 松

広 島 ・北九州 ・大 分 ・宮 崎

鹿 児島・佐 賀 ・長 崎
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ニュー ス原稿をお送りください。

御 堂 筋 の一 部 に “ 緑 の モ ー ル" 計 画 旧 島 根 県立 松 江 中 学 校 の 保 存

大 阪 市 公 聞 局 は 、 御 堂 筋 に " 緑 の モ ー ノ レ " を つ

くる 梢 恕 を ま と め 、 3 月 中 旬 よ り 約 エ す る .

. 緑 町モーノレ" は 都 市 対 観的 向 上 を は か り 、 都

市 の 緑 町 ボ リ ュ ー ム ア y プ を ね ら っ た 計 画 て ¥

街 路 樹 の 本 数 も 少 な く 、 γf ち 具 合 も よ く な い 、

御 堂 筋 肉 阪 急 前 ー 織 田 新illll 司 ( 3 0 0 m) の 中 央 分

離 帯 ( 中日 3 m ) に、 現 在 8 m 間 隔 で 植 え ら れ て い

るイチョウ Ｈｴｾ さ Ｔ 問 、ヰ玲回り ＲＰ｣ｭ Ｉ 28司三を耳Z

り除き、 3 . 5 m 間 隔 で プ ラ タ ナ ス ( 高 さ 6 - 8 m、

幹 回 り 30- 50c m) を ニ 列 で 1 3 8本 植 樹 し 、 枝 も

き れ い に 刈 り そ ろ え 、 緑 の 壁 を つ く る も の。 さ

ら に 、 歩 道 仰l に あ る イ チ ョ ウ も 今 よ り も 1 2 0 本

増 植 す る と い う も の で 、 4 月 下 旬 に 完 成 予 定。

市 で は こ の よ う な " 緑 の モ ー ノ レ を 各 区 の 街 路

に も つ く る 検 討 を し て い る .

，、

ラ フ カ デ ィ オ ・ ハ ー ン ( 小 成 八 雲) で 知 ら れ て い る

松 江 に 現 存 す る 数 少 な い 明 治 洋 風 建 築 の 旧 ぬ 根

県 立 松 江 中 学 校 校 舎 ( 明 治20年 ) が 「 県 庁 強 制ij

計 画J に よ っ て 破 壊 さ れ る こ と に な り 、 地 元 で

は 大 き な 保 存 運 動 が 展 開 :さ れ て い る 。

運 動 的 主 体 は r へノレ ン校 舎 保 存期 成 問 脱会 J で、

こ の 校 舎 で 直 接 学 ん だ 人 を 中 心 と す る 同 窓 会 や

小 泉 八 雲 を 研 究 し て い る グ ル ー プ や 、 県 下 の 教

育 関 係 団 体 、 文 化 ・ 社 会 団 体 か ら な り 、 熱 心 な 活

動 が 行 わ れ て い る 。

運 動 は 会 図 的 に 広 が り 、 我 々 明 治 建 築 研 究 会 も

明 治 洋 風 建 築 的 資 料 を 作 成 し た り 、 保 存 袈 望

を 関 係 方 商 に 徒 出 し 、 積 極 的 に 支 援 し て い る 。

な お 、 現 在 日A総 会 で一 時 取 り 壊 し 中 止 が 決 綴 さ

れ て い る も の の 、 ま だ 予 断 を 併 さ な い。 ( 投 稿)

長 尺 既 存 松 杭 切 削 工 法 の 開 発

側 竹 中工 務1苫で は 、 こ の ほ ど 、 梅 田 阪 急 ピ ノレ第

9 期 増 築 工 事 的 基 礎 工 事 を 進 め る に あ た り 、 昭

和 11年 に 建 て ら れ た 旧ピノレ の 松杭 を 除 去 す る 方

法 と し て 、 長 さ 1 0 m以 上 の 既 存 松 杭 に も 適 用 で

き る . 長 尺 既 存 松 杭 切 削 工 法 " を 開 発 、 初 採 用

した。

近 年 、 都 市 再 開 発 事 撲 の 地 加 に 伴 い 、 旧 ピ ノ レ を

解 体 し 跡 地 に 新 ビ ノ レ を 建 設 す る ケ ー ス が 増 え て

いるが、昭和 ＲＵ ｾ 三 頃までのビノレ的支持杭はほと

ん ど 松 杭 が 使 用 さ れ て お り 、 従 来 、 事 l 抜 法 で 除

去 さ れ て い た が 、 引 抜 法 で は 1 0 m以 内 の 松 杭 し

か 除 去 で き ず 、 し ば し ば 新 た な 基 礎 工 事 の 際 筈

と な っ て い た 。

今 回開 発 さ れ た " 長 尺 既 存 松 杭 切 削 工 法 " は ①

切 削 刃 を 内 部 に 取 り 付 け た 円 型 の コ ア チ ュ ー プ

を 松 杭 に あ て が い 、 コ ア チ ュ ー プ と 直 結 し た ポ

ー リ ン グ マ シ ン を 回 転 さ せ 、 ② コ ア チ ュ ー ブ の

先 端 周 囲 に 取 付 け ら れ た 拡 中 羽 械 で 松 杭 周 辺 の

土 を 落 し 、 内 部 の 奴l削 刃 で 松 杭 を チ ッ プ 状 に 切

削 す る 。 ③ 同 時 に ベ ン ト ナ イ ト 安 定 液 を 注 入 し

水 庄 で 木 屑 を 外 部 へ 排 出 し 、 ④排 出 さ れ た 木 屑

は ろ 過 し て 取 り 出 す。 と い う 、 ち ょ う ど 鉛 主 任 削

り の 要 領 て 寸 会 杭 を 除 去 す る も の 。

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

『マ ル ニ 』新 作 家具 発 表 会

事、

さ る 2 月 18 日 ょ っ 20 日 ま で 、大 阪 O M Mピ ル に

おいて、" 7 } レニ木二E 鮒 ・ " 7 } レ ニ 販 売 附 の 新 作 家

具 発 表 会 が 開 催 さ れ た。

今 年 は 、 L D ( リ ビ ン グ ・ ダ イ ニ ン グ) で 多 目

的 に 使 用 で き る よ う に デ ザ イ ン き れ た も の を は

じ め 、 ネ オ ク ラ ッシ ッ ク の 木 工 家 具r を 中 心 に 50年

皮 肉 新 作 が 多 数 発 表 さ れ た 。

企企企ａ 企ｾ企ｾ企 ｾａ 樹の話シリーズ・ Ｗ ＱＺ￠ｦＺ￠ｦＺ￠ＱＺ￠企

ー，..

、ー，

こ ぶ し は 早 春 め 花 木 で あ る 。 2 月 に 梅 がl咲 き 終

り、 4 月 に 桜 が 咲 き 初 め る ま で の 聞 は 、 こ の 白

い こ ぶ し の 花 が 弊 ぎ の 役 を 来 た す。 梅 は 咲 い て

も 寒 さ は ま だ 厳 し し 」 こ ぶ し の 咲 く 頃 は 脇 差 し

も 柔 ら ぐ 3 月。 こ の 純 白 の 花 が 蒋 を 日乎 ぶ の で あ

る 。 迎 都 花 で あ る 。

こ ぶ し は 純 東 洋1奮 の 花 木 て ¥ モ ク レ ン 、 ホ オ ノ

キ 、 タ イ サ ン ポ ク な ど と 同 じ モ ク レ ン 手二十のー 只

で あ る 。 日 本 で は 北 海 道 北 部 を 除 き 全 土 に 分 布

し 、 ほ と ん ど 群 生 は せ ず 、 独 立 樹 で あ る 。 落 葉

の 高 木 で 、 樹 形 は 大 体 シ ン メ ト リ ー で 、 樹 却Lは

灰 白 色 で 滑 ら か で あ る 。 枝にもま躍にも ー 砲 の 香

気 が あ り 、 枯 枝 を 燃 や し て も 芳 容 を 発 す る 。 炉

で 燃 べ る と 室 内 に よ い 呑 り が 潔 う 。 膏 は 大 き く

て 、 銃 の 先 の 形 を し て い る 。 だ か ら 中 国 で は こ

の 樹 を 「 木 鋒」 と も い う 。

花はハクモクレ ン より小型だが、純白でキ ｉｾ 頭間

〈 雑 木 林 の 中 か ら 抜 き 出 る の で 、 速 く か ら で も

人 目 を 号 1 <.  r 彼 女 は 深 山 こ ぶ し の 花 で あ る 」

と い え ば 「遠 目 に よ し 、 」 と い う こ と て r夜 目

迷 目 傘 の 内 J と 同 意 で あ る 。 枝 ぶ り も 紫 朴 、 花

も 白 一 色 、 何 の 飾 り 気 も な く 、 そ れ で い て 人 目

を号 1 < 花 木 で あ る 。 来 笑 は 9 月 に 熱 し 、 特 典 な

[ ! ' J 凸形となる 。

こ ぶ し の 名 前 の 由 来 は 、 じ つ は こ の 巣 突 の 形 に

あ る 。 形 が 拳 に 似 て い る 。 学 名 のKobus は こ の

コＢＢＯシをそのまま仮 ｦ っているカ人多ｾＮＮ耳目ヒＺｵ ｴ り

が あ る 。 漢 字 で は 普 通 「 辛 夷 J と 性 く が 、 こ れ

は こ ぶ し の 若 芽 を 干 し て 製 し た 生 来 の 名 で あ る

ら し い が 、 特 に こ ぶ し だ け で な く 他 の 芳 香 怯 の

辛 み の あ る 樹 の 芽 も 使 わ れ た ら し . ' .

こ ぶ し の 別 名 は 多 様 で あ る 。 近 畿 地 方 で は ヤ マ

ぶ し Magnoli a  Kobus  D C  

モ ク レ ン と か オ カ ヤ ナ ギ な ど と 日 乎 ば れ る . 東 北

地方ではこの樹は農民] J . 目標木のー っ て ¥ こ の 花

が 聞 く 頃 に 盲 古 代 の 用 意 を し た り 、 植 を 播 い た り

し た 。 タ ネ マ キ サ ' ク ラ 、 タ ウ チ サ ' ク ラ な ど の U乎

び 名 は そ の 例 で あ る 。 こ の 他 に も ー ザ ク ラ の

名 で11乎 ぷ 地 方 が 多 い。 イ ト ザ ク ラ 、 シ キ ザ ク ラ 、

シ ロ ザ ク ラ な ど。 白 い 花 を い っ ぱ い に 活 け た 時

的 樹 の 様 が 、 桜 の 咲 い た 時 に 似 て い る か ら で あ

ろう 。

こ ぶ し の 姉 妹 に は 、 花 弁 の 数 が 多 〈 御 幣 の よ う

な 形 を し た シ デ コ ブ シ や 、 花 が や や小 型 で 少 し

紅 味 を 帯 び た ヒ メ コ ブ " ， ( ベ ニ コ ブ シ と も い う )

な ど が あ り 、 花 に か す か に 香 気 が あ る と い わ れ

る。 こ ぶ し の 親 類 で 、 も っ と 呑 気 の 強 い の に タ

ム シ パ が あ る . こ の ま 寵 を 噛 ん で 甘 い 香 気 を 楽 し

むことカ‘ らカムシノぐと日乎Ii ' " れ、それカずなまって

タムシノ〈とな っ た ら し い。

こ ぶ し は 元 来 造 闘 樹 で は な い が 、 近 年 の 雑 木 ブ

ー ム で 野 趣 に 岱 む 花 木 と し て 庭 聞 な ど に 多 く 使

わ れ て い る 。 し か し 、 公 共 用 樹 木 と し て の 地 位

は ま だ 低 〈 、 栽 培 品 の 数 も 少 な い。 肥 沃 な 深 土

層 を 好 み 、 開 定 は 適 さ な い が 、 生 長 早 〈 丈 夫 で 、

育 首 も 簡単、 病 虫 筈 も 少 な く 長 命 で 』 大 木 と な る 。

移 植 カ も あ る の で 、 こ れ か ら は 都 市 中 で も 、 も

っ と 採 用 し て い く べ き だ ろ う . 福 井 市 で は こ ぶ

し が 街 路 樹 と し て 成 功 し て い る 例 も あ る 。

も っ と も 、 都 心 の ピ ノ バ 釘 の 中 に 一 本 だ け と り 残

さ れ た こ ぶ し の 敢 然 と 咲 き ほ こ る 様 を 見 た と き

は 、 形 容 し が た い 悲 し み を お ぼ え た し 、 ま た 信

州 内 問 原 で 大 木 の こ ぶ し の 満 有 た る 白 い 花 群 を

見 た と き の 感 動 は 今 も 残 っ て い る 。 こ ぶ し は や

は り 、 自 然 の 中 の 早 春 め 乙 女 で あ ろ う か 。 〈 森 下 配 〉

礎的芽 がでて〈 るのは花 季 が 終 ったあと

だが、図的表現上君臨と lE を同時に示 した.

建築と 社 会/ 1975年 3 月号
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大 光 電 機 は 照 明 器 具 の 専 門 〆 ー 力 一 て ' す 。

個性あるひかりがまたひとつ。

倉敷市民会館にも大光の 一般ビルをはじめホテル ・レストラン ・広告ifi

など、一つ一つに個性を求められる現代、

大光の照明器具は欠かせません。

最 近 の 主 な 納 入 実 繍

照明器具が使われています。

倉 敷 市 民 会 館 ( 訂li 辺 建 築 事 務 所 )

倉 敷 ア イ ピ ー ス ク エ ア ー ( 詰li 辺 建 築1事 務 所 )

大 林 組 本 庖 同 居 ピ ノ レ ( 大 林 組 )

三 和 東 京 ビ ノ レ ( 日 池 宮 宣 言 十 )

梅田地下街プチシャンデリゼ( 究寄与( t l ! . I _C : l

鍛 波 な ん な ん 地 下 街 ( 究 官 也J 雲)

西 武 高 槻 デ パ ー ト ( 諒 ス 受- E デ専ィ空)

森 下 製 薬 本 社 ピ ノ レ ( 自 主主重宣言十)

広 島 銀 行 協 会 ( 日 建 設 計 )

広 島 修 i立 大 学 ( 日 建 設 計 )

大 分 ト キ ワ 百 貨 庖 ( 日 建 設 計 )

鹿 児 島 林 回 ホ テ ノ レ ( 三 一 ル ケ ラ ー )

シャンデリアをはじめ住宅用 ・府剣i用照明器

具、さらに特別注文器具まで照明総具の専門

メーカーならではの個性ある照明総具に、意

欲的に取組んでいます。

札幌につつ' いて大阪にも照明サロンオープン /

実物を手にとってご覧下さい。

あらゆる照明のご相談は専門の担当貝が承り

ます。

7 セ ラ ー '

高 松 プ レ ヂ デ ン ト ホ テ ノ レ ( 大 林 組 )

大 阪 大 学 人 1111 科 学 研 究 所 ( 大 阪 大 学 )

自 然 史 博 物 館 ( 各 地 銀 吾 首 十 事 務 耳 )

環 境 科 学 研 究 所 ( 菜 畑 強 軍 事 務 嘉 )

木 曽 駒 ホ テ ノ レ ( 大 林 組 )

照 明 サ ロ ン 大 阪大阪市東成区中道3丁目 15番 16号( 毎日東ピル) T E L  ( 06) 972 - 5551刊 照 明 サ ロ ン キL幌 札幌市中央区南2 条西8 丁目 T E L ( 011 ) 231 - 8554 

本 社 大阪市東成区中道3丁目 15番 16号( 毎日東ピル) T Eし大阪 ( 06) 972  - 5551俄)

東 京 支 庖倉東京( ＷＵＸＩＳＴＲＱｾ 骨 組川出張所2 旭川 ( 22) 2ω5- 6 仙台出張所定宝仙台但6) 4952- 3 名古屋営業所 官名古屋{ 問) 臼7“世 岡山出張所宮岡山 ( 32) 4 0 3 8  

神田営業所宮東京 ( 836) ∞43 函館出張所2 函館 (23) 0271 郡山出張所8 郡山 (33) 6 5 8 5  静岡出張所合静岡 (82) 6 0 1 8  高松出張所宮高松 ( 61) 5023

札 幌 支 庖8 札幌 (561) 8067附 青 森 出 張 所念青森( 7 7 ) 7 4 0 8 北陸出張所合金沢 (42) 6 0 8 4 大阪営業所合大阪 ( 972) 8861附 偏 岡 営 業 所合福岡 ( 531) 3164聞

大 光 電 機 株 式 会 社 側各出演所E 釧路 (23) 2993 盛岡出張所公盛 岡 ( 州 2247 新渇出1置所町 尚 ( 44) 2387附 広 島 営 業 所8 広島 ( 28) 1281 鹿児島出棚 倉鹿児島 (26) お お

5 4  
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口写点と概裂をどしどしお送り〈だき t 、。

凡例 a 所イ'.:)也 b 敷地 ｉＨｊ￮ｨｾ ｣ Ｎ 建築面 ｨｾ d  延{ 伺"， e  構造成快 f 工j 闘

E' Y 7- 7 -'y 7  

1072.  北 の 峰 プ リ ン ス ホ テ ル I 1073 京 福 嵐 山 レ デ ィ ス ホ テ ル I 1074.  関 西 電 力 下 池 田 変 電 所

設計 . 竹 中 工 務 底

施工 竹 中 工 務 底

｡Ｎ 北海 』 且 ＧｩＺｾ 良野市下御料地区

b.  8，386.  Om'  

C .  1. 667.  5m'  

d.  4，078.  1m' 

e.  R C & S 、6 F 、P 1  

f. 1I目相48年 10fJ -11目f1J 49年 11H

1075. シ ャ ト 幸 福 I 1076. 丸

設計 : i1J 美 設 計

施工 : 浅 沼 組

a  大阪市城東区今 i l!中通 1-6・10

b .  4，316.  05m'  

1，866. 46m'き

20， 044. 81  m'  

e. S  R  C 、11F 、P 2  

1  昭和48年 3 月ー l昭和49年 5 月

1078.  日 生 不 動 産 新 大 阪 駅 前 ビ ル

設計 ｾｊ 美設計

施工 日 本 国 土 開 発

a. 大阪r I ，* 淀川区山 U 町325 - 1

b.  995. 24m'  

c.  795. 60m'  

d.  8，309.  60m'  

e.  S  R  C 、B 1 、10 F 、P 2  

f. 昭和48年 7 月- l I lif1] 50年 1 H  

1079 高

設計 : 竹 中 工 務 唐

崎工 : 竹 中 工 務 底

a  京r. l > rli イ{ 京区嵯峨泣路闘I

b.  4，211 m'  

c.  915m'  

d.  2，132m'  

e.  R  C 、 3 F  

f. II p，f U49"1三2 )j - 11M甘49"1' 10fl

ＱＱＮピ ｉｾ :'1111111111 

設計 : 新 日本技術コンサルタント

施工 関 電 興 業 株 式 会 社

a  寝屋川市地問新町 1 3  0 の 1

b.  1，263.  Om'  

c  .  393. 469 m'  

d.  668. 172m'  

e.  R  C 、 2 F 、一部地下

f. 11自相49年 1 J1 -1I! l f1J 49"1' 7 月

ビ ル I 1077- 天 神 第 ビ J レ

設計 : i1J 美 設 計

施工 西 松 建 設

a. 大阪市点淀川区山 U 町 2 9 9

b.  659. 98m'霊

c  .  593. 76m'  

d.  6，674. 58m'  

e.  S  R C 、 B 3 、10 F 、P 2

f  昭和48年 3 月-11日干1149年 6 月

見 ビ J レ

設計 松 村 組 本 底 設 計 部

総工 松 村 組 本 庖

a.  ) ; ; 阪市温速区波町換地プロ I? 蔀18号

b 目 453. 22m宮

300. 42m奮

1，944.  86m'  

e .  R  C 、 7 F  

f. 11自制48"l' l 1 rJ - l I g有]491ド10月

設計 i1J 美 設 計

施工 ・真 柄 建 設

a  大阪市東淀川区西中島町4- 2- 1

b.  987. 12m'  

c.  787. 95m'  

d.  8，019.  12m官

S R C 、B 1 、10F 、 P 2  

日日制48年 7 H - lI g布]50年 2 月

1080.  本 川 リ バ ー サ イ ド ビ ル

設計 : 松 村 組 本 腐 設 計 部

施工 : 松 村 組 広 島 支 l苫

a. 広品市本川町 2丁日6 番 地 の3

b .  212.  55m'  

c.  169. 63m'  

d .  1，685.  33m'包

S R C 、 B 1 、 9 F

i昭和48年 9 月ー昭和49年 11 月

挫築と社会/ 1975"1' 3 月号 5 5  
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' 71 g- ; ;  ｉｾ＠ : . ード

マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

耐 久 性のすぐれた防湿床材

特 長

1  耐久性: 而す久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低〈、ホコりなど生じない。

3  すベり抵; 抗; 性 : すべり抵; 杭" ，性にすぐれている 。

4  復元性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用している聞に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても、コンクリート 、金属 、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 園、@

FLl NTKOTE 

、 J '

フリントコートについてのお問合せは下記へ

。
ｉ 武 ＸＵＱ シェル厄 ｾｉ～ 版発売所
7  • ＮＮｉ ｾｉＭ こｉＺ ｾｉＭ 施工販売部

大 阪 ⑨532 大 阪 市 淀 川 区西 中 島 2 丁 目 11 番 30号 n ( 06)  303 ー 7131

東 京 ⑮104 東 京 都 中 央 区 宝 町2丁目 4番 地( 第2ぬ 円 彦 ピ ル3' 皆) f i ( 03)  562 - 4646 

名 古 屋 . m 4 61 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日本 僑 ピ ル4 階 ) f i ( 052 ) 931 - 8537 

広 島 哩!>730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西 林 ビ J レ3 ，皆 ) n ( 0822 ) 21 - 1224  

福 岡 ⑮810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 1 ー 1 - 5  ( 舞 鶴 ビル 3 階 ) n ( 092 )  77 - 1961 

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  

会



建築の眼
1 月号より 6 月 号 ま で 下 記 4 民で守且当

;. 

京 大 北 大

都 ヰヰ

大 阪 島 組

喧事
東

助 市 道 京

教授 建 生 本ヰ土

エ I i築 設

鶴学 ア 隅'''' 

量ヨ教室長 指場 ト 部計

部 リ 喜

長 エ 長

酉 三 北 中

幸 哲 道 信

治 夫 生 生

都 市 の 個 性

人 に 例 性 が あ り顔 が あ る よ う に 、 都 市 に も イ|司 性 が あ り 倒 有 な 最 観 が あ る 。 た し か に 、 か つ て 日 本 の 都 市 に も 各地 の 風 土

環 境 の も と で 、 そ れ ぞ れ に 偶 有 な 町 な み が あ り 歴 史 的 な 都 市 景 観 が あ っ た 。 し か し 、 近 年 の 都 市 再 開 発 は 個 性 あ る 崇 観

を、 「小 型 東 京」 と も い う べ き 単 調 な あ り ふ れ た 都 市 景 観 に お き か え て し ま う 傾 向 が つ よ い。 その要因の一つに、「開発」

を な ん の 疑 い も な く 者 と 信 じ 、 過 去 の 伝 統 と そ の 巡 産 を た ん に 停 滞 し 、 発 展 な き も の と 軽 視 し 、 そ こ に こ め ら れ た 知 恵

と そ れ を 生 み だ し た 努 力 を 想 い 起 す こ と を 忘 れ て し ま っ た こ と が か ん が え ら れ る 。

と こ ろ で 、 ヨ ー ロ ソ パ を 訪 れ た 人 は い ち ょ う に 第二 次 大 戦 で 破 媛 さ れ た 都 市 が 戦 前 の 景 観 そ の ま ま に 復 興 き れ て い る の

におどろく 。 都 市 を 近 代 的 に 再 開 発 す る 絶 好 の 機 と も み ら れ た の だ が 、 そ う は し な か っ た の で あ る 。 そ こ に は 都 市 を 破

壊 し た 外 敵 へ の 怒 り と 個 有 な 表 情 に た い す る 強 い 憧 れ が こ め ら れ 、 市 民 が 者11市 と 分 ち が た く 強 い き ず な で 結 ば れ て い た

こ と が 示 さ れ て い る 。

最 近 各 地 で 文 化i立産や悶T な み を 保 全 し よ う と す る 動 き が み ら れ る 。 こ れ は 市 民 が 都 市 と の 結 び つ き を か た め 、 一 体 感 を

た し か め あ お う と す る 強 い ね が い の 高 ま り を 示 す も と と い え よ う 。 こ う し た 市 民 的 自 党 の も と で こ そ 、 町 な み や 文 化 遺

産 の 保 存 は ま っ と う さ れ 、 人 々 が ほ こ り を も っ て 住 み 、 憧 れ を も っ て 訪 れ る に あ た い す る 町 づ く り も 約 束 さ れ る の だ と

いえよう 。
( Ni )

都 市 の 中 の 過 疎

阪 市 内 の 周 辺 部 で 、 人 口 の 自 然1ftや 大 規 模 マ ン シ ョ ン の た め に 小 中 学 校 の 生 徒 数 が 2 千 人 を 超 え る 過 大 校 が 漸 増 し て

い る の に 比 し 、 東 区 ゃ 北 区 の 都 心 商 業 地 で は 、 新 入 生 の 数 が 1 ク ラ ス の 定 数 を 透 か に 下 廻 っ て 必 要 な 集 団 教 育 も で き な

い と い う 過 疎 校 が 生 じ て き て い る 。

嘗 て は 大 阪 の 町 家 の 住 人 は 、 自 分 の 家 の 前 の 道 路 の 半 分 ま で は そ れ ぞ れ の 前 の 責 任 で 掃 除 水 打 ち を し 、 並 木 の 手 入 れ ま で

し た と い う 話 を 聞 く が 、 現 代 で は 、 表 通 り ど こ ろ か テ ナ ン ト ば か り の 住 民 で は 、 自 分 の 敷 地 や 建 物 す ら 大 切 に し な く な

っ た と い う 。

鉄 と コ ン ク リ ー ト と ガ ラ ス だ け の 街 に 昼 間 は 人 JHIが 溢 れ 、 夜 と も な る と 人 は お ろ か 猫 も 歩 か な く な っ た 現 在 の 者11心では、

い く ら 街 を 愛 す る 市 民 の 連 常 意 識 がIUれまれでも空しい 11艮 り で あ る 。 過 疎 校 を 閉 鎖 す る だ け で は 望 ま し い コ ミ ュ ニ テ ィ 統 合

は 生 ま れ そ う に な い 。

職 住 近 接 の 者[1市 住 宅 を と い わ れ て か ら 何 年 か 縫 っ て 、 い ろ い ろ の プ ロ ジ ェ ク ト が 試 み ら れ 、 一 部 で は 実 現 も さ れ た が 、

商 業 地 で の 住 区 形 成 の た め に 商 業 ピ J レ の 上 部 の 住 宅 に つ い て は 容 積 制 を 超 え て 認 め た ら ど う か と い う 提 案 を 、 索 人 の 意

見 と し て 聞 き 流 す わ け に は い か な し 、 。
( M )

英 国 の 自 然

街 のbui l t - up ar ea を 抜 け て count r y si deへ 出 る と 泡 々 と し た 牧 草 地 が 広 が っ て い る 。 E ngland の 地 形 で は 、背 景 に 山 並 み

を 望 む こ と も 少 な く 、 ゆ る や か な 丘 陵 の 起 伏 が た だ 果 て も な い 。

牧 草 地 は 所 有 境 界 を 示 す た め に 落 葉 高 木 が あ る 間 隔 毎 に 植 え 込 ま れ 、 そ の 間 を 生 垣 や 石 積 み が 繋 ぎ 、 や は り 大 地 の う ね

り の ま ま に 霊 註 と 連 っ て 霧 雨 の 中 へ 溶 け 入 る 。 落 葉 高 木 は 今 で も 境 界 に 使 わ れ て 育 つ の だ か ら 、 そ の 昔 は 多 分 こ の よ う

な 木 々 が E ngl and全 土 を 自 然 に 波 っ て い た の だ ろ う 。

ま ず 普 通 の 農 耕 の た め に 、 次 い で 英 国 の 産 業 革 命 の 起 点 と な っ た 大 羊 毛 業 を 支 え る 羊 の 放 牧 地 と し て こ れ ら の 自 然 林 は

伐 採 き れ 、 そ の 後 羊 毛 生 産 地 の 主 力 が は る か 遠 い 英 系 植 民 地 へ 移 っ て か ら も こ の 土 地 の 植 生 は そ の ま ま の 形 で 現 在 に 受

け 継 が れ て い る よ う だ。 結 果 、 残 さ れ た 自 然 、 林 は 比 較 的 少 な く 、 極 言 す れ ば こ の 丘 稜 牧 草 地 が 全 土 を 覆 っ て い る よ う に

さ え 見 え る 。

英 国 で は 道 路 の 舗 装 率 は 1 0 0% といわれ、 一 方 、 こ の 牧 草 地 や 芝 生 の 緑 が そ れ 以 外 の 地 表 を 覆 い 尽 く し 、 自 然 の 土 が 露

出 す る こ と は ま ず な し 、

当 然 、 こ の 緑 は 人 工 の 疑 似 自 然 で あ り 、 そ れ が 自 然 形 態 と し て ど の よ う な 意 味 を も つ か は 生 態 学 者 に ま か せ る と し て 、 人

の 環 境 と し て そ れ を 眺 め る と き 、 くもっと荒々しい自然、が好きだ〉 な ど の さ ら に 高 度 な 趣 味 を 別 に し て 、 冬 も 枯 れ る こ

と の な い こ の 緑 は 、 た だ 溜 息 の 出 る ほ ど 整 っ て 美 し い。
( K )  

設 備 建 築士 の 夢

夢 の 中 の 彼 は 設 備 建 築 士 で あ っ た 。 彼 の 場 合 は 大 学 の 建 築 工 学 科 設 備 コ ー ス を 卒 業 後 、 規 則 に よ り 実 務 経 験 4 年 で 資 格

を 手 に 入 れ た 。 彼 は 昨 年 度 、 同 僚 の 意 匠 建 築 士 、 構 造 建 築 士 と 共 に 5 件 の 建 築 硲 認 申 請 特 に 技 術 者 と し て 署 名 し た 。

3 年 前 、衛 生 工 学 部 門 の 技 術 士 の 資 絡 を 取 得 し 、 建 築 設 備 の 専 門 家 と し て 自 他 と も に 認 め る に 至 っ た が 、 彼 の A の 希 望

は オ ー ガ ナ イ ザ ー と し て の 建 築 設 計 者 に な る こ と で あ り、 今 年 度 中 に 特 級 建 築 士 に 挑!i ¥) G しようと思っていた。

特級建築士には意匠、: tWt 造 、 設 備 の い ず れ の 建 築 士 か ら も 4 年 以 上 の 建 築 士 経 験 が あ れ ば 受 験 で き 、 巾広 い 知 識 と 企 画 ・

調 務 カ お よ び 専 門 的 知 識 が 要 求 さ れ る が 、 建 築 主 の 依 頼 に 応 え て 自 ら 、 あ る い は 三 種 の 一 級 建 築 士 の 協 力 を 得 て バ ラ ン

ス の と れ た 建 築 設 計 を ま と め あ げ る こ と が で き る 。 ゆ く ゆ く は 特 級 建 築 士 の 立 場 を フ ル に 活 用 し て 、 た と え ば 黒 崎 紀 新

の よ う な 建 築 家 の 免 状 を 持 つ 人 達 の 芸 術 的 創 造 を 期 待 す る 建 築 主 の た め に 、 そ れ が 真 に バ ラ ン ス の と れ た 素 晴 ら し い 建

築 に な り 得 る よ う な 機能 者 に な り た い ・・ と そ の 夢 が 拡 が っ た 所 で 目 覚 め た 彼 の 現 実 は 、 何 の 役 に も 立 た な い 一 級 建 築

士 、 設 備 士 の 資 絡 を も っ 設 備 設 計 伎 師 に:過 ぎ な か っ た 。
( Na)  
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王朝風古典ムードがただよう- ・ら

フォーマyしなテスナーにぴったりのダイニング、チェア

5 8  

(ベルサイユ)

ゆるやかなラインとだ円形のテーブルガかもし出す優雅なスタイル、

洗練され芝技術を誇るクラフトマンガ山をこめてっくりあげだダイ

ニンクセットの決定版です。山羊闘をとり入れ疋古典的なデザイン

でありなガら少しも古くささを感じさせることなく現代に再現、フ

ォーマルなディナーを見事に演出します。

安l山して使える良い家具ガ理想

M A R U N I  

マ ル ニ 販 売 株 式 会 社/ マ ル ニ 木 工 株 式 会 社

本 社 / 広 島 県 佐 伯 郡 廿 日 市 町 TEL0829- 32- 2131

大 阪 支 l苫/ 大 阪 市 浪 速 区 日 本 橋 筋 4 - 1 - 3 T E L  06- 632- 0066 

各 地 支 l苫/ 札 幌 ・ 仙 台 ー 東 京 ・ 名 古 屋 ・ IJ 、重量
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神 戸 文 化 ホ ー ル エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル

設 計 監 理 神 戸 市 住 宅 局 営 繕 部

設 計 協 力 東 畑 建 築事 務 所

施 工 鹿 島 建 設

内 壁 陶 板 レ リ ー フ 制 作 河 合 紀

股骨十主旨 末 I司 利 雄

文 化 ホ ー ノ レ め エ ン ト ラ ン ス ホ ー ノ レ は 入 場 者 に

こ れ か ら 始 ま る 他 物 に 大 き な 期 待 を 感 じ さ せ

る と 同 時 に 、 ホ ワ イ エ に 進 む に つ れ てf余 与 に

雰 囲 気 を か も し だ す 役 目 を も っ て い ま す。

神 戸 文 化 ホ ー ノ レ は 公 共 の 多 目 的 ホ ー ノ レ で あ り

ますが、 1明紫 で あ り な が ら 控 え 目 な 策 部 さ を 、

また、オーケストラの ｚ 曜日 ￜＩｾ と神戸らしさを

干貸出しました.

神 戸 高 速 鉄 道神 戸 駅 か ら 神 戸 文 化 ホ ー ル へ の

プ ロ ム ナ ー ド 「 み ど り と 彫 ; wJの itむ の 床 面 の

妬 器 質 レ ン ガ タ イ ノ レ は 当 館 前 の 歩 道 に つ な が

り、4そ の ま ま エ ン ト ラ ン ス ホ ー ノ レ の 床 面 に 述

統 し 、正 面1I普 段 の 赤 色 ゴ ム タ イ ル は ホ ワ イ エ

床 の カ ー ペ y 卜 へ と 時 間1と 共 に 笈 化 し ま す 。

エ ン ト ラ ン ス ホ ー ノ レ の 天 井 は ホ ワ イ エ の 天 井

と 同 一 高 さ で ガ ラ ス ス ク リ ー ン を 迎 じ て 述 統

し 、 濃 い プ ノ レ ー の ゾ ノ ラ イ ト仕 上 の 天 井 は ア

トラ ン ダ ム に 散 し ば め ら れ た ダ ウ ン ラ イ トの

規きによって、星空の無 ＱＱＮ 艮のｾ附 ｬ を感じさせ

ま す .

側 壁 全 面 2 5 0 げ に は 、 陶 芸 家 河 合 紀 氏 制 作 に

よ る 神 戸 の イ メ ー ジ を 袋 現 さ れ た 大 陶 板 レ リ

ν ， ゥ ヲ ウ

ー フ ri湖 底.¥.J が あ り 、 こ の エ ン ト ラ ン ス ホ ー

ノレの函館点目青になっております.

所 在 地 神 戸 市 生 田 区 楠 田T 4  - 26 

建 築 面 積 6 ，409 m'  

延 床 面 積 18 ，603 m'  

構 造 規 模 R C  &  S 、8 2 、 6 F

工 期 1972 . 1  - 1973 .  7  

内 外 轟 各 哩 タ イ ルz ・m負 不 ニ 寝 業

大臣市l l i ! 川区画中・ 3 - 5 - 8

T  E  L  06- 301 - 9166- 7  

熊 谷 組 大 阪 支 庖 玄 関 ホ ー ル

設 計 施 工 熊 谷 組 大 阪 支l苫

設 計 主 旨 板 井 亨 介

オフィスピノレ、 とくに自ヰ上ピノレに

お け る 玄 関 ホ ー ル は 、 企 業 の イ メ

ー ジ を 象 徴 す る と 同 時 に 、 持Zjo;物

が 混 在 し 拡 散 傾 向 を も っ 外 部 空 間

と 内 包 純 化 さ れ た 内 部 空 間 と の 不

連 続 線 上 に あ っ て 、 中 rU1緩 術 的 意

1I未 を も っ て い る 。

2 府 分 大 の ガ ラ ス 簡 に よ っ て 、 透

視 FZ出 さ れ た 玄関 ホ ー ル は 、 内 外

部 共 彩 度 の 低 い 同 一 色 調 を も っ 壁

面 で 包 み 、 階 段 、 床 而 の 彩f3l: 色 測

は、 ト ラ パ ー チ ン の も つ テ ク ス チ

ュ ア を 生 か し て 透 枕 列1) * を 強 め た 。

階 段 テ ス リ 等 の デ ィ テ ー J レ は 、 緊

践 し た ホ ー J レ空間1に 人 間 的 な 身 近

か さ を 与 え る た め に 、 リ ズ ミ カ ル

な 造 形 と し た 。 ま た 、 ラ ウ ン ジ は

色系を是正制に秩序と m潔 さ を 主

題 に ま と め た。

買 弁 ‘ ピ エ ー ル 植四 個 唖 東 洋 鋼 板

60 

大 阪 市 都 島 区 片 町 2 ー 10 - 5  

敷 地 面 積 746 . 65 m・

建 築 面 積 633 . 54 m'  

延 床面 積 3 ，446 . 97 m'  

相- ; 宣責見穆t R C、 9 1 、 6 F 、 P  2  

工 期 1971 . 6 - 1972 . 3

大 胆 甫 北 区 串 是 街T 1 大 ピ J レ

T  E  L  06- 443- 0661情。

ヱ ントラ ンス ホ ー ル 570m'  

床 土石骨量1' l ? イノレ 190 X 90X  25 レ ン ガ 色

壁 陶 板 そ の 他 リ プイサコンクリート

打放しの上エポキシ系主主料吹付

天 井 、/ ノライト吹イ寸

独 立 柱 コ ン ク リ ー ト 打 放 し の 上 エ ポ キ シ 系

塗 料 吹 付 研 出 し メ タ リ y ク

階 段 踏I菌、蹴一色共ゴム

玄 関 ホ ー ル 200m'

床 大 理 石 本 別

編 木 大 理 石 本 的

ll .! ょう変磁総1 ' 1 締罰I i タイルH占

天 井 ビニー J レ被視鋼板

“  

• 



高 松 プ レ ジ デ ン ト ホ テ ル

ロ ビ ー

設 計 施 工 大 林 組

所 在 地 高 松 市 中 央 町 11

敷地 面 積 1，18 1. 43
m

'  

1，021 . 56m'  

ロビー200 m'

床 ・大; 陛石本品押さ〈ニューポテチー/ }

q ・ 〈ダイヤロック } I次イ l

.fi J担・大型石本l潜き { 71レピニーナ〉

建 築 面 積

延 床 面 積

構造規模

8，903. 40
m

'  天井 ・布貼〈西陣 i各111:織〉

S R C、一 部R C、BI 、10F 正ifi i飾 引笠・.(J i J l 占〈西|部ー金制椴←{-}

工 期 1973 . 1  - 1974 .  10 

カウンタ- ・

叩板 ・腰ー外l玉l産花尚: r i

木部 ・サイ ンボー ドー南洋脇

村 lfii 木・ l次抜ボーダー・

ステンレスエッチング仕上

l次1);，腰 ・グレーベンミラー

カーペット ・円形 - 7 " クドカーベ y ト

シャンデリ 7 ・ステンレスパイプ

設計主旨 酒井明四郎

・ このホテルは 1 階にロビー、 2 1暗にラウンジを配し、ロビー中央を吹

抜として、パブリ ックスペースの 中心を表現している 。 吹抜下苦11には

“ 打寄せる波頭" をデザインした阿形カーペットを敷き、アームチェ

アーをセットして歓談の坊を提供した。吹抜中心、にはメタリ y クなシ

ャンデリアを下げ、ミラー及び大理石相互の光のリフレクト効来をね

らった。シャンデリアを含めたデザインテーマは、 “ 青い圏内国" に

i放って“ j皮" とした。

壁 装 岡 漂
貫 郡 市 北 区 西 陣 坤 掴 骨 今 出 川 下 ル

T E L  075- 432- 1171 

京 都 中 央 信 用 金 庫 本 庖 営 業 室

設 計 施 工 竹 中 工 務J吉

京 都 市 下 京 区 四 条 烏 丸 西 入品 谷 鉾田T

敷地 面積 2，168. 19
m

'  

建築 面積 1，755 .80 m'  

延 床 面 積 17，202. 58 m'  

構 造 規 模 S R C、 B 2 ， 9  F 、P 2

工 期 1972 . 12- 1974 .  12 

営 業 室 1  F  / 493. 8m'  2  F  / 156 . 0 m'  

天 井 スチー J レ製 J レーパ一、ペンキ

壁 イタリア産大型石

床 コ・ムタイノレ

設 計主 旨 毛 利 詰夫 、 喜 多 隼 紀

信用金庫は中小企業を取引き先としている関

係上、者11市銀行 ・地 方 銀 行 以 上 に 庶 民 性 が 袈

求される。 一方本庖としてのディグニティと

格調保持の要求も当然強 〈、この双方の 要 求

をいかに調整基し 、満足させるかが設計上苦慮

した点で? あった。

営業室は天井町6 .2 0 0 Mを確保、壁はイタリア

J1it 白大理石張とし、正而の俊一部にレリーフ

を施して石からくる固さを柔らげている 。

照明は格天井を思わせるスチー J レ製 J レーパー

使用による間接照明とし、おちついたソフト

なふん閲気を醸しだすよう試みている 。

ア ル ミ 照 明 ル ー パ ー
大 隈 市淀 川 区 間 中 島 4 - 2 - 9

T E し 06 303 - 117111tl 

写 真 徒 供 述 築 画 報 社

鍛最長 岡 本 茂 男

-・・t:.圃島 -・E 三".・・圃・.. 固‘ ー-
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大 協 本 社 ビ ル ロ ビ ー

設 計 昭 和 設 計

施 工 竹 中 工 務l吉

! 2 : 計主旨 三 村澄 夫

大 協 株 式 会 社 は 、 フ ァ ッ シ ョ ン 産

業 の 中 に あ って、その卸売音11門を

担 う 専 門 庖 で あ る 。 そ の 本 社 ビ J レ

の ロ ビ ー を デ ザ イ ン す る に あ た っ

て 留 意 し た こ と は 、 落 ち 着 き が あ

りＱｬＺげる ｾｴ ｩｊ ｬ であること 。 ファッ

シ ョ ン 産 業 に ふ さ わ し い 洗 練 さ れ

た 荻 撃 な 雰 凶 気 を 造 る こ と の 2 点

である。

ｾｲＮ ｲ ｬ に裕ちず ｦ き を も た す た め に ロ

ビーをホールより 一 段 下 っ た レ ベ

ル と し 、 色 彩 計 画 的 に も モ ス グ リ

ー ン を 基 調 色 と し た。

ま た 、 天 井 は ア ル ミ ダイ キャスト

を 使 用 し 、 照 明 総 具 と の ユニ ット

化 を 図 り 、 そ の 光 の i貸出効果によ

り 豪 撃 な 雰 囲 気 を 造 り 出 す こ と を

意 図 し た。

ロビー 120 m' 

床 カーペット敷詰

壁 クロス張り 一部大理石

天井 アJ レキャスト! 照明ユニット

照 明 田 島 メ タ ル ワ ー ク

泉 州 ビ ル 結 婚 式 場 待 合 ロ ビ ー

設 計 A . R. I建 築 事 務 所

施 工 鴻 池 組

設 計 主 旨 安 藤 忠

綾 合 ピ J レ7J l皆に設けられた結婚式

場 関 係 室 の “ 結 婚 式 場 待 合 ロ ビ ー

予 約 業 務 の た め の ロ ビ ー で あ る 。

式 場 と お 客 と の 第一 番 目 の 接 点 は

予 約 業 務 で あ り 、 挙 式 当 事 者一 人

一 人 の 結 婚 式 ・披 露 宴 の 夢 や 理 想

を い か に 受 け と め 、 歩 み 寄 れ る か

カずポイ ン トとなる 。

第ー の 按 点 で あ る 予 約按 渉には、

十 分 な 注 意 が 必 要 と な る が 、 こ こ

で 必 裂 と な る の は 営 業 上 の 方 針 等

もill 裂 で あ る が 、 内 部 イ ン テ リ ア

に よ る 雰 囲 気 造 り 、 待 合 ロ ビーと

し て の 広 さ 豪 撃 さ な ど も 重 要 な ポ

イントとなる。 雰 囲 気 造 り の一 環

として、ｾ簡の 一 部に“扇と寿Ｂ

をテー 7 とした F R P 製 レ リ ー フ

を考トえた。

7 階 結婚式場 ロビー 132 m'  

床 モルタル部員抑 え

中日木 ケヤキ化粧111板紙E付

壁 面 ケイ酸カノレシウL 4 反けやき化粧

斗1板鰍付、一部F . R.P レリーフ

天井有膏ボード下地布張り

家 具 ・内 装

62 

所 在 地 姫 路市 茶 町 490 ) 2  

建 築 面 積 668 . 15
m

'  

延 床 面 積 4 ，131. 70
m

'  

構 造 規 模 S 、 B 2 、 6 F

工 期 1973. 5  - 1974 .  7  

所 在 地 大 阪 府 岸 和田 市 宮 本 町27 - I  

敷 地面 積 1，341 .2 m'  

建 築 面 積 772 . 5 m'  

延 床 面 積 7 ，860 . 0 m'  

構 造 規 模 S R C、 B 2 ， 9  F 、 P I

工 期 1972 . 1 1 - 1974 . 1

， 



広 島 銀 行 協 会 中 会 議 室

設 計 日 建 設 計 大 阪 本 乙 社

施 工 大 林 組 広 島 支 1吉

所 在 地 広 島 市 大 手 町2- 2 - 15

敷地 面積 1，588 .56 m'  

建 築 面積 1，307 .90 m'  

延 床 面 積 3 ，765 . 52
m

'  

構 造 規 模 R C、 4 F 、 P I

工 期 1973 . 1  - 1974 3  

設 計 主 旨 山崎 慶昭

この 中会 議 室 は 銀 行協 会 の 手 形 交

換 業 務 と 各 銀 行 IUJ の述絡協議事項、

銀 行 只 の 社 交 ク ラ ブ の 性 格 を 円 滑

?  に 進 め る 各 銀 行 担 当 者40名 の 打 合

せ場所である。 311皆会議室|滑にあ

って 、20i' ，の型司王者がthl，殺 す る 小

会 説 室 と 会 会 大 会 議 ・税証;{ 会 に

使われる ＹＰ Ｑ おの大会波ｾとの問 ｪ に

レイアウトしたのは運営目的から

で あ り 、 と く に 向 型 天 井 の ダ ウ ン

ライト、ローズウンドの卓子類、

陶総タイ J レを利用した中央飾棚は

困 苦 し さ を 幾 分 か で も 取 り 除 い た

討 議 内 容 に と い う 配 慮 か ら 生 れ た。

家 具 大 丸 装 工 部

大 匝 市 岡 区 岨 谷 中 之 町38

T  E  L  06- 252- 064 1( 大 代 }

森 下 製 薬 本 社 ビ ル

設 計 日 建 設 計 大 阪 本 社

施 工 竹 中 工 務J吉

所 在 地 大 阪 市 東 区 道 修 町4- 29

敷地 面 積 1，049 . 23 m'  

建 築 面 積 837. I Om'  

延 床 面 積 6 ，909. 24 m'  

構 造 規 模 S R C、 8 1 、 10 F 、 P I

工 期 1973 . 6  - 1974 .  12  

設 計 主 旨 森島左武郎

本社ビルの最上階に計画された、

定員 172人の小ホールである 。

小 規桜な鱗 ｩｾＨ 会場という目的に合

わせて、話し手を 中 心 としたまと

まりのある求心的な空間を怠図し

て設計した。全体の形は" 畿の甲"

で お お っ た よ う な 格 好 で 、 奥 行 の

浅 く 帽 の 広 い 平 面 と 壁 、 天 井 を一

体 と し て 扱 った断面により構成さ

れる。

色 調 は 、 淡 い グ レ ー が 基 調 で 、 床

に 赤 の カ ー ペ ッ ト を 数 き つ め 、 椅

子と 机 は黒一色、前而の鍛帳は、

製 薬 会 社 の ホ ー ル に ふ さ わ し い 爽

や か で 清 潔 な 感 じ を 表 現 し た。

イ ン テ リ ア 工事

カ ー ベ ッ ト

オ之一- } レ

近 藤 忠 商事

中会 械 室 168m' 

床 モノレタ J レ下I也、フェノレト. 5' 7 テッドカーペ y ト

隅木 カイダーベースボード( 濃茶)

ｾ＠ モノレタノレ下地布日占( 目 I也さし込み)

天井 石膏ボード凍冷沙印( ジョイント工法)

大 臣 市 東 区 瓦 町 5 - 37 住 左 生 命 瓦 町 ピ ル

T  E  L  06 - 201 - 234 1  

ホール 60 m' 

床 タフテッドカーペット、フェルト下地

中高木 ナイロン、ビニー J レ幅木

壁 )  .  ，，'  .L r背面有孔ベニヤ下t也、

ι  } ビ ニー l レレザー貼{

天井 J ，Ｍ ＭＭ ｾ ｷｶＮ ，＠ "" l 内部グラスウール充てん

6 3  



大 阪 府 市 合 同 庁 舎 市 議 会 議 場

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 大 林 組 ・ 松 村 組 ・ 熊 谷 組 共 同 企 業 体

所 在 地 大 阪 府 池 田 市 城 南

敷 地 面 積 IO，295 m'  

建 築 面 積 3 ，968 m'  

延 床 面 積 21 ，084 m'  

構 造 規 模 R C  &  S R C、8 1 、7 F

工 期 1971. 11 - 1973.  4  

設 計 主 旨 中川洋一

市庁合の議場のインテリヤには、

J也h 肉治体としての象徴性と f阿性

がボめられるが、一万、会議場と

して、 711ユ料、! 照明、 色彩、視線百十

両、とい った機能的要請さも充分に

配 l伍する必裂がある 。 ここでは、

装飾的な要点としては、段付壁面

の 1" 11" lf ' U: t にとどめ、 トップサイ

ドライトによる外光の導入、天井

と一体化された !!¥IIYI 計 問 な ど を ポ

イントとしている 。 全体として、

給，U，¥l の I'，':j さと親しみ易さを意図し

τ は築とインテリヤの融令を試み

たWIJ である 。

家 具 及 内 装 工 事

大 阪 三 信 ビ ル 会 議 室

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 上 1 - 38

設 計 施 工 銭 高 組

設 計 主 旨

一般用会議室とは別個に計画した

この会議宅 l立、 f生只会談など高度

な会議を n的とし、貸会議室にも

利用できるよう設けた。

その主旨に J島づき、人と人とが十

分 に 対 話 、 討 論 が で き る よ う 、 気

品 と' ぷ1( f ; ーさを機能の rl' に織り込む

が を々 ｬ 伝し 、 ｾ ｐＺ ｉ 伺 Ｈ ｉ Ｈ ｊ に は賞金分割 ｬ

比 に 近 い 6 . 0 mX I O. O mを、天井

1171 さは 2 . 6 ｭ なる さ ｾｾｦ Ｎ Ｑｊ スペースを

石在{! i 1: した。

宅内 f上1:: 1;t 1:;宅問に両容ちついた感じ

のローズウ ッ ドを配し、床は同系

統色のジュータ ン を、また、天井

!!(¥f り11.. / レーパーにより法ち 〉むいた

雰 l凋気をかもし出すことを考慮し

た。 また、家具についても室内窓

口刊に マッチするよう、大きさ、色彩

を巧慮し、合i 品 と張主告さがでるよ

うiiS定した。 ( K. T )  

会 械 室 62. 13m'

床 ジュータン倣

恥ｾ木線付 Ｈ ローズウ ｹ ド Ｉ

!'t1 fJ!! H ( ローズウ ソド)一部クロス様

天 JI' <5紛吸千件庇( ロックスター)

モ ル ド ウ ( 床 材 )

64 

大 臣 市 軍 巨 軍 構 1 - 7  O M Mピル

T  E  L  06- 943 - 16引

市 験 会 総 場 300m'  

J，Iミ カーペ y ト ウイ J レトンカ ソトハイル 7 % 別 総

麻フェルト下地グリ >' 、ー l 法

性 t: .. ｾ＠ ｉ 桜木和ｾ付化粧板 チーク

ぷ J I 計*fln吸音板張リ (; ダイロートン)

敷 地 面 積 1  ，014.  153 m'  

建 築 面 積 762. 333 m'  

延 床 面 積 8，10 1. 496 m'  

機 造 規 模 S R C  &  S 、8 1、 9 F 、 P 2  

工 期 1973. 4  - 1974.  12 



日 本 ケ ー ス 九 番 館 プ レ ジ デ ン ト ル ー ム

設 計 施 工 日 本 建 設

大 阪 市 東 成 区東 小 橋 2 - 9  - 9  

敷 地 面積 689. 39 m' 

建 築面 積 329. 68 m' 

延 床 面 積 1，57 1. 24  m' 

術造規模 S 、 8 F ， P  1  

工 期 1972. 8  - 1973.  7  

設計主旨 日本建設/ 設計課

美を創造する経済企業集聞という経

営姿勢で会社運営を行 っておられる

トy プのプレジデント ・ルームであ 〆

る。従米より表現されている、社長

室のイメージ ( 冷たく研ざすまされ

た! 必じ) を依り、ときには会社JIj'iJ Jj 両

人が集ま 1) 、ト ップを含め、膝詰め、

家族的ふんいきで、経営研究のデイ

スカ ッションを行う場をと、設; 汁者

は、ト ップの日々の言語、行動から

理解し、かつアドバイスをいただ、、

多大な理解のもとにこの設計表現を

行 った。

プレ ジデント ルーム 81m'  

床 木下J也床、フエノレト岐、ウーJ レシャギ

幅 木 チ - 1 .1¥正

股 l:，t チータ板目、線十j " { J : 七

一部リリークロス似り

天井 リリークロス張リ

照 明 ヤ マ ギ ワ 電 気

大 永 ビ ル サ ウ ナ 室

設 計 創 美 設 計

施 工 盛 工 務I吉

大 阪 市 都島 区東 野 田 町 3 - 133- 6  

敷 地 面積 506. 075 m' 

建 築面 積 455. 000 m' 

延 床面 積 2，296. 750 m'  

構造規模 S 、8 1 、 5 F 、P 3  

工 期 1972. 5  - 1973. 3  

設計主旨 森安敏行

当大永ピルは京総駅の駅前繁華街の

中心にあリ交通の使も非常に便利で、

かつ流動人μ も尤も多い場所である 。

ビルは総合レジャーセンタービルで

あり、 4. 5 1滑をサウナ京総として営

業している 。

従米サウナは室内の品目Eをにがさな

いようにするため、 i羽11 古11を極力小

さくしたが、人に対する不安感を与

えるので極力避け、後而 ( 浴室f I I リ)

にIfu.t 熱カラスを用い、。I l jffii にはテレ

ビをセ ントすることによって| 消波! 惑

のあるサウナルームとした 。 また、

床、唆にはオレンジ色のシヤギを{ 史

7 ことによ ってき長ー撃さも巧'J.ill: した 。

サ ウ ナ 向 瞳 世 情 エ・ 一 式

サウナ室 38. 4m'  

床 シヤギカーペ ット

ｲＮ Ｑｾ＠ スプールス .: / ヤギカーペット・みがき半) L:太

λ;)1: スプールス

6 5  



T U  リ ビ ン グ ル ー ム 大 阪 府 池 田 市 設 計 施 工 小 堀 住 研

敷 地 面 積 376 .92 m'  

建 築面 積 69 .08 m'  

E! ; i *ii 罰材置 194. 83 m・

情 造 規 模 木 造 、 2 F

工 期 1971 . 6  - 1972 .  1  

設 計 主 旨

こ の 家 の 平 面 設 計 は 建 築 主 の 3 つ

の 希 望 条 件 ( ① 家 相 に 留 意。② 応

接をかねた大きなリビングノレーム

を設ける。 ③玄関・ 居 間 に 吹 抜 け

を 設 け る ) を 中 心 に 進 め ら れ た。

一 階はリビングノいームを中 心に両翼

にダイニングルームと和室を酉己し、

多勢の来容のときは Ｓ ｾ 藍 接続して

使 用 で き る よ う に し て あ る 。

ダ イ ニ ン グ ル ー ム は カ ウ ンタ ー を

股 け 簡単 な 食 事 や 、 場 合 に よ っ て

は ホ ー ム パ ー と し て も 利 用 で き る

よ う 設 計 し て あ り 、 吹 抜 け の 居 間

と一体 と な っ て g o r g e ou s な ふ ん

い き を か も し だ し て い る 。

この家の特徴は、この暦r ，ll と共に

玄関ホーノレも大きな吹抜けを 構 成

し 、 余 裕 の あ る 空間 をつく っ てい

る。2 階 は 子 供 室 2 室、来客用 和 室

中211皆に小 さ な 応 接室 を 設 け ている。

リビ ングルーム 20m'

床 ジュウタン敷込

ｾ＠ クロス張り

天井 クロス張

一部ファンシーピーリ ング

/  

/  

唱

I

I

I

l

l

i

-

-

-

/

l

暖 房 器 具 大 阪 瓦 斯

大 臣 市 東 区 平 野 町 5- '

T  E  L  06- 202- 2221 

H 邸 リ ス ニ ン グ ル ー ム

設計主旨 神出津嶺雄

吉田ゆるマンショ ン の 住 居ユ ニ ッ ト

内のイ ンテ リアワークというと、

概 ね 婦 人 雑 誌 か 素 人 向 け の 住 宅 雑

誌 の カ ラ ーペ ー ジ 風 で あ り 、 結 局

プ ロ が ま と も 取 り 組 む レ ベ ル に 至

らない。

集 合 住 宅 そ の も の が 空 間 構 成 も コ

ン ポ ー ネ ン ト も 貧 弱 な 四 角 四 面 の

ハ コ に す ぎ な い 現 在 で は そ れ も 致

し 方 な い が 、 現 実 こ こ で 生 活 す る

人 口 の 多 数 を 考 え る 時 、 努 力 の 必

要 な 方 向 で は あ る ま い か。

こ こ で は J B L 製 の 素 附 し い 黒 と

グ レ ー の ス ピ ー カ ー を 中 心 に 壁 面

を 赤 と 背 灰 色 の パ ー ス ト ー プ貼り 、

深 い 敷 物 に ス カ ルパ の デ ザ イ ン に /

な る 白 皮 ぐ る み の 大 き な 家 具 、 そ

れ 以 外 の も の を で き る だ け 消 去 す

る 方 向 で 進 め た。

リスニ ングルーム 64m' 

床 純毛フェルト、ジュウタン

帆 木 パ ー ス ト ー プ

壁 パーストープ( メラミン化粧板 )

天井・ クロス張

カ ー ベ ッ ト及畳面_ ，ー ス ト ー プ
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- イ ン テ リ ア 文 化 論 削附寂より

文 化 と し て の 日 本 の

イ ン テ リ ア

車t 由 明

インテリアということばは、今では一般化して、日常でもご

く普通につかわれているが、それだけに意味する内容はきわ

めて雑多である 。大きくわけでも、個人や家族を中心とする

プライベイ卜な空間のインテリアと、群衆が行動するパブリ

ックな場のインテリアとがあり、また前者では、たとえば住

宅とホテル客室のインテリアとでは性格がちがうだろうし、

後者でも、オフィスのょっな事務のための空間と、デパート

などの商業スペースとでは、まったく別のテザインが要求さ

れることになる 。つまりひとくちにインテリアとい っても、

空聞の目的や機能や大きさによ って、ほとんど見とおしがた

いほどの多種多様のテザインの形態があるわけだ。 したが っ

て現代のインテリア論は、その大多数が、住宅のインテリア、

唐古i I i のインテリア、劇場のインテリアとい った、特定の使用

目的をもっ個々のインテリア・テザインを対象にしたもので

しめられている 。 たしかにそういう桐別的なインテリアの研

究は、大いに必要である 。ぼくもその重要性をけ っして否定

するものではないが、しかし問題は、そこに全体の統一的な

視点もしくは方向づけが、ま ったくとい っていいくらい見ら

れないことである 。いわば各論のみあ って、総論がないのだ 。

そしてこの総論としての、現代インテリア全般に貫通する透

徹した洞察がなされない限り、いくら個別的なインテリアの

探求がおこなわれても、それらはしょせん流行のように変転

する新奇な現象への努力に終わり、いたずらに出乱をよび起

こすだけだろう 。今日の一見多彩なイ ンテリア理論とデザイ

ン活動は、ぼくの 11艮には、堅固な思索と体系的な視野を欠い

て、時代の波のまにまに浮き沈みする、棋なし草のようにう

つるのである 。

もっとも、総体的なアプローチが必要だとい っても、それは、

抽象的に「インテリアとは何か」を論ずるような、思帰的な

態度を指しているのではない 。インテリアは、他のデザイン

や文化現象とおなじく、絶えず歴史的に発展し、新たにっく

り出されるものであるから、具体的な事実を無視して、ただ

一般論だけのべることは、あまり意味がないのである 。ぼく

がここでのぞむのは そっいつ高踏的な論議ではなく、むし

ろ日本人固有の空間感覚を、過去の造物や実際の体験から、

的確にとらえて意識化するという、現実的な努力だ 。だいた

い人聞の空間に対する感覚と反応の仕方は、民族や風土に関

係のない共通のものだというふうに普通考えられているが、
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しかし実は深〈土地と文化に結びついている 。アメリカの文

化人類学者エドワード ・T . ホールは、人聞のさまざまな空

間知党を、人類学、社会学、言語学、動物学等の豊富な知識

を駆使して精密に分析し、その成果を「かくれた次元」とい

う興味深い書物に発表した 。それによれば、空間における人

聞の行動には、それぞれ固有の文化に組ざした個性的なパタ

ーンがあり、このパ ターンにもとづいて無意識的に日常の生

活や活動をいとなんでいる 。たとえばアメリカ人とアラブ人

とでは 空間の知党と行動の形式がま ったく呉質であり、し

たが ってアラブ人にと っては何でもないちょ っとした動作で

も、アメリカ人から見ればきわめて奇異に思われることが多

いのである 。つまり人聞はどんなに努力しでも、自分の文化

のパ ターンから脱け出すことは不可能であり、それが世界を

どう知党するかということまでは決定しているのだ。各民族

がいずれも自己の固有の 言語をもち、自国のことばで物を考

えたり、コミュニケーションをおこな っているのとおなじよ

うに、いずれもことな ったさまさまの「空間のことば」をも

ち、それにしたが って行動をしているのである 。ホールはこ

のような多様な空間の感覚や認識の研究を、プロクセミ ッ

クス ( proxemi cs) とよんでいる 。

もしこのホールの学説が正しいならば、日本人には日本人固

有の 「空間のことは‘」 があるはずである 。そして日本のイ ン

テリアが、その中の人聞の生活と行動にかかわる限り、それ

はかならずこの日本人の空間意識にささえられていなければ

ならない。それどころか、インテリアは、まさにそうい う{同

別的な空間の体験の、も っとも直接的な具体化といえるので

ある 。そのような 「空間のことば」を欠いたインテリアは、

たとえそれがどのようにざん新なデザイ ンの ものであ っても、

日本人の生活とは遊脱したこしらえものにすぎず、ゆたかな

カをも って機能することはあり得ない。現代のインテリアは、

目先の効果や表面的な感覚の刺激だけをね らっ た、そ ういっ

みせかけのデザイ ンが、あまりにも多すぎる 。

日本人の空間に対する意識がいかにユニークなものであるか

は、イ ンテリアに| 羽辿した例をあげるならば、内と外の空閉

め区別について見ることができるだろう 。一般に日本の建築

は、防l放的だといわれている 。たしかに西欧の堅牢な壁で仕

切られた石造建築にくらべれば、日本の木造の;建物は、自由

に外との交流ができるオープンな構造のものである 。 しかし

一方で‘は、日本人には内と外との区別が明確に存在していた 。

国語学者の大聖f晋氏によれは¥古代の日本人のことば、には、

すでにウチ ( 内) とト( 外) の二分的な使用法がおこなわれ

ていたという 。 ウチとは自分を中心にして周囲に円周を躍l き、

その円周から自分に近い区域を指し、遠いところはトをあら

わす。 しかしこのウチとトの境界の円周は、きわめて主観的、

心理的な一線である 。 そっいつ王観的な円周の内部では、自

己、親子、夫婦、主人と召使いなどがたがいに心をかよわせ、

自由に振る舞うが、しかし一線を画した向こう側のものは、



疎遠で、あり、ウチへは立ち入らせない 。そしてウチの中の人

聞は、みな互いに親密でbあり、しかもここでは個人の独立と

いう意識は稀薄であ ったことを、大野氏は指摘されている 。

これはことばの研究からもたらされた結果であるが、建築や

インテリアについても同様の事実が見られるようである 。 日

本人の内部空間は、ただ壁で・仕切られた内部だけでなく、外

部の空間をも含んでいた 。 したがって両者をつなぐ中間的な

空間として、縁側や深い軒( のき) などが考案された 。 しか

しこのウチに属する外部空間は、それほど遠くの方まで及ぶ

わけではなく、自己の建物に比較的近い周囲に限られていた

のであ って、その境界はかなり 主観的である 。いずれにして

も、日本人のウチの感覚は、ある程度外部の空間を包括する

わけで、最近のように団地やマンションの居住者が増えてい

るにもかかわらず依然として庭のある一戸建の住宅への欲求

がつよいのも、そういうところにもとづ、くものであろう 。だ

がこのように内と外の空間の相互浸透をはかりながらも、日

本人の社会意識はウチとトをはっきり区別し、ト lこ属するも

のがみだりにウチへ入ることを好まない。西洋人が、建築構造

においては、内部を外部からきびしく遮断していながら一一

あるいはむしろ遮断しているからこそ一一他人を自宅へ招待

するのが最高の儀礼であるのに対して、日本人はごく親しい

友人ぐらいしか自宅で食事をともにしないのである 。そうい

うところから、ウチのことには大いに神経をつかうが、ト、

つまり外部の問題には無関心で・あり、無責任で・あるという態

度が生ずる 。現代の日本の大都市に見られるおそるべき乱雑

さも、根本的にはそういう日本人自体の性格に由来するとこ

ろが多いように思われる 。

だいたい日本人は、都市計画のよ 7 な外部空間の設計よりも、

むしろ内部空聞の処理に、よりすぐれたオ能を発揮している

ようである 。西洋人が空間をたんなる空虚とみなすのに対し

て、日本人はそれを意味あるもの、つまり間( ま ) としてとら

えることは、ホールものべているが、このような「間」の意識

は、も っとも見事に日本のインテリアにおいて視覚化されて

いる 。それは、ただ建築各部分の調和と均衡についていえる

だけでなく、建築と内部の事物の関係、あるいは事物相互の

関係においても見られるものである 。 したがって西洋のイン

テリアは、 室 内を表面的に飾り立てるという、装飾化の傾向

がつよいが、日本の場合は、それよりも室内や設備のひとつ

ひとつの配置によ って空間をつくり上げるところに、大きな

特色をもっているように感じられる 。ぼくは古い民家を訪ね

るたびに、その飾りけのない簡素で強靭な空間の美しさに、

いつも感嘆し、そして茶道や華道のような、特異な「間」の芸

術が日本で発達したのも、け っして理由のないことではない

と思うのだ。

数年前、ある新聞社の企画で「暮しの中のインテリア」とい

う連載を、一年間ほど担当したことがある 。 インテリアの専

門家でないから、主観的な感想、をのべただけにとどまったが、

しかし社寺や民家や茶室なと。の古い建築には、さほど予備知

識がなくとも、つねに心が落ち着くような一種の親近感をも

つことができた 。それは、日本人の生活にもとづいた土着の空

間感覚が、自に見え、肌に感じるものとして、ゆたかにそこ

に結品していたからである 。 しかし現代のインテリアについ

ては、そういう体験をもつことはきわめてまれだった 。たと

えばホテルがそうである 。ぽくは、ホテルが現代の社会的空

間の代表的なもののひとつだと思っているが、これにロクな

ものがないのである 。統一的な視野もセオリーもなく、ただ

やたらにデザイナーや画家や彫刻家を動貝して、ごたまぜの

仕事をさも意味ありげに要所要所に並べたてた雑多なインテ

リアである 。 しばしば来日しているアメリカの画家サム ・フ

ランシスは、日本のホテルはみなマイアミ ・ピーチだといっ

ていた 。各地を旅行して、彼がほめたのは、倉敷の国際ホテ

ルだだひとつだった 。

しかしホテルのことはいいとしよう 。それよりもひどいのは、

個人の住宅のインテリアである 。高度成長の j皮にの って、雑

多な新しい家具や道具や電化製品が、どんどん家庭に入るに

つれて、日本人の居住空間は、みるも無ざんな解体をしめす

ようになった 。ぼくらが子供の頃に知っている、大阪の商家や

しもたやの、あの秩序のある磨きぬかれた空聞の美しさは、も

はやほとんど失われてしま っているのである 。そこにはそっ

いう日本人の空間感覚に根ざした室内もなく、そうかとい っ

て現代の創造的な造形もない 。あるのは、救いがたい混乱と無

秩序だ。ヨーロ ッパへ行って、いつもうらやましいと感じるの

は、都市の美しさもさることながら、個々の住宅の内部が、い

ずれもそれぞれの国土や民族性にもとづいた特色のあるイン

テリアが、今でもずっと保たれていることである 。もちろん生

活様式が急激に変貌しているから インテリアも当然変化す

るはずである 。 したがってヨーロッパに多く見られるように、

古い室内がそのままのこっていることが、かならずしもいい

とはいえないだろう 。しかし変わらないのは、住んでいる土地

に根ざした人聞の空間意識の体系であり、知覚のパターンで

ある 。インテリアともいつものは、生活の根底にはたらいてい

るそのょっな基本的な行動のワク組みの、具体的な実現にほ

かならない。その限りにおいて、インテリアは、たんなるデザイ

ンのー領域でもなく、また建築の一部分でもなく、むしろそれ

自体ひとつの「文イじ」である 。 日本のインテリアが雑然とした

現状から脱皮するには、それをあらためて文化の問題として、

さまざまな分野から考えてゆかなければならない。ぼくたち

にいま必要なのは、日本人の「空間のことは・」は何かというこ

とへの、絶えざる問いかけであり、そしてそれを現代の社会に

生かしてゆく新しい方策である 。 ( いぬい よしあき 京都大学教J受)
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- インテリア文化論 建築寂より

インテリアというのは

清 家 ;青

インテリアというのはどういう範囲をいうのか、平日風住宅の

縁側は、清涼殿の腐は、インテリアかエクステリア( 戸外) か

はっきりしない。 清涼殿の府はインテリアとすると、茶席ーの

土隔は? というような疑問がつぎからつぎと: 1 : ¥てくる 。 西 洋

建築なら、はっきりインテリアとエクステリアの区別がつく、

日本建築ではインテリアとエクステリアの区別、または建築

自体とインテリアの境界を区分することはむずかしい。

とくに日本的発想でのインテリアというものは 、建築一一こ

れも現代語として 一般に迎解されている建築ということばは、

おうよそ建物という意味であって、アーキテクチャの鶴訳で

はない一一一に附随して、後から附け加える態のものと考えら

れている 。 しかし、これはもともとのインテリアデザイナー

のいっていることとはちがった仕事であって、むしろ 、むか

しの室内装飾やしつらいというほうが、建築一一アーキテク

70 
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チャの一 部 と考えられ包含されてもよいのではなかろうか。

だいたい、インテリアデザインということばが「日本言音」と

して通用するようになったのは、戦後のことで、以前は室内

装飾といわれていたように思う 。 そういうと、「いや、インテ

リアデザインは単なる室内装飾ではない」と反論されるだろ

うし、西洋建築と日本建築ではそのコンセプトもちがってい

て、英語のインテリアという慨念がスグに日本語の室内とい

う概念にイーコールでないこともわかる 。 この国の建築家を

はじめとくに自ら英語でデザイナーと称しているような先生

方は、室内装飾はおろか、しつらいなどという古くさい日本

語は超前近代的所産と思っておられる上にデザイナーと自称

されるほどの英語好きというわけで、早速インテリアデザイ

ンということばに Ｑ Ｑｾ びついたというわけである 。

しかしまた、この一 見日本語のように聞こえる室内装飾とい

うことばも 、決して古いことばではなく、明治語で強い てこ

れに近い日本語を古い日本語のなかから探せば、「しつらい」

「調度 ・舗設」などということばが、「室内装飾」に相当するよ

うに思える 。 しかし、これとて、同義であるはずはなく、お

互いに l喰いちがうところが多い。

明治末に刊行された杉本文太郎著 「室内装飾法」によると 、

壁代、 ｬ 阪Ａ恐惟、凡 ｬ 版、灯台、衣梨、香峰、棚、 ｩｬｴ ｴＮ Ｑｾ 、術立、

| 母子、麻原L、・・・・というような項目が記されていて、室内

装飾というのは、これら のものを mい、美観を這うせんと欲

する疋I l 勢、完全なる使用法をいうとしている。室内における

家 具 ・調度のしつらいを室内装飾といっていた 。ま た、 「恰も

婦人がその身を装飾するを第ーの たしなみとする如〈、古来

安内の装飾は男子が必須の勤めとして思惟せられたり。器玩

を位置するは人オを位置すると同ーの理なり、官を設け職を

佼くれば、人地宣しきを期し、株を安じ . • • • • • • .  • • • • • ・・・ ( 三

谷宗鎖 )J とあって、よい室内装飾をすれば、国家整粛すると

述べているほどで、室内装飾ということばも、治てたもので

はない。

しかし、今風に西洋語のインテリアということばを使うとし

て、それではインテリアというのはどういう矧げ立をいうのだ

ろう。もしいま、何なに建設という工事会社が建物を建てた

とすると、コンクリ ー トを打ち、建具を萩め、壁を仕上げて

クライアントに竣工引渡すことになる。これを建築工事とい

う。 それでは、その壁に貼った壁紙は常識的にはインテリア

のカテゴリーに入る。天井灯も室内装飾の部類に入ることも

ある 。 造りつけの戸棚もインテリア工事に入るかもしれない

が、 tl [l 入れは建築工・) ' ; . に含まれる 。 台所の流しは? ユニッ



トパスは? と建築請負人の縄張 りはどこまでなのか 、ハ ツ

キリしない。 だいたい F I X T UR E といわれ、っくりつけにな

ったものが建築業者の仕2J"¥- ということになっている 。 いいか

えると「家大工」の 仕事と、「一指物大工」の仕事の範 囲のちが

いが、インテ リアの 範 囲を決めているように 見 える 。 日本の

インテ リアは指物師、 経 師職に加えて、建具屋( 畳屋) 、 塗

装 屋 、左官などの 仕事である 。最近は、西洋式の繊椴 ・カー

テン ・壁紙のような材料に 加 え、鉢ものの植木屋もインテリ

ア産業に加わってきて 、綜令請負工事の範聞がますますむず

かしくなっている 。

日本には、不思議な画法があ って、吹抜屋台画法という 。 ア

イソメトリ ック 、正絡にいえばアニソメトリ ック画法で室 内

空間l を表現し、しかもひとつ の時系列的 シー クェ ンスの展 |射

する絵巻物の絵画である 。 これに反し、岡洋画はパー スペク

ティヴ画法で視点を固定し、ひとつの回而をつくり上げる 。

区阿された窓から の景色は、額縁に入 った阿の よ うに見える 。

ピクチャウインドウという形式 の窓があ って、景色を窓枠 の

なかに蔽めて見せる 。額縁に依ま った絵を並べ たり、枠に依ま っ

た鏡面をマ ン トルピースの上に置いて、シャンデリアを鏡面

に写し出すという のが、西洋風の室内装飾 の典 型パ ターンで

ある 。

日本の絵巻物に画かれる l次抜屋 台画法の室内空間] 、柱と梁で

構成された日本建築でなけれ ば発想できない画法であり、洞

くつ型、日正椛造、アーチ構造の西洋建築では、壁面と窓が空

内構成の主題となる のは当然といえる 。

たとえば、日本語のマドは、 i ll ¥1戸」であって、柱と柱の t:nに

依まった 戸 である 。 これに反し、漢字の窓や英語の ウインド

ウは壁に穿たれた穴を意味している の 窓という字は文字通 り

というか、穴という字でできているし、ウインドウという の

は古英語で風穴というほどの芯味である 。 これなどインテリ

アデザイン の1た点である窓、壁、扉などの素材の構成部材が

根本的に異なったコンセプトによっていることを示している 。

だから、むしろ日本建築では、インテリアデザインというよ

りも室内装飾とかシツライというほうが、縄張りをはっきり

させる手だてのように見える 。

西洋風とか、和風というようなことば自体がおかしいといえ

ば、 それもそうだが、丑の敷いてある室が和室で 、紙 鍛 や 縁

甲板貼りのユカは洋間ということになっている 。 では、剣道

場は板 張りだから洋1mかというと 、そういう論理は成立しな

い。和 風 とい い洋風 といい 、それぞれのパターンがある 。 査

や|母子 も日 本 的 なパ ターンのひとつといえば確かにそう だか

ら、畳 が敷 いてあ れ ば、これ は和室と いってよかろう。

こういう日本的 な空間構成の方法と 、西洋 人や中国人の空間

構成 の方法のちがいがど こに由来してい るかはまだこれ か ら

考えて いかねばならない 問題ではあ るが、 いまここでは これ

らのちがいを伝統もしくは因襲のちがいであるとしてお こ う。

しかしこういう 始原的 な コンセプトのちがいが結局は最- 終的

な芸術的創作物のパターンのちがいをつくり出しているので

はなかろうか。

日本語の「しつらい」はインテリアデザインと、いわゆる室

内のパターンをデザインする要因 、 いいかえればきわめて素

朴なエレメントや 、 その調和や、プ ロポーションなどの美感

の上でかなりの隔たりを示しているようにも見える 。 しかし、

日本建築の床 の間とか、西洋建築のマントルピースはひとつ

の 、 インテ リアの設備であり固定された家具、 ( あるいは造り

つけ の道 具) であると同時に常識的にいって建築物の一部 で

ある 。 これらはインテリアにあ って、形式化され 、パターン

として認められた存在である 。

たとえば、マントルピースのある室内には、シャ ンデリアが

点じられているとか、マントルピースの上には大きな鏡を備

えつけるというような、キマリが西洋にある 。 同様に日本で

は床の間には掛け物を掛けたり、いけばなを飾るキマリがあ

って、床 の間とマ ン トルピースが、インテリアでの同じよう

なコンセプトによる室内構成の霊要な要素でありながら 、全

くちがった パ ター ンを示 している 。 では 、 こうしたパターン

というようなものは、創造的な芸術家にとっては無益有害で

あるとして、床 の間に大きな鏡を置いたり 、茶室に シャンデ

リアをつけてもサマにならないことは、大田作泡H象できょう 。

このように考えてみると、日本人が考えているインテ リアデ

ザインは 、西洋人の考えているインテリアデザインといくら

か呉なったことを考ーえているようにも思えてくる 。

インテリアということばには、囲内というような意味もある

し、日本語でインテリアを意味する内側のウチは、家の訓よ

みであるウチと同じ 言否源のようであって 、 インテリアデザイ

ンということばが、西洋的な発想よりもさらに広い範 囲を領

域にしているようにも思えてきた。

本誌本号でインテリア特集をされるに当たって 、 インテリア

恐考というところ喝。

( せい け さよ し 点京工業大''' f: 工学部氏工学博士)
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インテリアデザインの

本 質 論

福 岡 喜 久 雄

私 は * 近一 つ の 新 し い 体 験 を し た 。 それはいくつかの仕・J¥. の

なかで、 Ｂｩｾ ・に定形化された思考の上で仕。ｪ｜Ｎを進めているとい

う こ と の 発 見 で あ る 。 そ れ は た と え れ ば 、 鋳 物 の 鋳 型 に も 似

て い る と い え る 。

い く つ か の 仕 事 の 上 で お の お の ク ラ イ ア ン ト が お り 、 そ こ で

提 示 さ れ る 条 件 は 当 然 異 な っ た も の で あ る は ず な の だ が 、 例

を 住 宅 に と っ て い う な ら 、 特 定 の 自 分 な り の 機 能 配 分 の 方 不"

式 が あ り 、 ク ラ イ ア ン ト の 袋 求 を い か に う ま く こ の 方 程 式 に

似 め 込 む か 、 こ の 方 程 式 な る も の が 、 先 述 の 鋳 型 に 相 当 す る

の で あ る 。

順 序 と し て コ ン テ を 造 る 、 部 屋 と 部 屋 の レ イ ア ウ ト 、 機 能 の

分 立 や 重 合 、 生 ま れ て く る フ ロ ア ダ イ ア グ ラ ム 、 こ の あ た り

ま で は ほ と ん ど 本 能 的 と い っ て い い く ら い 向 然 な 形 で 仕 'J_¥. が

進 行 す る 。 む し ろ 仕 事 が 本 能 的 な 進 行 を な く す る の は 、 本 来
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の 自 分 の 仕 事 の 最 大 の 見 せ 場 と な る で あ ろ う 、 デ ザ イ ン に よ

る 自 己 表 現 で あ り 、 こ こ で さ ま ざ ま な 悩 み に 突 き 当 た る 。 そ

こ で こ の 悩 み の な か に イ ン テ リ ア デ ザ イ ン の 本 質 に ふ れ る 要

素 が 含 ま れ て い る と 恩 わ れ る の で 、 こ の 考 察 を 試 み よ う 。

イ ン テ リ ア デ ザ イ ン と は 、 考 え る 空 間 な の か

私 達 人 類 の ず っ と 昔 、 ま だ 建 築 の 技 術 を 持 た な い 人 々 は 、 岩

の ; 切 れ 目 で あ る と か 、 洞 窟 を 求 め て 住 ま い と し た 。 そ れ は 自

然 や 野 燃 の 脅 威 に 対 す る ご く 当 然 な 生 活 の 手 段 で あ り 、 他 の

人 種 と の 抗 争 に 対 す る 防 御 と い う 単 純 な 動 機 か ら で あ っ た 。

し か し い っ た ん 住 屑 が 手 に 入 る と 、 生 活 す る と い う 人 間 的 行

為 が 日 皮 に な っ て く る 。 明 日 か ら の 食 料 の 入 手 に 対 す る 工 夫 、

保 存 の 手 段 、 彩 光 や 保 温 の 方 法 、 そ し て 多 く の 家 族 ( 群 ) と

し て の 生 活 の 様 式 が 生 ま れ て く る 。 そ の 様 式 は 生 活 に さ ま ざ

ま な 示 唆 を 与 え る 。 そ れ は 狩 猟 の 手 段 や 技 術 の 教 育 で あ り 、

武 線 の 手 入 れ や 生 産 で あ り 、 傷 や 病 気 に 対 す る 手 当 て 、 各 種

のfl を王℃である 。

つ い 近 年 モ ー リ ャ ッ ク 文 明 の ラ ス コ ー の 洞 窟 が 発 見 さ れ た 。

私 は こ の 洞 窟 に す ぐ れ た イ ン テ リ ア の 慾 求 を 満 た し て く れ る

プ ロ ト タ イ プ 的 な 形 態 が あ る と 信 じ て い る 。

そ れ ら 先 史 l時代の生活様式は、 一 個 人 の 成 長 過 程 で の 幼 児 期

の そ れ と 、 き わ め て 類 似 し て い る と い え る で あ ろ う 。 幼 児 期

に お い て 自 己 の 係 終 に し か | 剥 心 を 示 さ な い 子 供 述 が 、 徐 々 に

生 活 圏 を 拡 大 し て 、 近 所 の 子 供 と つ き 合 い 、 次 加 に 成 人 し 、

社 会 性 を 持 つ よ う に な る こ の プ ロ セ ス は 、 ち ょ う ど 先 史 時 代

の 人 矧 が 自 分 迷 の グ ル ー プ の み で 生 活 し 、 き わ め て 閉 鎖 的 な

空 間 を 構 成 し て い た 。 ず っ と 後 に な っ て 中 世 に 入 る と 、 人 類

は 生 産 社 会 を 構 成 す る の で一 地 域 に 定 着 し た 。 そ こ に は 中 庭

( イ ン タ ー ナ ル コ ー ト ) を 持 っ た 寺 院 、 宮 殿 、 城 館 な ど が J出

現 し 、 人 々 の 生 活 は 平 和 を 希 う よ う に な り 、 た と え ば そ の 中

庭 に 集 い 、 人 と 人 と の 接 触 に よ る 人 11¥1的 な 社 会 を つ く り 出 そ

うとする 。 こ れ ら の 集 会 は 教 養 を 高 め 、 新 し い 情 報 を 入 手 し 、

一 五IJ づ つ 今 日 へ の 人 11¥1 の成長を格長してきたのである 。

今回優れた ｦｦｦＣＮｾ だと科学を背景にして、彼らが苦心したよりは

き わ め て 容 易 に 私 達 は 、 住 居 を 榊 築 し 得 る 情 況 に な っ た 。 {反

れ た 保 光 を flf る た め の 硝 子 、 向 層 建 築 を 支 え る 欽 竹 、 冷 暖 房

の設イ1mユ ニ ッ ト 等 、 か つ て は 何ー っ と し て な か っ た も の で あ る 。

草や落ち葉を放し、たカーペ ッ トは腐朽しやすかったろうし、

大 き な 採 光 の 手 段 は 風 雪 に 耐 え 縦 か っ た 、 そ の と 、 大 き な 開

口 部 を 持 っ た こ と は 外 敵 に 対 す る 防 衛 上 、 い か に 不 利 で あ っ

た か は 、 ラ ス コ ー の 入 口 宵1¥の 狭 さ に よ っ て 証 明 さ れ る 。 洞 窟

のなかの祭礼や、 r! ， 庭 の パ ー テ ィ ー の 意 味 す る も の 、 人 類 が

安 定 し た 伎 ま い を 持 っ た と き 、 は じ め て 隣 人 と の リ レ イ シ ョ

ン が 生 ま れ 、 こ こ か ら 人 川 と し て の 忠 、 考 が 生 ま れ る こ と に な



る。
こ の 思 考 の 繰 り 返 し は 忠 忽 ! と な っ て 柏 村1に 定 着 す る 。 フ

ス コ ー の 洞 腐 や 中 世 の 中 庭 は こ の 思 考 を 刺 激 す る 役 ' ，'FIJ を 来 た

したで子あろうし、 中 世 の イ ン タ ー ナ ル コ ー ト も そ れ を 人 川 に

定着させる役= ，' n J を果たしたはずである 。

私 達 は マ ク ロ の 阪 で 、 全 世 界 の 平 和 や 、 経 済 の 安 定 を 希 い 、

し か も そ れ は 苦 痛 や 苦 悩 を も た な い 日 々 で あ る こ と を 願 っ て

いる 。 こ の 希 望 は 私 達 に 具 体 的 な 活 動 の 方 向 づ け を エ ネ ル ギ

ー と し て 与 え だ す。 時 と し て お ろ か し い と 思 わ れ る 行 為 や ??

動 が 、 や は り 人 間 の 発 展 の 上 で 必 要 で あ っ た こ と が 示 さ れ て

い る 。 学 生 迎 動 も そ の ゆ え ん で あ ろ う し 、
アンテツマンダンや、

ウ ィ リ ア ム モ リ ス に 見 る ア ー ツ ア ン ド ク ラ フ ト ム ー プ メ ン ト

もそうで忌あろう 。 さ ら に ミ ク ロ の 眼 で 私 達 は 、 向 分 の 家 族 や

知人が世l ! 胤であることを望んでいる。

ラ ス コ ー の カ ー ペ ッ ト で あ っ た 洛 ち 業 も 、 今 日 生 産 さ れ る カ

ー ペ γ 卜も人 Ii¥J に 対 応 す る フ ァ ン ク シ ョ ナ ノ レ な 意 味 に お い て

は 全 〈 同 質 な の で あ る 。

イ ン テ リ ア デ ザ イ ン の 形 態 は 、 さ ま ざ ま な 空 間 の 構 成 エ レ メ

ントの 一 つ ひ と つ が 有 機 的 に 結 令 し て 、 これらの人1 I IJ らしさ

の思々を発展させ、無Ａ恨の可能性を生み ｈｾ させる装置たるべ

きである 。

インテリアデザインとは体験する空間なのか

私達は産業革命以米、，' ，別立に党展をとげた科乍技術をパ ッ ク

グラウンドとして、 どんなテ' サ2 インも tilJ りfUることカずでμ きる 。

そ れ は フ オ ル ム に 応 じ た 業 料 を 探 す の に 苦 心 す る 必 要 も な い

し 、 逆 に 、 新 し い マ テ リ ア ル に よ り さ ら に 向 次 元 の 造 形 の 可

能 性 を も 持 っ て い る 。 に も か か わ ら ず 私 注 目 本 人 の 多 く は き

わ め て 定 形 化 さ れ た 標 準 型 の 住 ま い に 生 柄 し て い る 。 こt L ら

の 画一 化 さ れ た 住 ま い の な か で 、 人 間 と し て 必 要 な 体 験 が 呆

たして可能であろうかとし、う問題がよji 起 き れ る 。

{ 主まい 一一一 イ ン テ リ ア 一一ー と は 人 Ii¥J の 悩 み を 少 し で も や わ ら

'7'、
人1I ¥J の 歓 ぴ を よ り 大 き く T(: 幅 し 、 人 Il¥j と し て の 生 き が い

を 見 い 出 し 料 る 装 訟 で な け れ ば な ら な い 。 こ の な か で 科 ら れ

るイ本験とはイ"J で あ ろ う か。

私 達 は 人 II¥J例 人 の 成 長 段 階 に 綴 似 し た 全 人 頬 的 な 成 長 を な し

て き た 。 ク ロ ー ズ ド ス ペ ー ス で 生 活 し た 祖 先 の 生 活 は 般 底 か

ら く つ が え さ れ 、 今 や 訟 法 は オ ー プ ン ス ペ ー ス の 線 科 と い う

大きな円械をよ止し、だす生前をしている 。

中 世 の 寺 院 の 中 庭 や 廻 廊 か ら 発 展 し た オ ー プ ン ス ペ ー ス は 今

日 で は れ 地 で さ ま ざ ま の コ ミ ニ テ ィ ー ス ペ ー ス と し て 発 展 し

つ つ あ る 。 そ こ で は 多 間 多 峨 な 情 報 に 桜 す る こ と が で き る 。

補 色 対 比 の 色 彩 や 不 協 和 7? に 対 す る 体 験 も 伴 ら れ る 。 人 の i洋

t L σ3 なかで入 コ ス チ ュ ー ム の フ ァ ッ シ ョ ン が ト ー タ ル で 何 を

意 味 し て い る か 、 個 人 例 人 が 何 を 主 娠 し よ う と し て い る の か 、

これらを! 必知lす る こ と も で き る 。 H寺問と空間のなかで、 たと

えば持や純文学のような深い長i 1 ，減を身につけたり、 また j形哀'J

や 絵 阿 やH央l刊 の な か で 、 芸 術 ? の 感 動 を 体 験 す る こ と が で き る 。

こ の よ う に 村 神 的 、 心 理 的 体 験 は 力 強 い と い う こ と で あ る。

イ ン テ リ ア デ ザ イ ン は 体 験 の 杢 1 I ¥J である 。 生 ま れ て 成 長 す る

過位で仰るすべての粕神的体験はここでなされるといってj f ! ! l

言でなし、。 寒さや暑さ、 明 る さ や H音 さ の な か で 明 日 を 見 つ め 、

そ の 必 要 な 明 る さ や 附 さ の 条 件 が 休 験 の ! 交 令 い を 深 め た り 、

密 度 を 高 く し た り す る こ と に な る 。 思 考 の 休 験 め 可 能 性一一ー

イ ン テ リ ア テe ザインとは、 人 生 の 哲 学 の 線 源 的 な 体 験 の 場 な

の で あ る 。

インテリアデザインの形態とは

私 i主はかつて昔、
ク ロ ー ズ ド ス ペ ースの空間中将成のなかで思

J? をH友 め て き た 。
今 日 私 達 は オ ー プ ン ス ペ ー ス と 呼 ば れ る 空

II¥J のなかで、
よ り 高 い 思 考 を 発 展 さ せ る 可 能 性 を 発 見 し 科 た 。

私 達 の 社 会 は 生 産 に よ っ て 生 ず る 利 益 と 文 化 を 社 会 に 還 元 す

る こ と に 自 党 め た 。 今回、 日 本 の 企 業 も よ う や く 自 社 の ビ ル

の一 部 を 社 会 の コ ミ ニ テ ィ に ス ベ ー ス を 提 供 し 、 都 市 計 画 の

.s.lZ1中tでは、
まずノマプリックエリアの屯点的柿1 J X : がなされるよ

う に な っ て き た 。 か つ て の '1' 庭 は 、 今 日 の 近 代 社 会 で は 福 祉

政 策 の 一 段 と し て よ り 豆 視 さ れ て い る 。 そ の 位大の理由は、

屋 外 に あ り な が ら コ ー ト に よ る ス ペ ー ス の '1' 1: 怖と、
フ。ライノ〈

シ ー を 尊 屯 で き る こ と 、 安 全 性 を も っ た 点 か ら 、 イ ン テ リ ア

ス ペ ー ス の 性 格 と も き わ め て 刊 行 似 し て い る 点 に あ る 。

先 述 し た よ う に 笠 宮 な 材 料 と I : I 越した技術を背景に自由なイ

ン テ リ ア 常 川 の 柿 築 を 可 能 に し て い る が 瓜A た し て イ ン テ リ ア

の 本 来 の 姿 と は ど の よ う で あ る の か に つ い て 少 し 々 え て み た

し、 。 イ ン テ リ ア デ ザ イ ン が 、 デ ザ イ ン と し て 完 成 す る 以 前 に 、

来たしてそこに住まい、ｽｾＮｉＮＮ々し、体験するに必要なスペース

の 広 さ 、 形 が 適 切 に 伴 ら れ て い る か 、 人間として必要な辺、々

やイ本! ! j : J [ を可能にするとし、う芯!:I 味 で の 広 さ で あ る 。 形 も 同 様 に

計 り 知 れ な い 、 雌 認 し 燥 し 、 形 で あ り な が ら 、 床 材 や 壁 材 や 天

ｊｈ ＭＱをデザイン処理して貼り上げたものを， ｄｾｉ 派するのではな

し、 。 換言すれば、 デ ザ イ ン 処 息 す る 以 前 に 必 要 な 住 ま い 万 の

様 式 と で も い う か 、 そ れ に 対 応 す る 形 態 が あ る だ ろ う と 考 え

る。 そ の Jf311i i とは、 人r . ¥J の行動ライン上の体の動きでできる

) 1 ，( 外側の軌跡、をたどった形状で、 こ の 人 体 の 動 き が 日 常 生 活

の 繰 り 返 し で 絞 介 さ れ て つ く ら れ て ゆ く 全 軌 跡 的 な 複 雑 な l泊

商 を 持 っ た 形 状 で あ る 。 それは、 人 問 が 必 需 す る 空 間 で あ り 、

本 然 的 な 人 間 の 実 体 に 見 令 っ て 体 験 さ せ る 空 1mを 本 能 的 に 狼

科しようとする、いいかえれば、 Ｇｾｾｉ ｉ｜ ｊ を人俗化することである 。

私 達 は 今 日 ま で 多 く の 体 験 を し て こ れ を 中 心 に 、 ある{ 反説を

立て、
そ れ に 法 つe い た デ ザ イ ン を し て い る 。 科'‘ i=li(] な Jf3で そ

の 都j立 証 明 し て い く わ け に は ゆ か な い が 、 デ ザ イ ン を し て い
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インテリアデザインの形態

人聞の占有空間の形態概念を図形でみると、つぎの図形のよう

なものが考えられる 。

この図形の向は人間の占有空間を表し、円の中心点は、その核、

人間の精神と考えられる 。

図1は保護者 A と被保被者 B と

の関係で、 B が A の中に完全

に収まっているものである 。

図中、円形 A は、個人 A の占

有空間で、 B は同 じく個人 B

の占有空間を示すものである。

図 2 はA とB の間で、何らか

のコミニケーションカeあると

し、 A . Bの話し合いの中心

点は、線分 A . Bの中間点 P

にあると見る 。 A は大人で、

B は子どもとみなすか、ある

いは A は B より個性の強い占

有空間とみなすと、話し合い

の中'L、，点: P は同 A の中にあ り、

このことは、 図 1 と同様、

A . Bの話し合いは常に A の

占有空間の中でなされており、

B はA の、何らかの「支酉己J

をうけつつコミニケーション

が成立しているといえる 。

図 3 は、このパランスがとれ

ている状態を意味し、占有空

間は静かで変化しない状態、

このような状態として考えら

れるのは食後の団らん的状況

に也1 ている 。

図 4 は、このバランスがくず

れた場合であり、図 3 に C が

加わり、 B . C が共通の話題

をもったことから、 B + C の

総合の占有空間「点線でかこ

んだ円の空間 J が生まれ、話

の中心点 P は、 B + Cの笠間

の中へ移動する 。 その前段階

でコミニケーションノぐランス

が保たれている場合は、占有

空間も当然安定しているが、

話題か、行為にプレッシャー

を与えるとし、このコミニケ

ーションが一方的に集中した

場合、このバランスはくずれ

ることになる。

しかしこれは日常、よく起こ

り勝ちのことで、パブリック

的性格の空間で l主人聞の数の

変化プラスコミニケーション

の変化があるのは当然のこと

である。

パプ 1) .. / クスペースの設定の

重要なエレメントは、この変

化する状態に常に対応しうる

機能をもつことである。意匠

のテクニックでは、狭い室内

を何らかのカラーコンディシ

ヨニングによって広〈見せる

ことは可能ではあるが、しか

し、この手だてのみで、さま

ざまに変化する機能には、と

うてい対応させることは不可

能で、狭いスペースは、あく

まで狭いのである。

ペ

ヴ
図 1

図 2

図 3

図 4
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く 過 程 で は か な り の 成 果 が 上 が っ て い る も の と 考 え ら れ る 。

人 間 は 、 子 供 に し ろ 大 人 に し ろ 、 成 育 の プ ロ セ ス に 準 じ て そ

れ な り に 見 合 っ た 一 つ の 占 有 空 間 を 持 っ て い る と 考 え ら れ る 。

こ の 占 有 空 間 と は 空 間 を 人 格 化 さ せ る 本 能 的 手 段 で あ り 、 人

間 を 核 と し て そ の 周 囲 を と り ま い て い る と 考 え る こ と が で き

る。 こ の 空 聞 の 形 状 は 、 人 休 の 機 能 構 造 か ら 、 視 聴 覚 の 機 能 、

手 足 の 機 能 行 動 が 前 方 を 中 心 に 側 方 に 拡 が り 、 後 方 に 対 す る

そ れ は 著 し く 低 下 し て い る 。 イ ン テ リ ア 空 間 に お け る 重 要 な

フ ァ ン ク シ ョ ン と し て は 、 人 聞 の 後 方 に 対 す る 防 御 本 能 を 充

足 さ せ る 役 割l を つ く り 出 す こ と が 大 切 で あ る 。 A . ヤ コ プ セ

ン の ハ イ パ ッ ク チ ェ ア ー に 座 っ た と き 、 す こ ぶ る や す ら ぎ を

感 じ る の も こ こ に 起 因 し て い る の で あ ろ う 。 こ の よ う な 人 体

機 能 か ら 人 聞 の も つ 占 有 空 間 の 形 状 は 前 拡 が り の 蛤 形 の 図 形

と 考 え ら れ 、 し た が っ て こ の 蛤 形 形 状 の 占 有 空 間 が さ ま ざ ま

に 入 り 乱 れ て 空 間 構 成 を し て い る の が 人 間 空 間 で あ る と い え

る。 保 護 者 を 必 要 と し て い る 幼 児 の そ れ は 、 保育護 者 の 占 有 空

間 の な か で 保 護 さ れ た 別 な 空 間 を 有 し 、 強 い 個 性 の 持 主 の 占

有 空 間 は 周 囲 の 占 有 空 間 か ら 烈 し さ の 印 象 を 感 じ と る の で 、

ど こ と な く 近 づ き が た い イ メ ー ジ が 生 ま れ る の で あ る 。 ま た

こ う い っ た 占 有 空 間 の 形 状 は 人 間 言 語 「 コ ミ ニ ケ ー シ ョ ン 」

に よ っ て パ タ ー ン が 変 化 を み せ る こ と に も な る 。

特 定 の 個 人 、 ま た は そ の ス ペ ー ス ( 一個 の 住 居 と し て ) を み

て み る と 、 あ る 限 定 さ れ た 空 間 は 、 人 聞 の 成 長 に よ っ て 千 余 々

に 拡 大 さ れ て ゆ き 、 結 婚 、 出 産 に よ っ て ス ペ ー ス は 変 わ ら ざ

る を 得 な く な る 。 こ れ ら に 対 応 す る 手 段 と し て イ ー ム ズ の い

う ア デ イ ツ シ ョ ン シ ス テ ム の ユ ニ ッ ト ハ ウ ス や 、 ミ ー ス の ユ

ニ パ ー サ ル ス ペ ー ス な ど が 例 と し て あ げ ら れ る 。

インテリアデザインの本質

今 私 達 が 追 求 し て い る デ ザ イ ン は 、 一 方 に お い て 合 自 的 性 を

霊 視 し な が ら 、 あ く ま で 「 人 間 」 を 見 つ め 新 し い 美 を 求 め て い る 。

こ の 新 し く か っ 美 し い 空 間 と は ど こ ま で も 人 間 に 追 従 す る も

の で 、 人 聞 の 心 に 触 れ て そ の フ ァ ン ク シ ョ ン を 満 た し て く れ

るものである。

人 聞 の 心 に ふ れ て 、 人 間 に 追 従 す る 空 間 と は 流 動 、 変 化 へ の 対

応 を 意 味 す る も の で 、 こ の 意 味 に お い て イ ン テ リ ア の 実 体 と

は 、 精 神 的 形 態 と で も 呼 ぶ の が い い 。 イ ン テ リ ア デ ザ イ ン と は

人 間 的 思 考 と 体 験 を 発 展 さ せ 得 る ス ペ ー ス で あ る と い う 仮 説

も 、 う な ず け る と い え る 。 冒 頭 に 記 し た イ ン テ リ ア デ ザ イ ン の

本 質 と は 、 こ の よ う な も の で は な か ろ う か 。 人 聞 の 精 神 以 外

に イ ン テ リ ア を 人 格 化 す る こ と は 、 不 可 能 な の だ か ら で あ る 。

イ ン テ リ ア デ ザ イ ン の 本 質 的 考 察 は 、 目 で 見 分 け る こ と が 難

し い が 、 し か し そ こ に 存 在 す る 人 間 の 占 有 空 間 「 こ の リ ア ラ

イ ゼ ー シ ョ ン 」 を 見 い 出 し た 時 点 か ら 出 発 し 得 る の で あ る 。

(..1、く おかきくお 福岡喜久雄デザイン事務所代表・大阪芸術大学デザイン学科助教授)



- イ ン テ リ ア 文 化 論 人文科学者より

表 文 化 と 裏 文 化

会 田 雄 次

まず日本の美: tt 識について巧えてみたいと思し、ます。

ω:か 昭和 10年同l I からだと思いますが、法I( 径寺の昭和! 大修迎が

始 ま り ま し た 。 当 H寺 そ れ を 引 き 受 け ら れ た の は 、 京 大 の 天 沼

先 生 、 村 問 先 生 な ど で 、 そ の 場 合 文 持IWi そ の 他 の 裂 ボ は 「 創

建 当 11，¥の 姿 に 戻 せ 」 と い う こ と だ った の で す。

先 生 } j は、平安末期か鎌食初期] だといわれている鈍機を手始

め に 解 体 修 理 し て 元 通 り に 組 み 立 て ま し た が 、 そ こ で 大 問 題

が 持 ち 上 が っ た の て す 。 つまり、w ; 物は点亦な色、 rl'l :E1朱 の

紫 が か った法ーまじい色が塗られ屋似はピカピカに光りました 。

「とんでもないものを建てやがって 、 時 覧 会 の で き行i じのよ

うな途} ' J もないものにして 、 こ れ じ ゃ あ 無 茶 苦 茶 に な る 。」と

非 難 が 織 々 と 集 中 し ま し た 。 と こ ろ がi悲し、たのは先生方で、

私 は 寂 々 堂 な ど で 村 田 先 生 ら が こ ぼ し て お ら れ た の を 今 さ ら

のように，' s'- " 、出します 。「創建当 H奇の姿に戻せと言 った じ ゃ な

い か 、 創 建 当 H寺はこの通りじゃないか」と 。 法 隆 寺 は 、 そ も

そ も 中 国 文 化 の そ っ くり丸写し、移，f ll'[ 文 化 で す か ら f -I' r :l l よ

し」と; 秋われているように、何でもずT色 と 丹 色 が 良 い と い う

こ と で そ の ま ま 作 ったものなのでしょっ 。

日 本 人 は 大 体 信 仰 よ り も 美 意 識 で 入 り ま す か ら 、 こ の 紛 腐 な

イム様とい って喜んで拝んだのであって、 現在の自然と副! 令し

て き た 姿 を 拝 ん だ の で は な い 。 も と も と は 、 自 然 と 融 令 す る

のではなく 、自然と措抗しそれを圧倒するものということで、

奈 良 の お 寺 な ど 、 そ う い う も の が 造 ら れ て い る と 思 い ま す 。

それなのに 、なぜか私達は、未だに日本の美とは自然と制! 合し

た も の 、 そ れ を 日 本 人 は 永 遠 に 求 め 続 け て き た と 考 え て い る 。

で は そ の 極 彩 色 好 き の 日 本 人 、 な い し 巨 大 好 き の 日 本 人 、 そ

う い う も の が い つ お 茶 と か お 花 の よ う に 淡 白 な も の 、 あ る い

は 自 然 と 融 合 し た も の 、 あ る い は 簡 素 な も の 、 そ う い ったも

の に 興 味 を II 'J け た か と い う 問 題 が あ り ま す 。恐らく戦凶・鎌倉

く ら い か ら 何 か の 形 で 大 転 換 が 起 き た の で し ょ う 。 l両者とこ

ろ を 入 れ 答 え て 、 徳 川H寺代以後は 主 流 、 オ ー ソ ド ッ ク ス な い

し 正 統 は 、 盤 絵 の 世 界 だ と か 自 然 に 融 け 込 む 世 界 、 お 茶 のfITi

索 、 和 敬 1'8'，寂 と い った 美 、 つ ま り 、 わ び ・さ び 、 が rlJ 心 とな

り、むし ろ民主役の Il¥J に で す ね 、 芝J; 時、土絵具だとか歌舞伎だ

と か の 絢 矧 と し た も の が 出 て き た 。・そして能衣裳の絢糊さと

いうのが、ちょうどその中間にイ立世している 。 この辺がおも

し ろ い と こ ろ だ と 私 は 思 い ま す 。

で は ど う し て こ う な った か と い う こ と を 、 ち ょ っ と 考+えてみ

た い と 思 い ま す 。

恐 ら く 、 宋 文 化 のJU科だろうと思いますが、その; 場合の与え

方 は 、 日 本 に は 昔 か ら 程 々 な 文 化 が 入 って き た け れ ど 、 決 し

て 他 の 国 の 軍 隊 が 入 って き た こ と は な か っ たということ 。 サ

ン ソ ム と い う 歴 史 家 も 指 摘 し て い ま す が 、 世 界 の な か で 、 日

本は、赤111々と文化とか灼; 化人、難民が流入してくるけれども、

外 国 の 力 は 入 って こ な か った 、 及 ん で こ な か っ た 世 に も 珍 し

い 国 だ と い う こ と で す。 英 国 人 の 場 合 、 た と え ば フ ラ ン ス 文

化 だ と か 大 陸 の 文 化 を 受 け 入 れ る と い う こ と は 、 国 家 と か 民

族というものが、その支配を受けるかどうか、力を' 受けるか

ど う か と い う こ と で 、 そ の 力 と 文 化 を ー 諸 の も の だ と 考 え て

お り 、 そ う い う ふ う に 他 の 文 化 を 受 け 得 る よ う に 育 っ て い た 。

だ か ら 選 択 を し て き た 。 しかし日本人は不思L識 に も 文 化 と い

う も の を 、 い や北 欧 が 良 い と か ア メ リカ の も の が 良 い 、 あ る

い は 中 固 め も の が は や り だ と い って 力 と 関 係 な し に 文 化 を 取

り入れようとしている 。 だ か ら 日 本 人 の 文 化 選 択 は 、 文 明 に

チ ャ レ ン ジ す る と い う 、 そ う い う 決 断 を 持 た ず 、 こ れ も 取 り

入 れ あ れ も 取 り 入 れ 、 こ れ が は や り だ と い って取り入れる 。

ヨーロ ッパ人にと って み れ ば 、 そ の 文 化 を 取 り 入 れ る と い う

こ と は 、 そ の 支 配 を 受 け る か ど う か の 重 大 決 断 の 問 題 と し て

取 捨 選 択 を し て き た の で す 。

さ て つ ぎ は 、 日 本 に 入 っ て き た 末 文 化 な ん で す が 、中 国 と い

うのは 、 私 迷 が 普 通 常 識 的 に 巧ーえている挫絵の世界ではあり

ま せ ん ね。 向こう の 正 統 の 絵 、 こ れ は 極 彩 色 の世 界 で す。 仏

像 な ど も 極 彩 色 の ゴ テ 塗 り で す 。 つ い で に も う 一 つ 考 え て 欲

し い の で す が 、 ギ リ シ ア で も そ う な ん で す 。

アリストファネスの喜劇など読むと、 j苫 の 奥 械 が 女 中 を 巡 れ

て、パルテノンの 神殿に詣 っ たときに交わされる 言 葉が ｩｬｾ い

て あ り ま す が 、女中は 『奥 様 、 あ の ア ポ ロ 機 を ご 覧 下 さ い 。

紘の髪の毛、 Tf 色の目、るがいホ ッペに 真 赤 な 件 、 ま る で 生 き

て い ら っ し ゃ る よ う で ご さ い ま す わ ね。』 といい、奥様は、『ま

あ 本 当 に 初 々 し い ア ポ ロ さ ま ね 。」 と言っ ているんですから、

あ の 大 理 石 の 上 に ゴ テ 塗 り の 色 が 地 し て あ った に 相 違 な い 。

そ れ を 見 て 、 古 代 ギ リ シ ア の 人 々 は 、 あ あ 立 派 な ヴ ィ ー ナ ス

の彫刻l だ と か 何 と か 言 っ た ん で あ って、その会IJ げ ち よ ろ け を

凡 て 喜 ん で い る の は 、 わ れ わ れ だ け だ と 思 い ま す 。

元 に 戻 っ て * で す が 、 お も し ろ い の は 、 宋 の 文 化 を 日 本 に 伝

え た 人 、 つ ま り 宋 か ら 放 り 出 さ れ て 日 本 に 移 って 来 た よ う な

人 は 、 全 部 ア ウ ト ロ ー な ん で す 。 科 挙 と か そ の 他 出 世 コ ー ス

に 釆 ろ う と し て 失 敗 し た 人 々 で す。千 人 に 一 人 か 万 人 に 一 人

し か 出 世 で き な い わ け で す か ら 、 そ う い う 人 達 が い か に も そ

れらしい枯れた絵や文詳を立 ｾ Ｚ 1 . - 、たりして、その ;i 診響力が圧倒

的 に 日 本 に 移 ってきた 。

お 茶 で も そ う で し ょ う 。 は じ め の お 茶 と い う の は 、 佐 々 木 導

ョが創ったようなお茶です 。 彼 が や っていたお茶と いうのは、

大 名 と か 極 々 の 大 々 を 招 い て 、 ま ず 最 初 に お 茶 を 出 す。 こ れ

は 前 菜 と い う の で す か 。 それからは大宴会で、くじ引きのづ |

出 物 を 配 った りの 大 騒 ぎ の 後別 れ る わ け で す 。 そ れ が だ ん だ

ん お 茶 だ け が 主 流 と な り 、 お 茶 だ け が 最 後 に な ってしま った

のはどういう旦IlELIで し ょ う か 。 このわけは純々ありますが、

必' / . の町民とか、その辺の例をひとつあげてみたいと思います 。

堺 と い え ば 、 ヨ ー ロ ッパで は ベ ネ ツ ィ ア に 匹 敵 す る 。 つまり

近 代 化 が 起 こ る riiJ に 、 ま ず l町人迷が自分の周りに城を築き、

京都の普の1 ' t }j矢 が や っ た よ う に 、 半 武 士 と い う 格 犬 を 雇 っ て

番 を さ せ 、 白 分 迷 の 世 界 だ け は 平 和 を 保 っ た。 ヨーロ ッノマの

場 合 は 、 そ の 11汀人ないし市民の力が強くな って 、 11f[ のなかだ

け と い う の を 周 辺 の 平 和 に ま で 、 や が て 地 械 の 平 和 に ま で 拡

げ て ナ ン ト フ ィ ー ゼ ま で 持 ってゆき 、そして| 玉l を 戦 乱 時 代 か

ら 統 一 国 家 へ 持 って ゆ く 力 が あ った。 と こ ろ が 日 本 の 場 合 は

逆さまで、ｊＳＧｾの場令、信長が攻撃を申し波すと、完全に信長

の 支 配 に 出 版 し て し ま っ た 。 こ こ に お い て 日 本 の ブル ジ ョ ア

の 自 治 は 崩 壊 し た わ け で す が、そ う す る と 、 今 ま で の よ う に 、

H汀に入 ったら 、 ま ず 武 装 解 除 な ど と は い え な くなった。そこ

で 自 分 の 家 の な か に 入 っ た と き は 刀 を は ず せ と 小 さ く 出 た 。

そ し て 今 度ーはお茶室という極| 恨の部屋を作 って 、 こ の 茶 室 へ

お 入 り に な る と き は 、 大小 をJI裂 か ら 降 ろ し 全 〈 平 和 な 形 に な

って 下 さ い 、 そ う し て こ そ 初 め て お 茶 を 出 し ま し ょ う 、 と 最

後 の と こ ろ で 辛 う じ て 踏 み 止 ま った。 た だ そ こ で 踏 み 止 ま っ

たんではおもしろくないので、これが最」こな の だ と い わ な い

|以り、お前は逃け、て逃げて、そこしかおられないのかと 言 わ

れるとプライドに関わりますから、手I j 休は急転直下この凹 11山

半 こ そ 故 高 の 世 界 だ と 居 直 っ た 。

ま あ そ う い う 形 で 簡 素 、 簡 素 と い っ て き た 日 本 の 簡 素 は 、 し

た が っ て 多 少 引 か れ も の の 小 唄 だ と 思 う ん で す 。 賛沢ができ
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な く な っ た 、 成 帰 ら れ な く な っ た そ の た め に 側 索 に 逃 げ た

と 思 い ま す 。 だ か ら 、 日 本 の fili 煮 の 美 お 茶 の 美 は 、 す べ て 貧

之 な 美 で す 。 そ の 代 わ り 、 こ れ が i1 屯だ、和利l 的 に↓ 'i: A だと

い う こ と を い い だ し た ん だ と 思 い ま す 。 だから J巴い とい っ て

い る ん じ ゃ あ り ま せ ん 。 貧 乏 の 極 欽 、災 の 極 致 fごと jι うので

す 。 そ し て 、 そ れ が 主 導 と な っ た の で す 。

たとえは主世絵 が 大 公 ぷ 派 だ と い わ れ て い ま す が 、私 は 日 本 の

ドロッ プ ア ウ ト が '1' [[ [のドロ γ プアウトと共! 必、したと巧一えま

す 。 ただし、日本のイ: ' ，: : ｾ、人は貧之なためにその日本のドロ γ

プアウトを ｲ ｛ 二 Ｇ｛ Ｚｊｩ｛の ｂ ミ Ｃｾだと ｊ Ｔ Ｑ った 。 そこに、わび、さび｜と

い う 袈 文 化 が 発 迷 し て き た 。 そ れ か ら ま た 日 本 で は 、 す べ て

以が正しし、 。 以と表ーがある 。正 統 な 世 界 、 オ ー ソ ド ッ クスな

世界、表通りの-u上界があれば、もう - }J に以・の世界があると分

け ま し た。

ヨーロッノぞの世 桝 ( 一一一仁[:0 匡|も恐らくそうたーろうと 思 い ま す

が ) に、パブリ ッ ク と プ ラ イ ベ ー 卜 と い う j診があります

ね 。 こ れ は 美13: 識 の 似j立 に 遡 る 問 題 で す が 、 そ の J必イトに、パ

ブリ ッ クーな 生 前 と 、 プ ラ イ ベ ー ト る 生 前 が あ ま り 分 か れ て い

ない 。 のみならず、プライベートなｾ ｛ Ｂ Ｎ爪はそこから文化を生

み ｮｾ さないという感じになっている 。 ところが日本の場介は、

こ の プ ラ イ ベ ー ト と パ ブ リ ッ ク の 関 係 と い う も の は な い 。 つ

り そ う い う 観 念 が あ り ま せ ん 。 n分 j主はノ ぞブリ ッ クなもの

との一 以 で あ る と い う こ と が 、 ち こi 0 の立 l床で は わ か って い て

も、本 当 は ど う し て も j切らなし、 。 わ れ わ れ の 生 ii'i カ、パブリ ッ

クなものに終カイ っ ている、ということカ情平らないから、した

カぐ って、ノ ぞブリ γ クヵ、 jijlt らないということに主よります 。

そ こ で 日 本 の 文 化 を 表 と 以 に 分 け て 、 パ ブリ ンク と プ ラ イ ベ

ー ト あ る い は オ ー ソ ド ッ クスとオーソド ッ ク ス で な い と も い

えますが、夜、j主 の 観 念 は そ こ で 二 つ で き あ が っ ているという

こ と で す ね 。 つまり京ーの文化と災の文化 、表 文化 用 のテザイ

ン と 以 文 化 川 の デ ザ イ ン 、 等 々 で す 。 ただし 、 日本人の yj ・え

} j は 少 な く と も 茶 以 米 似 本 fl(J に変化を米たしたのは、 lj 従|五[11年

代を杭て7 k 文化の以文化を正 1(11に .Mえ た か ら で す 。 ?:毛. i J1l りは

拘脳卒イi 物 、 正mの 服 装 を し た 人 が 少 い て い る 、 1'1肋 'I( が 走

っている 。 11i 路 樹 が あ る 、秋トトがあり、1': 1' 11がある 。 しかしそ

の代わり ｉｾＮｨｬ が走 っ ているという ｊＷ え ｽｊ が上 ｬ 本人の似本的な ｊＷ

え ｽｪ にある 。 三￬Ｈ ｬＨｬ￬ だけでは ｉ ｾｨｬ だというえＺｊ必です 。 この ￮ ＡｊＱＮ 念、は 、

ヨーロ ッパ に は 絶 刈 に あ り ま せ ん 。 こ れ を 端 的 に デ ザ イ ン と

か、 ill 築 で 表 し た 例 ヵ、以 文 化 の 粋 と い わ れ る 京 行11のキ 1: 出In;' ; t.ご

と，目、います 。 これは f' ，'j j ' J/. F. と い っ 人 が 、 あ の 主 体 を つ く っ

た の で す が 、 彼 は f.j ，1  (ll. lj 代にはノ、フリ ンクな行' j'; に 参 pl lj して

いたが、 1氷山にな っ て以後、 - 1;1) そういうハブリ ッ クるとこ

ろ か ら 政 り 山 さ れ 全 く の 例 人 生 爪 に な ってしま っ た。 そ こ で

非常に。l1' t激 し て[J ' n ，必やるんなく、よしそれならば一 切j 公 の 場

には .11¥ないぞ、ノ ぞブリ ッ クなところは 一 切 Jr i
済 し て プ ラ イ ベ

ートライフだけを楽しんで、やる、と ｮＺ Ｇ ｲ みに 日Ｚ Ｅみをよ ｲ ｾ ねて パ ブ

リ ッ クな行Ｇ ｊＧ［ のためには絶対に役立たない出 ｦ ｾ｟Ｇ ，Ｇ ｾ Ｍ ｻ を巡 っ てよ止せ

たのが位向H山 と い う こ と で す 。 多勢の人がー祁ーに訪れたらも

う ど う に も な ら な い 。 宴会もできるし ¥ し か し そ う い う 以 に

徹した肉i仁川を巡 っ て み せ た 。 こ れ 1; 、1:1本の美でありましょう。

そのばi表 文 化 の 椛 勢 と 美 を 絢 制 対 格 た る も の に 泣 リ 上 げ た の

が、 EI 光 来 !!(1. 山 で す 。

そ こ で テ ザ イ ナ ー の } j に I-Iel し 卜けプ」いことは 、表 文 化 は l雌だ

と ιｉ 、 っ ている 。 だから人 ｉ ｉｩ ｊ の［ￆｾ三市に令 っ ても令わなくても、

とにかく、 Jf5の 絢 側 さ を 比 せ か け る 。 そ れ で よ ろ し い と い う

こ と に な っ て 、 そ こ で 永 久 に a む わ け じ ゃ な し 恕 え る わ け で

もない、ただ' 占げ1'f . 7j 表文化 的 な も の を l味わ っ た ら よ い と い う

こと、これも 一 つ の 辺 だ と 思 い ます 。 が し か し 私 た ち が 、 う

っか り そ れ に 徹 す る と 、 l肢に 11止するということになる 。
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よく、万悼のデザイナーが、進歩派のデザイナーから、ほ' ろ

く そ に 言 わ れ た の は 、 そ う で し ょ う 、 つ ま り 体 制 に 奉 仕 す る

奴だという Jf5で 攻 撃 さ れ た の は 、 わ れ わ れ の 世 界 の な か に 、

ど う も 表 文 化 は 形 式 と そ れ か ら 秋j子と平和l と、 椛 力 闘争 な ん

か あ る け れ ど 、 そ れ は JI予だけで. ull は.i.IJi って い な い も の だ 、 そ

ういう似本観念、がありますから、そのような 需 ぃ } J をする 。

だから |品l本 太 郎 氏 が 悠 っ たわけで寸ーね。

と こ ろ が そ れ は 長 な ん で す 。 われわれがよく巧ーえてみると、

たとえば生活デザインで本当に生前にl ! IJ したものを j立 ってい

る か と い う と 、 必 の 文 化 を 4.: 物 だという飢念がありますから、

それがオーソ ド ッ クスだという観念で、どうも長 ｬ 自 ｦ￭ｾ 'liJ ; にな っ

てしまう 。 ヰ圭 ｾｾｦ じ白 ｊ にＱＺ ｴ んだら 、 来いし、 つ 不 ｩ ｬｊＮＮｩなところだと，思

いますが 、 俺は本物 ｦ ごと気取っている 。 そういうう ｲｾ ｬｬ 兄りです

ね 。 あそこは生爪ーの場所としては大変 ｉｾＧ ｉ ると 思 いますが、そ

ん な こ と も う ま く 巧 え 、yj え抜いて i立った 日本文化の 粋 と い

う よ う な こ と を 、い ろ ん な 雌 史 家 と か 学 者 と か が い っ て い

す が・・ー ・0 ・、実| 努住めたもんじゃない 。 気 取 り が あ り ま す 。 あ

れは、 '1三前の世界ではないでしょっ 。 や は り 俺 は 去 を 気 取 っ

て 、 と い う と こ ろ が あ ります 。 お 茶 が そ う で し ょ う 。 茶室と

いうのは、彩、は mH: I'I;の世界だと思し、ます 。 30分 か そ こ い ら な

ら予 J包できる二日ーの IHJ に 住 む こ と は で き な い 。 そ の 住 め な い

世 界 に 、 無 理 に 住 む と い う こ と は 、 一 つ の 長 と し て は ぶ 派 な

ものだと 思 い ま す が 、 生 前 文化 が刈f J していると jよい 、ます。 と

な れ ば 日 本 で一 番 必 尖 を |人l 践 し て い る は ず の 公 文 化 の 粋 だ と

い わ れ て い る お 茶 の i止界は、 l肢 の 世 界 で は な い で し ょ っ か 。

- { ' . f ( の芝肘で舞台のー卜の 粋 公 取 り だ っ たと 込l、います 。 わび ・

さびがれ ll il り だ け で 、 生 活 に 似 を 保 って い な い ん じ ゃ な い で

しょうか 。 だから，1}1'. いというのではるく、日本では表と以と

に 拘 雌 に わ か れ 、 表 を 凡 て い る 目 と 、 i'I 分 の 内 1( 1j を 見 つ め る

11、そのおのおの、 二 つ に 分 か れ て い っ た。 そ の 長 i9i' として

は、| 人JI 訂を 見 つめる 11 を 作 っ ていることなんですが、 ( これは

特 デ ザ イ ナ ー の j 了々もも っ ている 。) しかしよく巧ーえてみると、

その |人JI(li を比つめる 円 というのは 300年 以 米 の 伝 統 に よ っ て、

街し、にな っている 。 わ び 、 さ び 、 とかい ったすべてが、殺μ 、

にな っ ている 。 つまり llx・，' !J.i ;の JJ:I 床でのf-I: 肉W':;'; に な っ ていると

い う こ と で す 。 そんな役μ 、 の も の に 凶 ら さ れ た り 、 注 視 さ せ

られたりしているわれわれこそし功、迷惑だということになり

ます 。

'1モ川というものと、われわれ" * 米は、主交と以という JI予で尖，[ニ

治に! ![J す る も の の }jii' J に li'J きたし、くせに、そこに妙な街し、と

い う も の が で で き て 、 そ れ に よ って 今 日 も 似 り ま わ さ れ て い

る。 わ れ わ れ は l販 と い う も の を 認 め る よ う な 世 界 で ば か り こF.

き て き ま し た か ら 、 表 の }J は 、 日 本 で は ま だ そ の 伝 統 が な さ

す ぎ 、これからの世界ではないかと忠し、ます 。 ヨーロ ッパ は

その表 |止界 だ け に ぶ 派 な も の を il よって き ま し た か ら 、 そこで

ｪ ＮｬＭ［ｾｾｾを拘ー っ ている 。

まとめますと、日本では表世界にはこれからの世界だけとイム

統がない 。 ＺＦ世界には犯 Ｎ ｾ 1'1の 大 変 索111'[ ら し い 伝 統 が あ る ん だ

し、: J d :: .ii' iに 上!IJ した 、全 く 生 き た 文 化 を 本 当 に 彩、迷がれIJ り山

せそうなものだけれども、そこに妙な街し、があ って、 [.' il し、 JI予

になり、実生活から自IUl て い る ん じ ゃ な い だ ろ う か 。 そ う い

う も の を 、 ど の よ う に 克JJ I i してゆかれるか、あるいはどのよ

う に 体 当 た り し て ゆ か れ る の か 、 と い う の が 私 か ら μ た 今 |二|

の イ ン テ リ ア デ ザ イ ナ ー の } j の 課 題 で は な い か と 思 い ま す 。

どう巧えても私は、 JJ I.イ1・の } j は イ ン テ リ ア デ ザ イ ナ ー で は な

く 、 イ ン テ リ ア テ コ レ ー タ ー だ ろ う と 思 い ます 。 それは fiij 索

とか 何 とかということではなく 、少 し泌 っ た立 ｬ 床 で 、 ｾ長生爪

と ｾｊ ｉｦれているんじゃないか 。 そういうＡ必じがし、たします 。

( あいだ申うじ 京都大学教授 )

(以 1:は 1附

の抜主苓存てで，す。 文ｾＧｴ記者 。
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- インテリアアーキテクチュアと実例

インテリアアーキテクチユ

ｹｾＮ 命

小 倉 善 明

イ ン テ リ ア ・ア ー キ テ ク チ ュ ア と い う 言 築 が 云 々 さ れ て い

るのは、ごく白i設近 で あ る 。 イ ン テ リ ア ・ア ー キ テ ク チ ュ ア と

い う 表 現 は 、 い わ ゆ る イ ン テ リ ア ・デ ザ イ ナ ー の 職 種 が 確 立

し て か ら 20年 に も な ら な い こ の イ ン テリ ア と い う 分 野 が 見 直

さ れ る べ き 時 期 に あ る こ と を 感 、 じ さ せ る 。

「インテ リア ・デ ザ イ ン が 発 言 力 を も つ よ う な 建 築 物 」 と

い う の が 、 イ ン テ リ ア ・ア ー キ テ ク チ ュ ア の 定 義 の一 つ に も

とれよう 。 し か し 笑 |努 に は イ ン テ リ ア ・ア ー キ テ ク チ ュ ア と

い う も の は な く て 、 イ ン テ リ ア ・ア ー キ テ ク ト と い う 存 在 の

た め の 「 表 現 」 な の で は な い か と 考 え た い 。 わ れ わ れ が イ ン

テ リ ア ・ア ー キ テ ク チ ュ ア を 論 ず る と き は 建 築 そ の も の ば か

り で な く 、 そ れ に 対 す る イ ンテ リア ・ア ー キ テ ク ト の 建 築 に

対 す る 「 か か わ り 方 」 に も 目 を 向 け る べ き な の で は な か ろ う

か と い う 意 味 で あ る 。 こ の よ う な 見 方 を す る と 、 イ ン テ リ ア ・

ア ー キ テ ク チ ュ ア と は 「 イ ン テ リ ア ・ア ー キ テ ク ト 主 導 型 の

建 物 」 と い う 表 現 を と る こ と が で き る 。

リ ノ ベ ー シ ョ ン ( r e nov a t i on ) の 例 は 、 イ ン テ リ ア ・ア ー

キ テ ク チ ュ ア を 語 る に は 好 例 で あ る 。 こ こ に あ げ た 建 物 は 、

リ ノ ベ ー シ ョ ン に よ っ て 1 世 紀 ぶ り に 新 し い 機 能 を も っ て と

ま れ 変 わ っ た 建 築 の 例 で あ る 。

ま た ニ ュ ー ヨ ー ク の よ う な 都 市 に お け る オ フ ィ ス 群 は 、 外

観 は そ の 姿 を 変 え な い が 、 構 造 体 に 支 え ら れ て い る 内 部 室 IL¥J
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l 世紀前に建て勺れた麦芽製造小屋を改造して作られたコンサートホール

( Concer t  Hall at Snape:  Archl tectural  Re川 W 誌 1967年 9 月号参照)

は 、 多 様 な 要 求 の 変 化 に し た が っ て 壊 さ れ 、 創 り 直 さ れ 、 あ

る い は そ の 一 部 を 保 存 さ れ て 、 全 体 が 新 し い 機 能 を 持 ち 続 け

ている。

こ の い ず れ の 場 合 も 、 リ ノ ベ ー シ ョ ン に 伴 う 設 計 行 為 の 主

体は、 トータ J レ デ ザ イ ナ ー と し て の ア ー キ テ ク ト で あ る こ と

に 注 目 し た い 。 彼 の 建 築 へ の か か わ り 方 は 、 主 体 的 、 全 体 的

で あ り 、 彼 は デ ザ イ ナ ー で あ る と 同 H寺 に コ ー デ ネ ー タ ー で あ

り プ ロ テ' ュー サ ー で も あ る 。 た だ 前 者 の 場 合 ア ー キ テ ク 卜 の

ワ ー ク の ほ と ん ど が デ ザ イ ン に 向 け ら れ た 例 で あ り 後 者 の 場

合 は ア ー キ テ ク ト の ワ ー ク の 多 く が コ ー デ ネ ー シ ョ ン に 向 け

ら れ る と い う な l床で 「 き れ い ご と 」 で は す ま さ れ て い な い 。

住 宅 の イ ン テ リ ア ・デ ザ イ ン に そ の 端 を 発 し た イ ン テ リ ア の

領 域 は 、 現 在 、 オ フ ィ ス ビ ル を は じ め あ ら ゆ る 建 築 物 に 拡 が

りつつ あ り、 lji な る イ ン テ リ ア ・デ ザ イ ン か ら 、 綜 合 的 な エ

ン パ イ ロ メ ン タ ル ・デ ザ イ ン へ と 、 新 し い 視 点 か ら 再 び見 直

さ れ つ つ あ る 。 ま た デ ザ イ ナ ー と マ ニ フ ァ ク チ ュ ラ ー と の 結

び つ き に よ っ て 生 ま れ る 良 い 安 い 家 具 、 あ る い は 人 間 工 学 、

環 境 工 学 に 立 脚 し た 設 計 手 法 等 に よ っ て 、 イ ン テ リ ア の 領 域

は 俄 然 騒 が し く な っ て き て い る 。 加 え て 、 建 築 の 複合化、

大 化 は 、 プ ロ ジ ェ ク ト を プ ロ デ ユ ー ス す る 人 達 の 必 要 性 を 生

ん だ。 結 果 と し て pr oduc er - des i g ner の 砂離 と い う シ ス テ

ム を 一 般 的 な ノ マタ ー ン と し て 挫 築 の 設 計 が 進 め ら れ る よ う に

な り 、 イ ン テ リ ア の 分 野 は そ の 主 体 性 を 失 う 。 す な わ ち 家 具

の 設 計 、 セ レ ク ト お よ び そ の レ イ ア ウ ト を 基 調 と し て い た イ

ンテ リア の デ ザ イ ン ワ ー ク は 、 与 え ら れ た ス ペ ー ス を か ろ う

じ て 埋 め て ゆ く と い う 消 極 的 な 設 計 手 法 に 終 始 す る こ と に な

る の で あ る 。 一 方 盟 か な 情 報 と す ぐ れ た 既 製 品 の 家 具 が 容 易

に入手できる現在、ｾ操のトータルデザインを武器としてア

ー キ テ ク トカf イ ンテ リア テ ー ザ イ ン を ア ー キ テ ク チ ュ ラ ル デ ザ

イ ン と し て 扱 う こ と は 、 そ れ ほ ど 出lt し い こ と で は な い 。

こ の よ う に 考 え る と 、 い わ め る イ ン テ リ ア ・デザイ す ー は

与 え ら れ た 空 間 の 範 囲 内 で 内 部 空 間 を 怠IJ る ば か り で な く 、 彼

ら の 領 域 を 容 赦 な く 犯 し て く る ア ー キ テ ク ト を は じ め と す る

人 達 に 自 分 遠 の 城 を 聞 け 渡 す こ と を 敢 然 と 否 定 し、 デ ザ イ ナ

ー で あ る と と も に、 コ ー デ ネ ー タ ー と し て の 立 場 を 強 〈 主 張

してゆかないかぎ り 、その事責場 ｴ は手ド ｾＺｩｾ に Ｔ 央められてくること

に な る の で は な い か 。

現 在 イ ン テ リ ア ・デザイ ナ ー に と っ て 最 も 大 切 な こ と は 家

具 を デ ザ イ ン す る こ と や セ レ ク 卜 す る こ と で も 、 内 部空 間 を

デ ザ イ ン す る こ と で も な く 、 現 代 の 設 計 シ ス テ ム 、 流通機構、

社 会 組 織の な か で 、 内 音IS:?主 聞 の 設 計 行 為 の 主 体 性 を 獲 得 す る

こ と で あ る 。 そ し て イ ン テ リ ア ・ア ー キ テ ク チ ュ ア と は 、 こ

の 多 様 化 す る 社 会 に 対 す る 需 要 に こ た え つ つ 主 体 性 を も っ て

イ ン テ リ ア ・デ ザ イ ン に と り 組 ん で ゆ く 人 達 に よ っ て 創 られ

た 建 築 に は か な ら な い 。

わ が 国 に お い て は 、 西 洋 言 者 国 と 異 な っ て 建 物 の 耐 用 年 | 浪 は

著 し く 短 〈 、 最 初 に 示 し た コ ン サ ー ト ホ ー ル の よ う に 建 物 を

改 造 し て 再 使 用 し た りす る 例 は 少 な い 。 オ フ ィ ス ピ ル 等 の 建

築 に お い て も そ の 傾 向 は 変 わ ら な い。

し か し 、 イ ン テ リ ア ・ア ー キ テ ク チ ュ ア に わ れ わ れ が 求 め

る 共 通 点 は 、 建 築 の 内 側 に 、 イ ン テ リ ア で は な く て 、 建 築 を

創 る こ と で あ り 、 こ れ は ま さ に 現 在 の 巨 大化 、 複 雑 化 す る 建

築 す べ て に お い て 欠 如 し て い る も の で あ り 、 イ ン テ リア ・デ

ザイ ナ ー が 、 こ の Ar c hi t ec t ur e in a r chi t ec tur e に 挑i践

す る 必 要 か あ る と 思 わ れ る し 、 そ の 機 会 は 多 い の で は な か ろ

うか。 ( おく・らよし あき K K 日延訟計東京 本社 計 画主管 )

司島
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松山市の都心ではあるが静かな住宅街の中に、

この本底は位置している 。 風土、人心ともに

誠におだやかな松山の気風の中にあって、ソ

フトで親しみのある、しかも都会的な感覚を

持つ空間にしようというのが施主 と の 共同国

自力て' あった。

全体に平均的な趣向の装飾は一切省き、建築

空間としてインテリア的な要素を定着しよう

というの方ぜねらいである。 カラーコンディシ

ョンは壁、床、カウンターと主な造作要素を

エメラルドグリーン、これを基調として、金

属天井をアイボリ一、貸付カウンター前の固

定椅子をオレンジ、ロビー応緩のカーペット

が、レモンイエローと、以上四色で構成して

いる。

照明計聞は答溜り、営業室内とも光度を変え

ず、全面均ー とした。写真ではクールな空間

に見えるが、現実にはさわやかな春のあたた

かさに満ちている。 ( 中村隆一)

室内仕上 床 : ゴムタイルパターン貼円

壁 . 吹付タイル

天井 ーピニト y プ鏑板

カウンタ一 腰: 人ヱ皮革貼

、、

， I  







建築が独自性を有し、最大限の機能を発卯する要因として、デザイナーの発泡! や技f;i のほかに、

処築主の椛怨の独自性を見逃すことはでき辛い。 レストラン、プティー 7 、美平等院からなる首ij

縦と rl' うたプラザ、そして 一 般 事務室、商談ショールームからなる後棟の正 部門から椛成される

この雄物 l立、 トータルファッションを軸に、ファッションビューローとしての坊を J}j. 門家に提

供し、 トータルな聞ではファッションアドバイザーとしての場を一般消費者に提供することを

白的として構成されている。 ZE匠的にはトータ J レフアソションピルの性絡上、ポイントを斬新

な中にゆとりと務ち )I'] きのある笠間、それに 1半う素材の追求に置き、その笠! 日lから新たなファ

y ションショーズのイメージが形成されると恕定した。 この恕定への椛fE1 と肉付けが、より身

近に感ずる建物を構成し、より良い建築を創造する最大要因であると考える。( 江d長嶋英)





( 計 画 部 根 橋 宏 次

設 備 部 間 五 郎 、 山 田 耕 造

室 内 仕 上 床 : ウイルト ン カ ー ベ y ト

壁 : ス チ ー ル 板 、 焼 付 塗 装

天 井 ス チ ー ル 板 、 焼 イ 寸 塗 装

施 工 共 同 企 機 体 、 鹿 島 建 設 、

竹 中 工 務 底 、 住 友 建 般

超高層ビノレの地下、マルチノマーパスホー J レ で あ る 。 金 属 の タ ワ ー 、 そ の 下 の 石

と 煉 瓦 の 基 部 と い う 場 面 に 、 当 初 は 白 っ ぽ い 空 間 と い う 築 も あ っ た が 、 ホ y ト

な 印 象 を 持 ち 、 し か も 都 会 的 な 精 神 を 発 揮 す る 演 出 を 可 能 と す る 空 間 、 と い う

のがねらいである。

ホ ー ル と し て の 多 様 な 照 明 機 能 を 満 足 し 、 宴 会 場 、 展 示 会 に も 使 用 で き る よ う

カ ク テ ル 光 線 で 全 室 平 均 光 を 得 る よ う 計 画 さ れ た 。 赤 を 基 調 と し て 強 い カ ラ ー

コ ン デ ィ シ ョ ン で あ る か ら 、 壁 体 が 過 剰l装 飾 に な ら な い よ う に 平 滑 商 と な っ て

いる。デザ: イン要素は照明、空調の諸機能、音響のための心つ' かし¥吸音性能、

長 期 使 用 に 耐 え 得 る 強 ジ ン な 構 造 の 椅 子 等 に つ き る 。 関 口 部 の デ ザ イ ン は 、 と

く に ホ ー ル と ロ ビ ー が 一 体 的 な 拡 が り と な る よ う に 、 心 が け た 結 果 で あ る 。

( 藤井栄一)
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家具・照明器具・テキスタイル・テーブルウエア・その他

アクセサリーなど、身のまわりで、仕事のなかでふれるイ

ンテリアエレメントの愛着・愛蔵品

日常のわたしにとってのインテリアエレメント

岩 本 博 行

寺 本 敏 則

光 藤 俊 夫

柏 原 秀 夫

安 藤 忠 雄
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- 日常のわたしにとってのイ ンテリアエレメン ト

物語りの中

岩 本 博 行

，捌l立 や iiili 物 に は 折 々 の 思 い 出 が あ る 。 忠、い出には物語りが あ

る。 制 度 や 飾物 が イ ン テ リ ア の エ レ メ ン ト で あ れ ば 、 イ ンテ

リ ア は 物 語 リ に 以 う 。 法 う : 場 所 こ そ 身 を 置 く の に ふ さ わ し い 。

、、え

わ が 家 の 良 さ と は そ う い う も の で あ ろ う 。 制 度 や 飾 物 を 諦 る

こ と は 物 語 り で あ る 。 玄 |美! の正簡に蔚頒がある 。 味 の あ る 屋

久 杉 の へ た 板 に 牛f色 庵 と 払lFされていと?。 津 田 良 太 郎 翁 の作

である 。 牛 f色庵 と は 私 の 号 で あ る 。 老 子 に 、 つ ま さ き 立 つ も

の は 立 ち 尽 く す こ と が で き な し 、 。 大H量で歩くも の は 長 く 歩 く

ことはできなし、 。 云 々 の 章 が あ る 。 第 24誌 で あ る 。 私 は 牛 の

歳 で あ る 。 企 者 不 立 、 跨 者 不 行 を j勝 手 に 牛 の ご と く 危 の ご と

く と し て 牛危 庵と号した 。津田良太郎翁は、夜、よりふた廻り上

の 牛 歳 で あ る 。 ひ と 廻 り 上 は 天 皇 陛 下 、 み 姐 り 上 が 竹 中 藤 右

術 門 翁 、 し か も 六 白 金 星 で あ る 。 私 と 同 じ 昼 で あ る 。 こ れ が

私 の 自慢である 。 津 田 良 太 郎 翁 は 大 |仮竹業平・の 女 将 の 厳父、

津 田 コ ン ツ エ ル ン の 総 帥 、 わ が 国 木 材 業 界 の 長 老 で あ る 。 ) j

↑専 の ブリティ ッシュ ・コロンピア官官 の 巨 大 な 原 木 を 日 い し め

た 人 と い え ば 、 も っ と ポ ピ ュ ラ ー に な ろ う 。 85i哉 の 之 翁 な が

ら 未 だFf): 蝶 と し て 世 界 に まIt11を さ れ 、 家 に あ っ て は 静 か に J ?と

油 絵 を 楽 し ん で お ら れ る 。 ゴ ル フ は 青 年 の 域 で あ る 。 こ の 翁

に お 願 u、して牛 fQ. 庵と件いていただし、た 。 す る と 同 じ も の を

一 つ く だ さ っ た 。 もう 一 つ は 刊 斎 入 口の 小 壁 に 拘 げ て あ る 。

この 3111占の iq:斎 が 牛 危 庵 の つ も り で あ る 。 誌 は 人 な り と い う

が 、 それを di: し、た人の人格を f忠 び 畏 敬 す る と こ ろ に 立 が あ る 。

こ の 扇 額 の 績 に 信 楽 の 天 平 女 人 像 が あ る 。 10何 年 か 前 、 私 は

小 倉 の 井 筒 昼 の 改 装 工 卒 に f，:{: ょJ'; していた 。 外 装 タ イ ル の 色 を 、

86 建築と社会/ 1975年 3 月号
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近 く に l吹 く 住 友 金 属 の 煙 の 色 に し た 。そ の 色 を 注 文 す る た め に

信 楽 に 行 っ た と き 求 め た の が こ の 天 平 女 人 像 で あ るて

小 合 弁 筒 屋 は そ の 後 、 日 建 設 計 で げi主権されたが、設計者は l言

じタ イ ル に さ れ た の で丑! 惑が出た 。 近 く の 日 活 ホ テ ル も 同 系

色 のタ イ ル で あ る 。 近 所 の ビ ル に も 同 系 色 の も の が 多 い 。 街

は同系色でという夜、の思想が期せずしてほほ、成り立つようで

ある 。 熔 し い 現 象 で あ る 。 今 は 住 友 金 属 の 煙 は 消 え て い る 。

天 平 女 人 像 を 見 る と き 、 こ の 思 い が か す め る 。

とニ

客 11¥1は 61j! 占である 。 今 、 床 に 掛 け て い る 軸 は 寿 永 の 大 般 若 縫

@  

の - -l;I J である 。 美子永は平氏の亡びた年 、 | 携の居間に平重盛の

@  

肖 像 画 が あ る 。 も ち ろ ん 、 国 宝 の 複 写 で 藤 原 隆 信 の 筆 で あ る 0

-'- ，L  ill 織 の 冥 福 を 祈 っ て い る ご と き で あ る 。 と こ 板 の 上 に 新 経

." 0  

の 盗 、 l込岡達三 の益 子 の 皿 が あ る 。 と こ 柱 に ー 草 干 の 高 弟 、

垣| 人口『江阿氏の竹の筒、ぜかかっている 。 垣 内 草 阿 氏 は 華 道 の 達

人 で あ る が一 匹 狼 、 そ の作 }ia¥. は 大 様 華 麗 で 解脱 の 自 在 が あ る 。

今 、 住 病 院 で 病 を 養 っ て お ら れ る が 、 進 ! 念 は 夢 を 駈 け 綾 ぐ っ

て お ら れ る よ う で あ る 。 と こ の 車IUは 折 々 に 変 え る が 、 い つ の

1:1J にか刊ーの方が多くなった 。 鉄 斉 の 蓬 莱 図 、 古 代 中 国 の 織 物

が そ れ ぞ れ の 壁 に あ る 。

}，fj -ji¥J は 洋 式 な が ら 和 風 造 り で あ る 。 さ き の 平 重 盛 像 の ほ か に 、

￬ｾ 包村 の 法隆寺蔵コピーの 四 天王獅猟紋様量 点 魯 山 人の卦「 心 そ

がある「ロ」の銘がある。Ｚ魯 山 人は 一 口 にいえば、いやな人 ｉ ｬｾ ｊ

である 。 自侍倣岸にして人を人とも思わなし、 。 口 を 極 め て 他

を ) 辺 倒 し 、 妻 を 何 人 も 替 え て は 敵 履 の ご と く 捨 て 去 る 。 子 に

も 愛 情 を そ そ ぐ こ と は な か っ た 。 しかし 、 彼 の 芸術 は 偉 大 で



あ ふ 陶 芸 、 柱、室 長 刻 、 絵 、 料 理 、 建 築 、 工 芸 、 泣 図 な と 行

く所可ならざるはない 。 有名な星岡祭を ｬｾｦｊ ｾ、て会顕紳士を招

いた 。 そ の 料 理 、 器 は 自 ら っ く り 、 制 度一 切 は 彼 の 目 を 過 し

た も の で あ る 。 芸 術 院 会 員 に 推 さ れ な が ら 弟 格 の 荒川 笠 蔵 が

先 に な っ て い た の で 、 そ ん な も の は 要 ら ぬ と 断 る 人 で あ っ た 。

こ の 人 に 近 づ く 者 は 傷 つ き こ の 人 は 常 に 孤 独 で あ っ た 。 こ の

人の語録に「人! 日1が 出 米 な け れ ば 書 け ん も ん だ よ 、 手 先 で 器

用 に flF し 、 た っ て そ れ は 駄 目 だ 」 ま た 、 次 の よ う な の も あ る 。

「 陶 然 を つ く る 前 に ま づ 人 11IJ を 作 る こ と で あ る 。名 様 は 名 人 か

ら生れる 。 しかるべき人I i tJ をつくらずにむやみに仕斗玉にかか

る ご と き は 、 恐 劣 き わ ま る こ と だ と 知 っ て よ し 、 。 < 1 . ごらん人

ｉｪｬｊ はくだらん仕事をする 。 立派な人ｼ昔 ｩ は立派な仕 ＴＮＩ ，ｾをする 。

こ れ は 確 定 的 で あ る 。 嬰 は 人 Ibl J を つ く り あ げ 、 次 に 仕 事 を 要

求 す る こ と で あ る 。 人I i IJ をつくることは、いわは‘ 作品の成果

を 判 る 基 礎 工 卒 だ と 安uれ」

作 品 が 人 間 で あ る と い っ て も 、 そ の 人 聞 を ど う 解 釈 す れ ば よ

い の か 、「 心 」 の 字 は 凶 洋 風 の 金 ピ カ の 綴 の 中 にある 。 何 故 表

装にしなかったのか菩刊少である 。 私 は 奇 妙 な 対 照 を 寄 妙 に 受

け と っ て そ の ま ま 墜 に 飾 っ て い る 。 人間i魯山人と圭芸術家魯山

人 の 奇妙な対 ＡＡ ｾ，をそこに見るようである 。 彩、の家は和風で、

制! 立もすべて和風であるのに、この額縁だけが酋洋風でノ〈ラ

ン ス が 惑 い 。 それでも夜、はそ の ま ま に し て い る 。 業 を 背 負 っ

た人間の心を見るような思い、がするからである 。心 とは 何 か を

@  

深 〈 考 え さ せ る 警 で あ る 。飾 ゆl に は 閉 じ魯 山 人 の 陶 器 、 松 田 正

キ自? 今 右 衛門? 東 大 寺別 当 清 水 公 照 師 の観 音 像? そ れ に 古 代 鐙

，， ｾ＠

@  

瓦 が あ る 。 わ が 国 で は 、 奈 良 飛 鳥 寺 の 素 弁 蓮 華 文 の 瓦 が一 番

古 い と さ れ て い る が こ れ は 10弁 で あ る 。 同 じ 素 弁 蓮 華 文 で 私

の は 6 弁 で あ る 。 6 弁 と い う の は 古 代 瓦 図 鑑 を 見 て も な い 。

私 の 瓦 の 土 の 質 は 古 u、。 瓦 の 本 を 調 べ て み た が出所、 H寺代が

半1) ら な い 。 古 代 瓦 の 所 持 者一 覧 表 が あ る が 、 私 の に 相 当 す る

瓦は見当たらなし、。 見 当 た ら な い と 神 秘 性 が 出 て く る 。 慾 念

を か り た て る 瓦 で あ る 。 終 戦 間 も な い 頃 、 阪 急 百 貨 庖 で 買 っ

た。 彩 、 が 買 っ た の で あ る か ら 金 額 は し れ て い る 。 しれている

が こ れ は 曲 物 である 。 居 間 に た だ 1 つ テ レ ビ が 調 子 を く ず し

ている 。 他 に 丹 波 焼 が 光 琳 の 紅 白 線 図 の 博 多 織 の 上 に あ る 。

寝 室 は 6 帖、 誌粛は ＳＱＱＱ 占とで 一 室である 。 ｩ Ａｾ 斎の本棚は襖

で 見 え な い。 和 風に は 騒 々 し い か ら で あ る 。 とこの 11[J に 堂 本

- ・・印 象 の 春 風 図 、 文 楽 の 娘 人 形 、 京 人 形 、 竹l際 健 造 先 生 か ら い

@  

ただし、た白昔話を画いた六角 血 がある 。 先生米寿記念の盟主の波

能 の 記 念 作 品 で あ る 。

小 川安 夫 と い う 人 叫必 ずある 。 武 者 小 路 実 篤 が 小川 君 へ と 題

し て 「小 川 安夫 君 は 、 ぽ く が 知 っ て か ら 25年 ぐ ら い に な り ま

す が 、 い つ も 変 ら ず 、 10年 1 日の 如 く 自 分 の 信 念 の 通 り 身 体

障 害 の 身 で 日 本 中 を 歩 き 、 自 分 ら し い 文 章 や 画 を か き 、 そ れ

で 自 分 の 道 を 笑 現 す る 道 を 、一 歩 一 歩 あ る い て い る 点 で 、 ぼ

く は 感心 し て い ま す。 珍 ら し い 人 と 思 います」 小 川 さ ん の 言

葉 「カ ラ ス が う ん こ を し て も 、 泥 絡 が 背 中 に か く れ て も 、 時

代 や 流 行 が ど ん な に 変 わ っ て も 、 何 も 言 わ ず に 合 掌 し て い る

野 の お 地 蔵 さ ま 。 普 惑 美 醜 に か か わ ら ず 包 ん で く だ さ る お 地

蔵 さ ま 。 お 地 蔵 の 前 で 会 っ た 人 は な つ か し い 。 お 地 蔵 さ ま は

8 7  
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@  

言 わ っ し ゃ る 。 ひ と の 憂 癒 す べ 〈 、 ひ と の 悩 癒 す べ < J 小 川

さんは大道絵日Ijj である 。 東 京 新 橋 駅 前 の 人 だ か り の 中 で 画 い

て い た 。 1 枚 200円 で ある 。 夜、が 1 枚 民 うと不込に話しかけて

きた 。 美 し い 澄 ん だ 睦 で あ っ た 。 若 い 顔 で あ っ た 。 そ れ で も

相 当 な 年 に な る の で は な い か。 私 の 買 っ た 絵 は 夕 暮 のγ7山に

向かう 一 筋 道 に 地 蔵 様 が 坐 っ て い る 風 景 で あ っ た 。「あるがま

まであるがままに」とまをがある 。 小 )11さ ん は LUfi .兵 火 の よ う に

放 浪 の 人 で あ る 。 そ し て 山 政 火 の よ う な 句 を つ く る 「 芸 の 行

方 を よ し と し て 、 朝 山 越 え 、 タ ベ 野 越 え J r きょう 一 日 だ け の

ご 飯 炊 い て 南 無 観 世 音 」 等 の 句 集 が 350円 、 安 す ぎ る 。 私 は

もっとキムいたかったカヘ花、えないイfよさカずその A に あ っ た 。 品会

ｬ 立子イ共のように糸 ｩｊ￭Ｎ ｦ Ａ ｦ である 。 この正 ｆ にしてこのような • k: 屯料E な

絵 が 聞 け る の は 非 凡 で あ る 。 し か し 、 こ れ は 大 人 の 絵 で あ

る。

書 斎 の 小 笠 に 附 寺 心 経 が あ る 。別 の 墜 に 桑 原 武 夫 先 生 の J F「桃

李 競Jif FJ 、5J 1j の 壁 に 竹 中 の 自 制 清 香 相 談 役 の 水 仙 の 絵 、 ま た 別

@  

の 壁 に 南 北 朝 の 筆跡 で 、 後 白 河 式子 内 親王 の ;.欽 「わすれめゃ

あ ふ ひ を 草 に 引 き む す び か り 寝 の 野 辺 の 践 の l昭一」とある 。 式

子 内 親 王 は 平A 盛 と 会 っ て い た だ ろ う か。 わ が 家 に は 期 せ ず

@  

して寿永の頃がある 。 相 ｌ はよ ［ｉｾ￬ 余に線亥 ｉｊ の 小机、上 に枇朱の イ此

箱、平日万止のあんどん、鐙立て、他にいろいろ、襖に r1等 学 審 問

恨忠、明鼎篤行」の自畿の L!? 、これは中日Tの 一 節 で あ る が 私 の

@  

名前の出. j .U!- で あ る 。 寝 室 の 小 壁 に 若 女 の 能 面 、 釈 瓢 斉 の 1 mj 額

が あ る 。「春11院 に ま ぶ た あ か る う き め に け り 」 と あ っ て 紅 棉 に

雀 が二 羽 と ま っ て い る 。 定 、 が 結 婚 し た と き 、 会 社 か ら い た だ

‘.
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@  

@  

い た お 金 で 民 っ た 記 念 品 である 。 子 供 が二 人生まれたとき、

小 筏 を二 匹 画 き 足 し た 。 そ の う ち 一 匹 は 嫁 い だ が 、 一 匹 は ま

だ 践 っ て い て 税 後 よ り大 きし、。 し か し こ の 絵 で は い つ ま で も

小 雀 で あ る 。 結 婚 後 3211三 、 わ が 家 の 亙 要 文 化 財 に な っ て い る 。

もう 一 つ 重 要 文 化 財 が あ る 。 初 め て 見 合 い を し た と き 、 こ ち

@  

ら は も う 決 め て い た 。 その 晩 、 中 川 紀 元の 仏 像 画 を 貝 った。

記 念 の つ も り だ っ た 。 む ろ ん コ ピ ー で10円 であった。子イ共の

手" を紀行 、美 紀 と し た と き 、 こ の 紀 元 の 名 は念 頭 に な か っ た 。

後 に 紀 元 、紀行、 美 紀 の 因 縁 を さ と っ た 。

キII}瓜 の 家 は 建 築 だ け で イ ン テ リ ア は 完 結 す る 。 型 通 りに床 の

川 を 飾 れ ば あ と は 余 分 で あ る 。 そ の 余 分 が あ り 過 ぎ る 。 あ り

過 ぎ る と 緊 張 感 を 失 う 。 イ ン テ リ ア と し て は 堕 落 し な い が 、

あ り過 ぎ る 余 分 に 思 い 出 と 物 語 り が あ る 。 その 物 語 り は い く

、 で も 書 け る が こ こ で は 1.!} き き れ な い 。 そ れ が 人 生 の 歴 史 で

あり、垢であり、柔らかきであり 、催 しさと教訓 ｼ と有事 ｪｾ さが

ある 。 その 中 にあって 私は 幸せである が 反省もする。 Ｇｉｾｲｾ 長 明

の 方 丈 記 「イム の 教 え 給 う お も む き は 、 ljI に ふ れ て 執 心 な か れ

じ守 〈

となり 。 今 、 主主庵を愛するも、とがとす。 隊l寂 に 著 す る も さ

はりなるべし」

(い わむとひ ろ由 き K K 竹中工務前常務取締役 )
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- 日 常 の わ た し に と っ て の イ ン テ リ アエレメント

わカぐまろうど

寺 本 敏 則

。天神さん

なによりも其剣なまなざしにひか

れてしまう J 近ごろのインテリヤ

はハートがないぞよ」などお っ し

ゃっておられる。そのせいか頗に

刃傷を受けておられる 。おからだ

はぐ っと単純化され、かのザ ッキ

ンを驚かすか。

住築と社会/ 1975年 3 月号

9 0  

@ 石の恵比須・大黒 @ 黄銅の怪鳥・魚・羊舵 O 神像さん

無心に燃える炎が突然鬼火とな っ 大胆にデフォルメし、姿領のいい 昨今の不況を案じておられ、座っ

てあかあかと踊りはじめるとき、 ディテールにうな ってしまう 。怪 てばかりもおられぬ一寸歩いてこ

主役問のなかから現れて ー ー と おの顔而は腿除けのため紅で染め ようか、などとご無理なことも申

いうところだが、カ 7 ドも不足め られ、太い足で吃立している 。動 されますが、え 一一一郎おうかが

世の中とてお可愛想。現在ーの位 物たちのとりすました表情がよい。 いを、とも聞こえホ ッとさせます。

にお肥りしてある 。 北印度産。



@ 四ツ目だるま時計

左右の 2 倒の目は虚 fiilj - ーとはし、

えさi:: riil に轡〈美しい音色を聴く耳

なのか。 7 日巻、正確なることi J ? ; !

に土 l 分。輸は金鈎。1W) の古)1分は

サーモンピンクに塗装を } mえて' FJ

E然、とした古めかしさを脱してい

る。向名な彫刻家からのいただき

もの。

@ 阿禰陀さん @ 墓股 @ 恵比須さん O も1 つの恵比須さん

抹香くさいものまったく苦手と ー 建築史の授業でカエルマタという 稲の神。大普から不況退治の先輩。 揮名 ・ 来野英次郎扮するｾ 三 郎殿、

向に不信心でも、なんでもおゆる いい方を聞いて面白く感じたのを もちまえの豊かな表的でうたい勝ち } ! ¥折鳥申ij 子に破顔微笑、制を小わ

し下さる優しいお顔立。極楽往生、 iE、い出す。いま音)1屋の入口の上、 な く縁起〉 という感性があ ったこ さに威勢よい。 えびすさんは西宮

ｾＡ日正光ｩｊ ｬ ， 。 あなた様がお立ちにな 梁壁、いわば」二程につけている 。 とをおしえてくれる 。 このせまり の御 出身。三歳まで足が立たず不

ると、ハート不足の“ モダ ン リビ ))生のI甘! の: 容から唐人の首がのぞい かた、カ ッ コだけ の“現代目Ｉｾ哀 Ｑ ｝Ｂ 具だったという伝説のように右手

ング" もぐっと引きしまるのです。 て何か声をかけている 。 よりもうわ手。 足を欠きおいたわしいが、しぶい

@ 丸時計

京都北野村1社の縁日で絡安に買 った。中心音11

の工J ; 鈴歯車が反転して秒を衷IJ むのがみえてう

れしい。 これも古めかしさを消すため輸の部

分を渚色して主主装の勉強をする 。色は浅緑色

と決断。カシュー 3 回Ai:IJ 毛塗。 1 日l 回しか塗

れない 。極端に J1JJ: をさらう 。艶 ・発色はラ ッ

カーよりもず っとよい。水i i ] f、透明カシ ュ一。

全工程に呼吸がいる。デザイナーは技法の会

得必11妻。

脇役を演じている 。

( てらむととしのり K K 日建設計計画主管)
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- 日 常の わ た し に と っ て の イ ン テ リ ア エ レ メ ン ト

チッチャナ、チッチャナ・・・

光 藤 俊 夫

9 2  

建築と社会/ 1975年 3 月号

@ ア イ ス ・ ピ ッチャー (イタリー)

ローマのテーベレ河畔にあるサパ

ティニという料理屋のものをねだ

って貰ってきた。やきものだけど

上等のものではない。 レモンとオ

レンヂのこまぎれと氷のブツカキ

を放り込んでのシャングリヤなど

に格好の容器器て¥しばしば愛用し

ている 。

@ オ モ チ ヤ ( ソ連)

ロンドンからの帰途 、ほんの小 1

時間、モスクワ空港に滞留したこ

とがあるだけで、ソ速は知らない。

これは原宿のロシヤ料理底でなに

かの記念て' ] ' - ( ったもの。おもしの

ポー j レを f辰ると烏がえさをあさる 。

ソ述製。

@ ジョウロ ( 西ドイツ)

テ' ユ ッセルドルフのデパートで売

っていた。優美な線にほれた。工L

鈴製である 。 この拘nい差し口から

注がれる水はこぼれず的確でレ、室

内の植木鉢にはすこぶる親切な具

合なのだ。把手も持ちやすい。

。 ナ ップ・サック ( メキシコ)

メキシコに出かけたとき、何かと

ふえてしまったガラクタの入れ物

にと求めた皮製の信玄袋。以来玄

関のコート僚にかかりつ放して¥

あまり役立っていないが、今やそ

こにないと淋しいと，いった感じの

代物。

@ バ イ キ ン グ ( デンマーク)

コペンハーゲンで泊った小さな旅

館のフロントに並んでいた 。高さ

バイキング

10cmほどのチッチャナ人形たち 。

ヒゲのモジャモジャがユーモラス

で大変気に入っている 。右端のも

のは 、7 ' ラシて' もある 。

@ カ ッター・プレート

( スウェーデン)

ガラスでできている 。初めてみる

人はただの飾り物だと思っている 。

そんな客には何とかしてチーズを

ご馳走するように仕組んで、きら

いであろうが何であろうと、これ

を使 って実演してみせる 。 スウェ

ーデン製。

@ ボ ー ル ( タイランド)

木製のボール。デンマークのもの

などとちがって、きわめて肉厚で

細工は粗い。それだけにちょっと

した重量感がある 。パン コ y クで

30パーツ、日本円で 450 円く らい。

タイ国のチーク製品はとにか〈安

し、。

。カタカタ ( スイス)

スイスのとある 山村の1苫にあった。

洗 ｩ ｬＧｾばさみみたいな人形が、ひと

りでカタカタ純子を |峰りてくるの

をみていると、何となくせつなく

もなるが、一生懸命というところ

が可愛らしくてヨロシイ 。

。 ヱ ッ グ ・ パ ケ ッ ト( スペイン)

マド リッ ドに寄 ったとき、ちょう

ど日附日でどこの応も I:' { j まってい

た。安くて 面白い物のある街だが

何も賊えなか った。 この卵入れは

九段下のナンデモ昼で 2 千円でみ

つけた 。スペイン製である 。

⑪ こ き り こ ( 日本)

金沢に旅行したときにすすめられ

て土産にした 。北陸地方のある民

諮の伴奏楽器だそうだ。 小 さなカ

マポコ板のような木片が糸で繋ぎ

合わされただけのものだが、素朴

で美しく、みているだけで楽しく

なる 。

( みつふじ としお K "K竹中工務庖東京支広設計部専門部長 )



- 日常のわたしにと ってのインテリアエレメント

わたしの愛用ファーニチャー

相 原 秀 夫

t掴・・・

Ｇ ｾ＠

一 ー ι ＮＮ ｾ ，ｾ♀手話

@ パ ー ワ ゴ ン ( デンマーク)

酒は、然程強くはないが好きな方

である。酒の味もさることながら

ムードを楽しむ方なのかも知れな

い。仕事に疲れたとき、一人で孤

独を楽しむときの良き相手として、

また友人の来宅の折にも重宝して

いる。

@ 折 タ タ ミ 椅 子 ( イタリー)

一昨年イタリア出張の折、ロー?

の家具庖で購入したもの。シンプ

ルなデザインとクリアーな感覚は 、

折タタミ梼子という雰囲気を通り

越え、あらゆる点からみてもすば

らしい商品であると思う。

@ ガ ラ ス テ ー ブ ル ( イタリー)

シ ャ ギ ー ( イギリス)

ガラステーブルの酒落たものがほ

しくいろいろさがしたがなかなか

なく、ょうやく このテーブルを見

つけ出す。 ガラスの甲板を通して、

ウールのソフトなテクスチャーを

、 、見るのもまた 、おもしろい。

。 壁 か ぎ り ( コロ ンピア)

ロスアンセeルスのインテリア専 門

庖で購入。綿糸を手で編みあげた

もので、いろいろな色の糸をつか

い何となくエキゾチ ック なムード

を持つ。壁に掛けてみると楽しい

「……闘だ

@ ロ ッ キ ン グ チ ェ ア ー ( 日本)

b 金五2用の椅子として購入したにも

かかわらず、目下のところ忠、子遠

の遊び道具として活躍中。オリジ

ナルはトーネ γ トチェアーなのか

もしれないが、幽木家具のなかで

最も好きな椅子の一つである 。

@ 石 柱 (スベイン}

スペイン製石柱。何気な〈 購入し

たが、今では玄関正面にど っしり

と腰をおろし一つのスペースをつ

くる重要なポイントとなっている 。

イタリアの繊細さと異なり、ザ ッ

クリしたところがとくに好きであ

る。

@ イ ー ジ ー チ ェ ア ー

( デンマーク)

椅子にはいろいろな形をしたもの

が多いが、そのなかでもユニーク

なフォルムの椅子の一つにあげて

もよいと思うのがこの精子。掛け

て休息をするというよりも、見る

楽しさの方が大きいや絵になる椅

子"

難

Y

H

T

@ サ イ ド テ ー ブ ル ( ノルウ ェー)

キ ャ ン デ 一 入 れ ( イタリー)

日本には少ない寸法のサイドテー

ブル。 キャスター付きなのがとく

に便利。色彩もミルキーグレーで、

この上には何を置いてもマ ッチす

るのは不思議なくらい 。 イタリア

ンモダー ンともうまく調和する 。

@ あ か り ( 日本)

マ ル チ ダ ク ト (ド イツ)

木地仕上げの方形天井にこの *あ

か h が似合う 。現在生産されて

いないのは残念。間接照明の スポ

ッ トライトは 3 回路の調光が可能。

ドイツの近代技術と日本の素材の

もつ素朴さとがド ンキング。

( かし はらひでお K K ジャパンインテリ アデザイ ン代表取締役)

建築 と社会/ 1975年 3 月号
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. 日 常 の わ た し に と っ て の イ ン テ リ ア エ レ メ ン ト 安 藤 忠 雄

94 

370 x  370 

- 手動式鉛筆ケズリ

電 動 式 鉛 筆 け ず り を 使 用 す る と 、

も の す ご い ス ピ ー ド で 鉛筆が短く

な り 、 仕 事 の 内 容 と 関 係 な 〈 、 速

く 速 く と 急 が さ れ て い る よ う に 感

じるのに対して、鉛宣置をけずるた

び に 一 休 み が で き る の で 、 い い 仕

事 カヘ で き そ う で あ る 。

- 可動式 T 定規

ド ラ フ タ ー や 新 し い 製 図 道 具 を 使

い こ な せ な い 私 に と っ て 、 ニ の 角

度 の 変 わ る 丁 定 規 は 、 手 離 し に く

い、 重 要 な も の です。

挫築と社会/ 1975年 3 月号

- イ ス

1953年 、 ア ル ネ ・ ヤ コ

ブ セ ン のDes i g nて' フ.ラ

イ ウ ッ ドの背 と 座 が つ

く る 美 し い 線 と 、 ほ ど

よ い 硬 さ が気 に い っ て

い る も の で す。

こ れ ら が 編 集 者 の 質 問 に な る 愛 着 、 愛 蔵 品 と い う こ と に な る の か は 、

少 守 疑 問 が あ る が、 私 の 身 の 廻 り に は 、 こ ニ に 示 す 数 点 の も の し か

な い よ う で あ る 。

ア ト リ エ 70m
2

を250数 個 の 370x  370 の 合 板 のBox、 と そ れ に 、 操 入

さ れ て い る 内 、 外 の書 籍 と 、 何 の 役 に も た ち そ う に な い 資 料 が 、 イ

ン テ リ ア ・ エ レ メ ン ト の す べ て で あ る 。

( あんどうただお 安施忠雌建接研究所)



公 共 空 間 に お け る サ イ ン デ ザ イ ン

坪 居 恭 平

こ こ 数 年 来 、 地 下 鉄 等 の コ ン コ ー ス サ イ ン の 再 整 備 が 盛 ん

である 。都市ターミナル駅がショ ッピンク エリアと共存する

形 が 増 え 、 地 下 駅 ま た は 高 架 駅 形 式 を と り な が ら 、 ひ た す ら

巨 大 化 の 方 向 を た ど っ て き て い る 。 とくに地下駅は地下街と

連 続 し 、 他 の 鉄 道 と も 地 下 通 路 で 連 続 す る と い う 形 態 が 、 大

都 市 タ ー ミ ナ ル 駅 の 普 通 の 形 に な ってきた。

昔 の の ど か な 地 上 駅 か ら く ら べ る と 、 地 下 駅 や 多 層 化 し た

高架! 択では、利用答にとって方位や座棋の回復がまことにむ

つ か し い 。 一 つ は 地 上 の 景 観 か ら 遮 断 さ れ て 、 こ こ は 何 階 な

の か 、 ど の 方 角 な の か わ か ら な い 状 態 で あ る 。 ま し て や 階 段

を折れ曲がって登り l降 り す る と 、 も う 方 向 感 覚 は あ や し く な

る。その上建築のスケールが巨大化し、人聞の感覚ではつかみ

えない状態になっている 。今有名な幸福島尺などというのどか

な 地 上 駅 で は あ ま り サ イ ン な ど 必 要 で は な い 。 た だ ど こ の 駅

か わ か ら な い と い う の で 駅 名 標 が い る く ら い の も の で あ る 。

し か し こ れ に く ら べ 今 日 の 都 市 タ ー ミ ナ ル 駅 の 何 と わ か り に

く い こ と か 。 空 間 が 巨 大 化 す る に つ れ て 、 機 能 分 化 も 絞 雑 て ¥

その」二、 駅 サ ー ビ ス 業 務 も 自 動 化 し て 、 電 車 に 乗 る に し て も

降 り て 外 へ 出 る に し て も 、 こ れ一 つにサインがたよりである。

改 札 口 で 駅 員 に 目 的 地 へ の 方 向 を 聞 く こ と も 、 今 日 で は 自 動

イじしたE尺ではできなくな ってい る。

こ の よ う に サ イ ン の も つ 機 能 が 複 雑 化 し 、 型 高 な 情 報 誌 を

要 求 さ れ る 時 代 に な っ て き た の で あ る 。

ところで今日の都市ターミナル駅をみると、誘導案内的な

サ イ ン と と も に 、 広 告 物 が 非 常 に 多 い 。広 告 も 立 派 な サ イ ン

で あ る の は ま ち が い な い こ と で あ る 。 誘 導 案 内 サ イ ン な ど が

公共サインとすれば、広告物は商業サインとよぶべきものであ

る。広告物が提供する情報は、販売促進のためではあるが、

一 方 人 々 の 生 活 に 必 要 な 情 報 を 提 供 し て い る と も 考 え ら れ る

点がある。ただ今日の公共的な駅などの建築空間を見ると、

これら公共的な情報と、商業的な情報とが、無秩序に提供さ

れているところに問題がある 。神 戸高速の地下駅を調べたと

き、一駅で公共サイン 287件 、 商 業 サ イ ン 527件 と い う 数 字 が

出た 。 2 本のアイランド形式のホームとコンコースだけでこれ

だ け の 数 で あ る 。 と く に 商 業 サ イ ン の527件は、小形の広告

が 駅 の い た る と こ ろ に 公 共 サ イ ン と 同 じ 扱 い で 掲 出 さ れ て い

るのである。これなぞは最悪の状態だといえるが、公共サイ

ン と 商 業 サ イ ン の ペ ア の 扱 い の 生 ま れ て く る 理 由 は 、 公 共 サ

インの若器具とメンテナンスもスポンサーの提供とするところ

か ら は じ ま る の で 、 時 に は ス ポ ン サ 一 広 告 の 方 が 立 派 で 目 立

ち 、 公 共 情 報 が 色 あ せ て し ま っ て い る も の 、 あ る い は 広 告 の

なかに消化されすぎてしまっているものがある。

いずれにしても、そうした混乱が、建築空聞のわかりにく

さ を い っ そ う 強 く し て い る の に ま ち が い は な い 。 そこでサイ

ン計画を進めるについては、これをグラフイ ック 的 な 処 理 の

問 題 だ け で は じ め る の で は な く 、 イ ン フ ォ メ ー ションシステ

ムとしてーローした方針をもって進めなくてはならないわけで

ある 。

こ の 場 合 の イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン シ ス テ ム と い う の は 、 ビ ジ

ュ ア ル コミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と し て の み で な く 、 建 築 空 間 の構

成からはじまって. そ の デ ザ イ ン 、 ラ ン ド マ ー ク の 設 定 、 照

明のあり方、放送、 I T V 、 緊 急 屯 話 等 の 通 信 設 備 等 が 、 ビ

ジ ュ ア ル な サ イ ン と 相 互 調 援 の 上 で 計 画 さ れ な く て は 、 本 叶

によいインフオメ一シヨンシステムとはなな. りえなな‘ い。 tI J l . 報堂が

鉄 道 の イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン シ ス テ ム に つ い て モ ニ タ ー 調 査 を

し た な か で 、 ホ ー ム で の 放 送 が も っ と も 効 率 が よ い こ と を の

べている。 トータルなインフォメ ー シ ョ ン シ ス テ ム と し て の

組 み 立 て 方 を 進 め た ケ ー ス は 、 今 日 ま で あ ま り 見 聞 し て い な

し、。

た だ こ こ で も う 一 つ 見 落 と し が ち な こ と は 、 こ う い う 物 に

よるインフォメーションシステムて、はなくて、人によるシス

テムの大切さである 。

イ ンフォメーションカウンターには 人が坐 っていて何でも

聞ける 。百 貨 屈 の 入 口 の 案 内 所 そ の も の で あ る 。サイ ンとい

いうものは、そもそも人に道をたずねたところからはじまった

はずである 。 一つ の 場 所 で 道 を た ず ね る 人 が 増 え 、 恒 常 的 に

同 じ 問 い 、 同 じ 答 え が く り か え さ れ る と こ ろ か ら 張 り 紙 に な

りKAli示 板 に な っ て き た の で あ る 。 サインや放送などというイ

ン フ ォ メ ー シ ョ ン 手 段 で は 、 必 ず し も 質 問 者 に 満 足 な 答 え

を提供できるとはいえない 。提 供 で き る 情 報 に 限 度 が あ る か

ら で あ る 。 人 に よ る 案 内 と い つ の は や は り 捨 て が た い と こ ろ

が あ る 次 第 で 、 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン サ ー ビ ス そ の も の に ま で

自 動 化 の 進 ん で い る 今 日 で は 、 い よ い よ 案 内 人 の 役 割 が 重 要

であるともいえる 。

横浜地下鉄のコンコースでは、少数の駅員配置主で、業務の

自 動 化 を し て い る が 、 こ こ で 感 心 し た こ と は 、 そ の 配 置 の 計

画 て ¥ コ ン コ ー ス 内 に 十 分 視 界 が と ど く よ う に 考l語、されてい

る点である 。情 報 提 供 、 案 内 設 備 と い う も の を 、 と か く 一 方

的 に 考 え が ち で あ る が 、 乗 客 の な か で 事 故 が 発 生 し た と い う

よ う な 場 合 は 駅 側 は 逆 に そ の 情 報 を 早 〈 探 知 し な い と 困 る 。

つ ま り 、 ア ウ ト プ ッ ト の 情 報 と 、 イ ン プ ッ ト の 情 報 の 両 者

が 満 足 で き な い と 情 報 計 画 は 完 全 て な い 。 自動化、記号化、

l決イ象化してくるなかで、 一 層 こ の 問 題 は 顕 著 に な る で あ ろ う

し、「人」による情報の扱いをもう一度見直してよいはずであ

る。

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

建 築 と 社 会/ 1975年 3 月号

9 5  



さきに、 トータ/ レインフォメーションシステムの考 え の な

か で 、 建 築 空 閉 め 構 成 、 デ ザ イ ン な ど も ふ く め る こ と を の べ

た が 、 こ れ は さを聞のわかりやすきを求めたからである 。 本 来

わかりやすいところではあまりサインも必要で・はないわけで、

そ の 意 味 か ら は 、 当 然 わ か り や す い 空 間 、 人 閉 め 感 覚 で と ら

え や す い 空 間 で あ る こ と が 、 ま ず い ち ば ん よ い わ け で あ る 。

ラ ン ド マ ー ク が あ る と い う の も 、 お ぽ え や す い 目 じ る し な

の だ か ら 、 こ れ も 大 切 で あ る し 、 公 共 的 な と こ ろ 、 タ ー ミ ナ

ル で は 、 待 ち 合 わ せ の 場 所 と し て 、 噴 水 や 壁 画 、 時 計 な ど と

い う も の が よ く 用 い ら れ る 点 を 見 て も わ か る 。

照明もそういう意味で、十分な{ 働動きを発揮することもてでで. 肺、

る し 、 あ る い は 色 彩 も そ う で あ る 。 営 団 地 下 鉄 大 手 町 駅 や 京

阪 淀 屋 橋 駅 の サ イ ン 計 画 を 担 当 し た 折 に も 、 照 度 を 改 札 付 近

など丞要なポイントでとくに高め、「もりあがった空間」を構

成 し た こ と が あ る 。 明 る い と こ ろ へ 自 然 に 誘 導 さ れ る と い う

方 式 で あ る 。

建 築 空 間 の わ か り や す き を 高 め る 意 味 で 、 と く に 地下 鉄 ホ

ー ム な ど で 、 住 や 壁 の 色 、 形 、 材 質 を 駅 ご と に か え て ロ ー カ

リテ ィ を 出 す 努 力 が 試 み ら れ て い る が 、 こ れ は 一 般 の 来 客 に

とって な か な か 識 別 さ れ る も の で は な く 多 分 に 設 計 担 当 者

以 外 し か ご 存 知 な い と い う 例 が 多 い 。 ビ ル の 階 ご と に エ レ ベ

ー ダ ー ホ ー ル の 色 を か え る 試 み も な さ れ る が 、 こ れ を た と え

ば 赤 色 は 4 階 と い う よ う に 、 世 間 共 通 の 取 り き め で も し な い

| 浪り、色別が有効に働くことは少ない 。 インテリアのデザイ

ン に よ っ て 識別性を高めるという の は 、 か な り 思 い き っ て 変

化 さ せ る か 、 変化 し て い る と こ ろ を 限 ら れ た 部 分 、 た と え ば、

出 口 と か 入 口 と か に 限 定 し な い と な か な か 十 分 な 効 果 を 出 し

き れ な い も の で あ る 。

今 日の よ う な 、 画 一 的 な 材料 、 画一 的 な 工 法 、 画 一 的 な デ

ザ イ ン で で き あ が り つ づ け る 建 築 空 間 の な か で 、 ロ ー カ リ テ

ー と か 個 性 を も た せ る 努 力 が 十 分 で な い と 、 ま す ま す サ イ ン

が 沢 山 い る こ と に な る 。 このサイ ン も ま た 画 一的 な 統一 性 あ

るテサJ イ ン と い う こ と に な れ は ¥ そ こ に あ る 文 字 に よ る 言築

し か 、 織 別 の 方 法 が な い 。サインデザイ ン も あ ま り と と の い

すぎると、まことに無機的で信= 型的な、人間的なぬくもりの

ない存在となってしまう 。今 日 ま で 、 サ イ ン デ サーィ ン は 、 機

能 主 義的 な 方 向 に 進 ん で き た が 、 こ こ ら で 、 人 間 的 な あ た た

か み に あ ふ れ た サ イ ン と は 、 ど う あ る べ き な の か を 見 き わ め

な く て は い け な く な っ た よ う で あ る 。

きて、建築空間のなかでのわかりやすさということを何回か

の べ て き た が 、 わ か り や す さ と い う こ と 、 あ る い は 逆 に 「 わ

か り に く い 」 と い う こ と は 、 サ イ ン を 計 画 す る 場 合 に 、 こ の

内 聞 と 対 応 す る 人 間 と の 関 係 に お い て と ら え な く て は い け な

いのである 。

たとえば、「地下f苛 は わ か り に く い 」 と い う け れ ど 、 そ こ に

{ 動く人々にと って は 「 よ く わ か っ て る 」 と こ ろ だ し 、 こ こ を

よく利用する人にと っ て は 、 大 体 「 目 つ む っ て も 歩ける」と

こ ろ だ し 、 他 の 地 方 か ら は じ め て や っ て き た 人 に と っ て は

「 さ っ ぱ り わ か ら な い 」 と こ ろ な の で あ る 。 タ ー ミ ナ ル 駅 に

つ い て み る と 、 通 勤 客 な ど 大 半 が 沿 線 住 民 の利 用 し て い る も

の( 都市の私鉄) と旅行者が占める割合の高いもの( 国鉄) 、

あ る い は そ の 中 間 と い う よ う に あ る 程 度 の 旅 客 の 性 格 づ け が

できる 。 あ る い は 平 日 と 休 日 で 旅 客 の 種 類 が 異 な る の も 通 常

だ が 、 こ う い う 旅 客 の 性 格 に よ っ て 、 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン の

あ り 方 も 当 然 異 な っ て く る 。

以 前 、 阪急 電 車 が、 改 築 札 の 自 動 化 を は か る に つ い て 、 入

口 、 出 口 の シ ン ボ ル で あ る 背 丸 、 賞 丸 、 赤 × の 提 案 を さ せ て

も ら っ た こ と が あ る が 、 こ の 電 車 の 場 合 、 ま ず 切 符 や 定 期 券

を 自 動 改 札 機 用 に 切 り 換 え 、 つ ぎ に 自 動 改札 の P R 活 動 を 展

開 し 、 徐 々 に 自 動 改札 機 を 設 笹 す る こ と に し た 。自 動 改札機

のトラブルの発生は、先年阪1 ' 1 11尼 崎 駅 で 調 査 し た 折 、 百 分 の

ーという デ ー タ が 出 て い た が 、 そ の 原 因 は 、 お お む ね ユー ザ

ー ミ ス で 、 回 数 券 と か 、 何 枚 も 一 度 に つ っ こ ん だ と か 、 の り

こ レ 切 符 を 入 れ た と か で ま ち が った 使 い 方 が 原 因 で あ っ た 。

阪 急 が 利 用 客 へ の 教 育.活 動 を 展 開 し 、切 符 も 切 り か え 、 そ の

後 何 か 月 か し て か ら 徐 々 に 集 改 札 の 自 動 化 を 展 開 し た の は 賢

明 で あ った。 それでもトラフ' ルが発生しやすく、サインがそ

の 都 度 増 加 し て い る の が わ か る 。平 日 は レ ギ ュ ラ ー 客 で よ い

が 、 休 日 は レ ジ ャ ー 答 ば か り で 、 と く に 改 札 に は 有 人 改 札H寺

と 同 様 に 自 動 機 の 前 に 駅 只 を は り つ け て 「 自 動 改札 機 の 使 い

方」の説明で大変で‘ ある 。

こ う い う 例 を 見 て も 、 わ か り や す さ と い う の は 、 こ こ を 利

用 す る 人 と の 関 係 に お い て い え る こ と で 、 サ イ ン 計 画 な り 、

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン 計 画 全 般 に つ い て も 、 こ れ を 公 約 数 的 に

考 え る わ け に は い か な い の で あ る 。

住 宅 の 場 合 の サ イ ン は 表 札 く ら い な も の で あ と は ほ と ん ど

ない 。 ドアサインももちろんないのが普通て‘ ある 。 自 分 の 家

の な か で 知 り す ぎ る く ら い 知 っているからであるし、 l時たま

客 人 が あ っ て も 一言案 内 す れ ば 足 り る わ け で あ る 。

ビルのドアサイ ン を 見 る と 、 オ フ ィ ス ビルなどは、 ドアに

つ い て い る の が 普 通 だ が 、 お 役 所 へ 行 く と 、 お お む ね ド ア の

上に突出していて通路を歩いていてよく見えるようにな っている 。

工 場 の 事 務 所 な ど は 、 担 当 課 名 が 天 井 か ら ぶ ら さ が っ て い て

大 き な 字 で 遠 く か ら 見 え る 。 サ イ ン を 必 要 と す る 人 々 と 、 そ

の 場 所 と の 関 係 の な じ み の 度 合 い に よ っ て 、 サ イ ン の あ り 方

が 変 わ っ て く る 例 で あ る 。
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サイ ンの もっている情報のグレードというかノ マワーのよう

な も の に 、 い く つ か の 段 階 が あ る 。 こ れ を 情 報 を 求 め る 側 か

ら見れば、

(1)  で き る だ け 詳 し く 知 り た い

(2)  大 略 知 れ ば よ い

(3)  ちょ っ とわかればよい

(4)  よく知 って い る か ら な く て も よ い

というような段階がある 。 た と え ば 、 い つ も 通 って い る 駅

では(4)、 ち ょ い ち ょ い く る 駅 で は(3)、 は じ め て 降 り た 駅 か ら

目 的 の と こ ろ へ 出 る に は(1)、 前 に 一 度 来 た こ と の あ る 駅 で は

(2) というようなものである 。(4)についてはサインはまず不要、

(3)に つ い て は 、 何 か 目 じ る し が あ れ ば こ と た り る 。誘 導 案 内

サ イ ン で な く て も 、 そ こ に 何 か の 広 告 が あ って も 目 じ る し に

なる 。 ところがは) の人には、コ ン コ ー ス や ホ ー ム の な か の 状

況 か ら 周 辺 の 状 況 ま で と い う よ う に 、か な り く わ し い 情 報 が

御堂筋方面
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....概

筒ー・・・ピル
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ほしくなる 。 そ こ では)か ら(4)・・…・(4)は 不 要 と し て も 、 と も か

くす べ て に わ た って満足なサイ ン を 一 つ で か な え る こ と は な

か な か む つ か し い 。

こ れ ま で の サ イ ン テ ザ イ ン が 、 十 分 で な か っ た 原 因 の 一 つ

にこの点がある 。 たとえばＮｾ尺などで、乗るための案内、降り

るための案 内 な ど を 一 緒 に 表 現 し 、 し か も 、 こ と 詳 細 に 案 内

す る に は ス ペ ー ス も た ら な い ご と か ら 少 々 割 愛 さ せ て い た だ

い て 、 と い う 情 報 の 表 現 が 多 い 。 これを乗る 、降 り る 、 チ ラ

ッ と 見 れ ば わ か る 、 く わ し く 調 べ ら れ る 、 と い う よ う に 、 そ

れ ぞ れ に 対 応 で き る よ う 情 報 の 分 離 を 行 って み る こ と が 大 切

なことになる 。 乗 車 系 、降 車 系 を タ テ 軸 に 、 詳 し く 知 り た い

人 の た め と 、 サ ワ リ だ け で わ か る 人 の た め の 情 報 を ヨ コ 軸 に

組 み 立 て て 、サ イ ン を プ ロ ッ 卜す る ご と に よ って わ か り や す

い 環 境 が 生 ま れ て く る 。

(3)の ケ ー ス で た と え ば、チラ ッ と 広 告 を そ こ に 見 た だ け で と

ころがわかると 言っ た が 、 実 は 、 こ の 広 告 、 す な わ ち 商 業 サ

イ ンの あ り 方 も 一 つ 情 報 分 離 と し て と ら え る 必 要 が あ る 。 京

阪 淀 屋 橋 駅 コ ン コ ー ス サ イ ン の 再整備 計 画 を や った と き 、 コ

ン コ ー ス 通 路 に 直 面 す る 広 告 を 全 部 移 設 し て 、こ こ に は 誘 導

案内サイ ンだ け 設 置 す る こ と に し た 。 公 共 サ イ ン と 商 業 サ イ

ンの レ ベ ル や ゾ ー ン を 分 離設定 し た の で あ る 。 これもトータ

ルイ ン フォメーショ ンシ ス テ ム の な か で1T うべきも の である 。

(1)から(4)に 応 じ る た め の サ イ ンの あ り 方 と し て 、

(a)  どなるサイ ン ( 強 〈 積 極 的 に )

(b)  よびかけるサイ ン ( や や 積 極 的 に )

(c )  さ さ や く サ イ ン ( 消 極 的 に )

(d)  調べるサイ ン ( 知 り た け れ ば)

と い う よ う な も の が あ る 。電 車 が 来 た よ 、 危 い と い う の は

(a )、 出 口 は 左 と い う の は (b)、定期券う りば は 右 と い う の は (c )、

附近 案 内 図 は (d) というようなもので、 (1)、(2)に対応するサイ

ンは(c)( d)、(3)に つ い て は(aXb)とい うよ う に 、 情 報 分 離 に と も

な って 、 そ の 表 現 の 方 法 も 異 な ってくる 。

建 築 空 間 の な か で の サ イ ン を と らえ て み る と さ ま ざ ま な 問

題 が 生 ま れ て く る 。 たとえば、 (1)や(2)に 当 た る 人 のパ ー セ ン

トが 、 ど ん な に 小 さ く と も 公 共 的 な ス ペ ー ス に |浪らず、サイ

ンか 人 か の 方 法 の ど ち らか で 、 や は り そ の 問 い に は 答 え る べ

き であ ろ う。 人 間 的 な ス ケ ー ル を 超 え て き た 今 日 の 都 市 空 聞

の な か で 、 サ イ ンのも つ 人 間 的 な 働 き は 日ま し に 大 き く な っ

ている 。

サ イ ン の も つ 問 題 点 、 と く に 情 報 配 置 設 計 や ビ ジ ュア ル デ

ザイ ンの 扇 、 人 間 工学 的なグラフィ ッ ク 処 理 の 菌 、 シ ンボル

やカラー、防災サイ ンの 問題など、ここでは ふ れ ら れ な か った

が 、 い ず れ ま た そ の 機 会 を め ぐま れ れ ば 、 せ、ひ ご 紹 介 し た い

と思う 。 ( っぽいきょうへい 坪 居恭平デザイン事 務所)

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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主要外国家具一覧

プ ラ ン ド 名 又 は

本国メーカー名

国 籍 主 な 品 目 代理庖又は

圏内メーカー

電 話

。chai r ⑮ bed

⑦ tabl e  @  desk 

@  cabi net  1)  l amp 

f主 所

VATNE 

ノぐットネ

ノルウェイ ｉ ｾ ⑦＠

シノ〈スト

POLSEN SI BAST I デンマーク ｉ ｾ ⑦⑪｀＠

STRUB 

ストラアブ

WESTNOF A 

ウエストノープ

E. BROUER 

プロアー

I KEA 

イグア

ドイツ ｉ ｾ ⑦

ノルウェイ ｉ ｾ ⑦｀＠

デンマーク I  uni t ⑮ 

スウェーデン | 家具一ず

( 株) 湯 川商庖 〒561 豊中市二楽町 2 - 6 - 45 1 06- 334ー3251

( 株) 高島屋装飾音E 干556 大阪市浪速区日本橋筋 3 I  06- 632- 3191 

丁目 高島屋東別館

呪

デ

江

一

L

ル

S

セ

ゆ

コ

E

町

一

D

デ

E

ァ

スイス ｉ ｾ ⑦

イギリス ｉ ｾ ⑦⑬

デ コ ン社 ｉ ｾ ⑦⑪

( タイ )

チェンメン社 ｉ ｾ ⑦

( シンガポール) I  

子てJ レ. ?  ｾ ｾ＠ I  ｾ⑦＠
λ ア ン セ ン主主

( デ ン マ ー ク )

F RAME ROJ LE I デンマーク ｉ ｾ ⑦＠

HI LAND 

ハイランド

フレームロコール

J .L 'MφLLER デンマーク ｉ ｾ ⑦＠

AI RBORNE 

エアボーン

日本総業( 株) 〒541 大阪市東区安土町 2 - 30 I  06- 261- 9951 

大阪国際ビル

フランス ｉ ｾ ⑦⑮｀

フリッツノ、ンセン

FRI TZ HANSEN I デンマーク ｉ ｾ ⑦＠

フィンランド ｉ ｾ ⑦HAI MI  

ハイミ

BO-E X 

ポエックス

T ECNO 

テクノ

ALFRED KI LL 

アl レフレッドキ J レ

CI NOVA 

チノーパ

デンマーク ｉ ｾ ⑦⑪＠

イタリア ｉ ｾ ⑪⑮オフィス用

西 ド イ ツ I ¥T ⑦

イ タ リ ア I (。

ASKO 

アスコ

06- 445- 0190 フィンランド ｉ ｾ ⑦｀ 日本アスコ ( 株) 〒530 大阪市北区宗是町 1

大阪ビル

ARTI FORT 

アーティフオート

オランダ ｉ ｾ ⑦ ホウトク ( 株) 〒541 大阪市東区北久宝寺町4- 27 I  06- 252- 5771 

鴻池ビル

ARFLEX 

アl レフレ ックス

イタリア ｉ ｾ ⑦⑮

ト

抱1築と社会/ 1975年 3 月号

アルフレックス |干542 大阪市南区周| 坊町12 I  06- 211- 1251 

ジャパン ( 株 ) I  中村ビル 2 F  
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ブランド名又は 国 事k
主 な 品 目

代理庖 又は f主 F斤 電 話

本国メーカー名
。 chai r ⑮ bed 囲内メーカー

⑦ tabl e ⑪ desk 

⑮ cabi net a)  l amp 

.  

BERNI NI  イ タ リ ア 。 ⑦ ⑪ ⑮ ⑮ クラレインテリア( 株) 干530 大阪市北区芝田 町52- 1  06- 371- 2151 

ベルニーニ

北阪急ビル

C A DO デンマーク 。 ⑦ @

ケイドー

S C A P A  スウェーテ' ン 。 ⑦

スカノマ

BUS NE L L I  イ タ リ ア 。 ⑦

" / ズネ リ

ART E MI DE  イ タ リ ア 。 ⑦ C フォルマ ・インテルナ 〒160 東京都新宿区西大久保 03- 208- 0131 

アルテミデ
1  - 392 

HUK L A  西 ド イ ツ 。 ⑮ 日本フクラ販売( 株) 干540 大阪市東区京紙 1 - 7  06- 943- 2851 

フクラ O M Mビル 8 1; 皆

HE RMAN MI L L ER ア メ リ カ 。 ⑪ ⑦ ( 株) モダンフアニチャー 干540 大阪市東区京怖 1 - 7 06- 943- 2816 

ハーマン ζ フー @  セールス O M Mビル

I NT E R L UBK E  西 ド イ ツ unit @ ⑦  ( 株) 大沢商会 干541 大阪市東区高麗僑 3 - 28 06- 227- 0761 

インターリュプケ @  
⑮ 0  新高関紙ビル

A L L WA ND 西 ド イ ツ unit ( 株) 北新合板製造所 〒559 大阪市住之江区平林南1- 6-38 06 - 685- 1301 

アJ レvアアンド 北新イ ンテリア営業部

K NOL L  

ア メ リ カ

。 ⑬ ⑦ 国際インテリア( 株) 〒100 東京都千代田区丸ノ内3- 1-1 03 - 213- 6767 

I NTERNA TI ONAL 

国際ビル

J J 片インターナンョナル

MOV E I S  L A F E R  フ. ラジ j レ
。 ⑦ ( 株 ) 日土工商事音11 干108 東京都港区高輪2丁目 21- 46

03 - 449 - 1111 

ME T A L C R A F T  ア メ リ カ 。 ⑦ メタルクラフト日本 〒540 大阪市東区京橋 1 - 7 06- 943- 2822 

メタ j レクラフト
( 株) O M Mビル

OV E R MA N スウ正一テy ン 。 日本オーパーマン 干104 東京都中央区銀座7- 7- 2 03 - 571 - 5384 

オーパーマン
D N P ビル

ARCHI TECTURAL  ア メ リ カ 。 (屋外家具) 西武リビング( 株) 〒160 東京都新宿区西大久保1- 392 03 - 200 - 4389 

F I BERGLASS 
( セミカインテリア) 柴田ビル

アーキテクチュアル

ファイノぐーグラス

I NNOV AT OR スウェーテ'ン 。 ⑦ 村田合同 ( 株) 〒542 大阪市南区塩町通1- 28- 30 06 - 261 - 6221 

イノベーター
金瓜Lビl レ502

S T E E L C AS E  ア メ リ カ 。 ⑬ ⑦ スチールケース 〒541 大阪市東区安土町 2 - 30 06 - 271 - 5641 

スチールケース @  ファーイースト ( 株) 大阪国際ビル

L UB K E  西 ド イ ツ 。 ⑦ 東京鋼鍛工業(株 ) 干572 寝屋川市下木田町334- 1 0720 - 23- 1580 

リュプケ

DR E X E L  ア メ リ カ 。 ⑦ ⑮ 大丸木工( 株) 〒572 寝屋川市豊里町34 - 10 0720 - 26 - 2341 

ドレクセル @  

K E NT C A S T  オーストラ リア 。 ⑦ ( 株) ミカミ 千577 東大阪市高井田西 5 - 38 06 - 782- 8851 

ケントキャスト

AVANT I  スウェーテP ン uni t ( 株 ) ニッ コーベルテ 干106 東京都港区六本ポ4- 3- 11 ＰＳ Ｍ ＴＰＵ ｾ ＸＶＱＶ＠

アノ〈ンティ
六本木ユニハウス 302 号

， 
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時を忘れさせる大きなくつろまラフェ一九

ブラジルの大きな自然がT i てたラフェーノレの家具、敷物。

素材 li LI→皮、毛皮、そして銘木ジ、ヤカランタ二

丹念にっくりあげられた芸術性泣かな作品。

〈逸品〉の名にふさわし L 、美と風格。

L AF ER 
総給入元 ⑤ 郡 富 士 王

東京都港区内輪 2 - 21- 46 合 03( 449) 1111

シ ョ ー ル ー ム 9 時 - 5 時 日 ・ 祝 日 は 休
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88 
210/ 211 / 218/ 225/ 226 

・Desi gnj Fabio Lenci  

ベルニーニ・ 200 # ベッ ドシ リーズ

や す ら ぎ の 空 間 を 創 る イ ン テ リ ヤ ・ エ レ メ ン ツ

102 

ヨ ー ロ ッ

北 海 道 民

パ の 家 具 と

芸 家 具 ・ イ

a m 

ノレ

ン

ム

ア

ア

ヤ

ク セ サ リ イ

の 設 計 施 工

デン 7 ーク ・ イタリ r ・ベ J レご ス ウ ェ ー デ ン ・ス イタリ ア ・ブズネリ

FRANCE&SON社 一 二 社 カ バ (SCAPA)社 ( 甲usnelli)社

。事bイ当事リ，. 株式会社

本 社 お よ r J シ ョ ー ル ー ム . 東 京 都港 区 六 本 木5- 2- 1 T  E  L  03 (403 ) 9721間 干 106

大 阪 支 社 . 大 阪 市 北 区 芝 田 町5 2ーで l 芝園町ビノレ T E  L  06( 371 )  2151 干 530

シ ョー J レ- A . 大 阪 市 北 区 小 深 田 丁 3 - 1 阪 急 17番 街 T E  L  06( 373 ) ∞10 干 530

西 条 製 作 所 . 愛 媛 県 箇 条 市 朔 日 市 8 3 2 ー 1 T  E  L  08975 ( 6 ) 4580 干 793
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>>stliiis<< 

‘  
/ 〆

スタンスのある部屋は、ジーンズの気ラクさ。

ジ ー ン ズ を は く あ の 気 ラ ク な 感 覚 で ス タ ン ス に く つ ろ い で く だ さ い 。 スタ

ン ス は ジ ー ン ズ の ハ ー ト を も っ 家 具 で す 。 ネ ジ一 本 で 容 易 に 組 立 て の き く

シ ン プ ル な デ ザ イ ン 。 ど こ へ で も 自 由 に 持 ち 出 せ る 機 能 性 が あ り ま す 。気

ま ま に 、 自 由 に 並 べ て お 使 い く だ さ l ¥o 組 合 わ せ 自 由 で ウ ォ ッ シ ャ ブ ル 。

キ ャ ン パ ス 布 地 カ ラ ー は 無 地 と ス ト ラ イ ブ の 2 種 類・ 全 5 色 。

. イ エ ロ - ・ オ レ ン ジ . ブ ル ー ・ グ リ ー ン . セ ピ ア ￥ 13 ，0 0 0

他にスタンスミニ￥ 7 ，800 スタンスマキシ￥ 16 ，000

若い世代と対話する ｾＮｾ 株 式 会 社 村 田 合同

石町山柏町 ⑤m 東京都足立区堀之内 l 叩 -3 3 (03)897-2211代

・この商品はスウェーデンイノベーター祉とのデザイン技術提携によリ、完全な

品質管理のむとに国産されておリまれ

自踊踊l ovator:::

10 4  



"  

ｬｾ＠ herman miller international  col l ection 

株式会社モヲン〕ァ二T - T ーですLス

rnoder n f urni t ure  sales  c o.. It d. 

、椅子は匙える・・

EA- 416 L OUNGE CHA工R

ショー j レーム 本社東京都千代田区大手町2丁目2番l 号新大手町ビルl陪 1i :  03(211 )8351/3  徳岡福岡市博多区博多駅前3丁目2制号住友生命博多ビM 階8 ω 2(45)2844/5

大阪大阪市東区京橋 l 丁目 7 番地 OMMビル8 階 1i :  06(943)2816/8  工場静岡県ｾｾ束郡小山町吉久保 ＷＳ 番 ｬ 号 ｦｩＧ ＰＵ 切 Ｈ 6  )(泡56/8
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ヨーロッパ家具の開拓者Y UK A WA

北 欧 で 矯 祈 り の 高 級 リ ビ ン ヲ セ ッ ト メ ー カ ー 。 そ の 製 品 に 使 わ れ て い る ナ メ シ 皮 な ど の 素 材 還 択 は 特 に 厳 俗 で す 。 と 同 時 に 細 部 に 渡 つ て の 仕 上 げ

技 術 は ヨ ー ロ ッ パ の 本 格 的 デ ザ イ ン を 守 り ぬ く J ずツトネ社の真随です。

ハイヲラス主パブリッヲファニチュアが申心。ローズウッド チー? の 11 - 孟 温 白 歯 温 ・ スカノシナヒアンテ勺インを代表するメーカー。製品種姐 b

k 目 を 生 か し た 表 面 仕 よ け の 技 切 は 世 界 一 流 で す 。 符 に ず イ ニ ン ヲ 11 銭多〈、ウエストノファーのブラノド 1; 1t 飲の家庭に深〈

1 ! ，トは工芸品の減に正で達したデザインとして有名てす. 11 慢過し霊されています。その中で、このイージーチェアー1;

- 湯川家具ラッキーゾーン PHONE(甥0722)57 -1300 

・湯川家具センター PHONE(大阪06)652-3251

・湯川家具ファミリーランド PHONE(大阪06)704-3251

. 湯川家具サ二一ハウス〈東 大 阪 @ PHα '-J E (大阪06)724-7131

. 湯川家具サ二一ハウス(西 宮 @ PHONE(西宮0798)35 ・5151

. 大阪家具取引センター PHONE(大阪06)334-7441 

. ヨーロッパ家具Y UKAWA さるん PHONE(東京03)409・5461

大ヒ γ ト作品で世界の専門家の中で絶鈴をあ びてい孟ら

E... ・E 班 監 理主墨 書"tき掛 J司

大阪06334-

3 2 3 8  

。



辺では、振動数は 2 - 6 の好ましくない領域内

にあることが分かる 。

5.実 測 例 と 感 度 お よ び 感 度 幽 線 尖 iJll]

例12では不充分と考えているが、定性的な判断

をする資料としては有効てーは ないかと，思 って い

る。12例のうち、 3仔1 ] は軽便クレーン付き工場

と向転ｾ内にある Ｒ または Ｓ 階建事務所の床の 、

クレーンの断続微動による水平振動挙動 ( 図 -

4 中の番号 1 、 3 、10) を、 1仔1] は鉄筋コンク

リート梁 ( 図- 4 中番号 5 ) 、他の 8 例は棋の鋼

梁のものを調べたものである。 図 - 2 、図 - 3

はともに振動波形記録の一部を紹介したもので、

前者は鋼梁の上下安位波形て“あ り、 f走者は R . C

梁の上下変位波形である。

実測結来を、感度状況とともに示したものが図

- 4 の対数グラフであり、それぞれの感度状況

は左下の枠内に示してある 。 さらに図 - 4 の内

容について説明することとする 。縦軸はf辰動数、

縦軸 lま変位半振幅を示す。斜直線は 4 本とも、

等分布荷重による鋼梁の中央最大鏡みの 1% を

振動半振幅と仮定したとき、それぞれの梁に関

するものがその上にある直線を示したものであ

る。 4 本のうち、笑線については許容強度 1.6

t/cm
2

としたもので、左傾1 ] 直線は単純支持、右1111]

直線は両端固定の梁に属するものである。 J波紋

については、許容強度0.8t/cm
2

としたときで、

左右の直線については笑線の場合と同様である 。

さらに斜 l立線上において、 A
1
- A

2
はt =20 m、

B
1
- B

2

はt = 10m、C
1
- C

2
はt = 5  m て¥それぞ

れ左上から右下に向かつて、張問対背i七が70-

5 に対応するものである 。なお 、図 4 中の左

側l実線のA
1
- C

2
の各位置は、図 - 1 中の t / h の

各点の、航刺! と各曲線の交点が示す振動数と対

応するものである 。図- 4 中の 曲線は、数多く

与えられている感度限界曲線のうち 、日本建築

学会の案と、大島氏の提案になるものとを 捌 き

入れ、比較検討の使としたものである 。

6.結 び 以上から以下のことが推測される 。

a. 笑 isl] 例から、感度限界I曲線による有感領

域内にあ って も、振動数が Ｑ Ｐ 以上の場合は者｜ｆ，Ａｾ主

党である 。

b . 上下ゆれ、横ゆれに対する感度は、振動

数の多少が支配的であ って 、 2 - 6 聞では不快

感が強〈、 7 - 10聞では辛抱できる程度であり、

10 を越えれば問題はない。

C . 図ー 1 から分かるように 、鋼床、鋼梁は

その特性上、感覚上不都合な振動数領域に入り

やすい。

d . 全般的には、小梁、水平力を負担しない

大梁、長 ｊｾ｝ 荷量によって断而の決まる大梁など

で、梁聞の大きなもの 、張問対背比の大なるも

のについては、ゆれ障害について注意が必要で

ある 。

e . 床の水平ゆれに対しては 、変位半娠中高が

1  mm以下で充分不安感がある笑 isl] 例から考えて、

壁面プレースで無感覚領域に移動させることは

困苦佐であろう 。

参考文献

「純鉄骨造雄築の岡1) 性と振動障害J 高原道夫

日本建築学会大会学術講師I梗概集 (H召45、46、灯、48)

( たかはら みちお 京都工芸繊維大学教授)
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1 . 対象とする振動 身体に感ずる仮動に

ついて巧えるに、船舶のゆれのような長周期lの

ものから 、I也般から建物を経て感ずる比較的短

周期のものまで縫々あり、時間的にも長短があ

りうるが、ここで対象とする振動は 、床または

梁の、人の幾分強めの歩行による上下の「ゆれ」

ともいうべきものの 、 しかも気 ｬ 党上の ｉ ｴｴｾ Ｚ［ＡＱＺにつ

いて述べることとする 。しかし 、}w.¥や地艮によ

る床の徽ゆれにも関係がありうる。

2 振 動 と 知 覚 度 すべての振動が身体に

感ずる、あるいは不快に感ずるかというと、そ

うではない。ちょうど音として知覚される空気

の疎2皆様動の娠到J数に 、上限下|肢があるのと似

ている。ではどういう要素が支配的であるので

あろうか。振動の種類を広〈巧ーえれば、従米数

多くの研究があり、変位、加速度、振動数、受

振時間その他が挙げられている。しかしながら、

ここで対象とする上記床または梁の上下のゆれ

振動のような、短時間のものが基本となるもの

では、笑首{I] 結采から推 iJ l l ] するところ、そのJ辰動

数が知1tJ .立に対し支配的で、 2 - 6 の振動数の

ものが由主も不快な知党を与えるものと考え、

れる 。

3.振 動 数 と 構 造 材 料 床または梁の長

期荷重による伎みZi と振動数の関係は 、前者が

大なるものは後者は少なく、だわだわとした振

動挙動を示し、前者の小なるものは後者は多〈 、

びリびりとした挙! f i 1 J を示す。

いま、椛造材料として、鋼、コンクリート、木

材を選ぴ、それぞれの記号および値は、判例な

らびに法機にしたがい、鋼に対しては、 E ，=

2100t /cm
2

、sjt = sj c =  1.  6t/cm
2

、その他九、 J ，

Z，、コンクリートに対しては、 E，= 210t/cm
2

、

cj c =0. 07t / cm
2

、その他九、 J，、Z，、木材に対し

ては、 E w=90t /cm
2
、叩'j c =0. 08t/ cm

2

、 その他

九、l ω、Zwとし、 f桑み訟の代わりに撲みにくさ

を示すそれぞれの問1]性を 比較すると 、

報i力に対しては、与えられた五tをNn
とすれば、

L 凡ヰ 1. 3X 10
3

N.。、 E，F /"，， 3. 0 X 10
3

N. 、

Eω 凡主 1.2X 10
3

N.。

l曲げモーメントに対しては 、与えられた 祉 をM.

とし、村長対-I，y比を 15、10、15と仮定すれば、

E，J，=子 44M。、 E，J，主 150M。、 Eω J"r干38M。

上記の計t ) : 他より明らかなごとく、鋼は、許容

強度設計をする |浪り 、その問1]性は、取h力および

曲げモーメント両方に対し 、木材よりは利大で

あるが、コンクリートに比べては非常に低〈、

長周期i娠動を示す傾向の強いことが* ' ] f列する 。

4.鋼 梁 と 振動 数 梁の一次振動数を求め

るものとしては次式が与えられている 。

I  E I g  

等分布荷量 η ，= ｾ＠ /  ::: ，6， (1)  

' 0'  2  J 叩 l '

両端固定梁等分布荷重冗f =山辺汚告 (2)

2 π J 叫 I‘

凹= 単位長当たり重i U : g  = 重力加速度

S S 41級の鋼梁の最大応力 l支が、許容強度の11在

であるときの振動挙動を 、( 1) 式を用い図示した

ものが図ー 1 である 。 この図から、猿聞が大と

なるほど、張| 首l対苛比が大となるほど、振動数

は少なくな って長周期振動となり、ゆれ振動の

状態となる 。帰! 日1対背比が、頻度の高い 10- 15

4  

210 

i 5f  

315 

4拍

τ苛

¥ ＷｾＰ＠

1260 

J  

cps 

室
回振 動 障
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スリーブ貫通の問題点

青 木 茂

最 近 の 建 築 物 に お い て は 、 地 上 階 の 外 壁 は 乾

式 工 法 に よ る 組 立 施 工 が 多 く 見 ら れ 、 各 11皆の

床 お よ び 地 下 階 に お い て は R C工 法 が 従 来 の

施 工 方 法 に よ り 行 わ れ 、 設 備 工 事 の ス リ ー ブ

施工も当然、その場所のあらゆる条件、および

設備工事の機能も考層、に入れた施工が要求さ

れる 。 省 エ ネ ル ギ ー 、 基 準化 、プレハフゃ工法

の叫 ば れ る 現 在 、 ス リ ー ブ な ど の 廃 材 を 出 さ

な い 工 法 も 、 当 然 要 求 さ れ 、 ま た わ れ わ れ 工

事 業 者 と し て も 実 施 し て い か ね ば な ら な い。

こ こ に 外 部 賞 通 ス リ ー ブ 、 床 貫 通 ス リ ー プ の

二 つ に 大 別 し て そ の 施 工 法 を 考 え て み た い。

1 . 外部貫 通 ス リ ー ブ の 注意 点

設備関係の建物外壁l ' t 通するものとして、給

水 引 込 管 、ガス供給管、排水管などがあるが、

J ' t 通音11 を 通 し て 外 部 よ り の 水 の 侵 入 を 防 ぐ こ

と は 当 然 な が ら 大 切 な こ と で あ り 、 ゆ え に そ

の施工にあた って は 配 管 の 機 能 を 考 え た 強 度

の あ る 材 質 を 考 え 、 ス リー ブ 管 の 材 質 は 腐 触

と強度を考え 一 般 的 に 亜 鉛 鍍 鋼 管 が 使 用 さ れ

ている 。 スリープは、実管スリープと、スリ

ープ管貫通後配管を過す方法があるが、 一 般

的 に は 後 者 の 方 法 に よ り 施 工 さ れ 、 そ の 問 題

点 を 考 え て み る と 、 ス リー ブ 管 は コ ン ク リ ー

ト打設前に所定の位置に配澄されるが、スリ

ー プ 管 の 外 周 と コ ン ク リ ー ト の 隊 聞 を ね らっ

て 外 部 よ り 水 の 侵 入 を 防 ぐ た め 、 厚 さ 3. 2-

4. 5t の 鉄 板 を 幅 30- 50'怖のフラ ン ジ型にして

ス リ ー ブ 管 の 胴 体 に 溶 接 合 し 、 ウ 方 ー タ ー カ

ッ ト と し て 外 部 か ら の 水 の 侵 入 を 防 ぎ 、 コ ン

ク リ ー ト が 硬 化 後 ス リ ー ブ 管 の 両 端 の 外 周 を

コーキ ン グする 。 ま た ス リ ー プ 管 の な か を 通

る配管とのコーキングはとくに重要なもので、

切 角 ス リ ー プ 管 の外 周が完全であ って も 、 配

管とス リー ブ 管 内 側 のシールが不完全て、あれ

ば 、 夏 期 豪 雨 な ど に よ り 道 路 面 が 雨 水 で あ ふ

れ 配 管 の 外 周 を 伝 わ って室 内に侵入すること

もあり、その侵入水によ って室 内 の 設 備 や 備

品 に 被害 をおよぽすケースもある 。 ス リ ー ブ

管 と 配 管 と の コ ー キ ン グ は 、 多 年 の 経 験 と 笑

ＪｾＨにより 一 般的には、ヤーンを打ち込み、充

分 締 め た 後 、 鉛 コ ー キ ン グ が さ れ て い る 。 こ

こ で 注 意 し な け れ ば な ら な い こ と は 、 ス リ ー

プ 管 の 内 径 と 配 管 の 外 周 と の 隙 聞 は 15場d呈度

に す る の が一 番 よ く 、 こ の 隙 聞 が 多 い 場 合 は

ヤ ー ン を打 ち 込 ん で も 締 ま ら な い た め 役 に 立

たない。 ま た ヤ ー ン の 打 ち 込 み に 対 し て ス リ

ー プ 管 が 長 い 場 合 は 、 ス リ ー プ 管 の 切 り 口 よ
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図 1

底 平 面

十

合 目 面

γ ?  
取 は ず し 用 孔

査 断 面

本 体 断 面

図 - 2

り100 明d 呈度入った内側IJ に 5 - 6 "¥んの丸鋼等

を点溶接し 、 ヤ ー ン の 当 た り 止 め を 作 れ ば ヤ

ー ン は よ く 締 ま り や す く 、 打 ち 込 ん だ 後 、 鉛

コ ー キ ン グ を す る 施 工 法 に す れ ば ま ず 問 題 は

な い で あ ろ う 。 ( 図 ー 1 参 照 )

2.床 貫 通 ス リ ー ブ に つ い て

従 来 、 箱 入 れ 工 事 と 称 し 、 杉 板 で 配 管 口 径 に

準 じ て 箱 を 作 って 入 れ て い た が 、 箱 に 代 わ っ

て フ ジ ポ イ ド が 多 く 使 わ れ る よ う に な った。

しかしながらコンク リー ト 打 設 後 、 取 り は ず

した、箱とか、フジボイドは再使用不可能で魚、

ほ と ん ど 廃 材 と し て 処 理 さ れ て い る 。 現場に

お け る 廃 棄 物 を 少 な く 、 ま た 再 使 用 を 考 え て

鋼板製でバケツ型護イ寸スリープを作り、 3 年

ほ ど 前 よ り 使 用 し て い る が 、 取 り は ず し た 後

手入れをしておけば、 20回 以 上 は 使 用 可 能 で

ある 。鋼 板 製 ス リ ー ブ は 図 - 2 のごと〈であ

るが、鋼板 1. 6協 厚 で 作 り 底 面 は 取 り 付 け に

際 し 、 ス リ ー フすむ の 位 置 が わ か る よ う に 、 適

当 な 丸 孔 を あ け 、 締 め 付 け 用 釘 穴 を 3 ヵ所設

けて、告T をイ反枠面より 3 効d呈皮残して打ち、

そ の 釘 に ス ワ ー プ を は め て ス ラ イ ド さ せ 釘 の

傘 に て 、 ス リ ー ブ を 固 定 さ せ 、 そ の 後 木 片 に

てス リー ブ の 中 心 に 釘 止 め し て 固 定 す る 。 コ

ンク リート打設時には、コ ン ク リー ト が 流 れ

込まないように、 一 点支持の重量をかぶせ、片

方ほ蝶捻子で止める 。 こうしてコンクリート

打 設 し た 翌 日 、 ス リ ー プ 管 の 蓋 を あ け 、 木 片

を 取 り は ず し た 後 あ ら か じ め 設 け て あ る 、 ス

リーフ' の上部の孔 に 鉄 筋 を さ し 込 み 、 取付 H寺

と 逆 に ス ラ イ ド さ せ れ ば 取 り は ず し は 簡 単 で

ある 。 もう 一 つ の 利 点 は 、 配 管 後 貫 通 孔 が テ

ーノマーになっているため、モルタルの充撲が

しやすく、完全につまり工事中雨水などによ

り 、 パ イ プ の 周 閤 よ り 水 も れ も な い た め 、 下

階の仕上工事にも悪影響i をおよぼさない。

( あおき しげる K K 朝日工業社大阪支社設計部専門役)



施 工 材 料 の 頁

土 の 動 的 性 質

柴 田 徹

t也浪H寺 に お け る 地 盤 の 挙 動 、 構 造 物 基 礎 と 地

銀 の 動 的 相 互 作 用 あ る い は 機械 基 礎 の 設 計 問

題と関述して、土のi l l ' J ) 的性質の研究がとくに

日 本 と 米 国 で 盛 ん で あ る 。 こ こ で は 動 態 時 に

示 す 土 の 非 線 形 応 力 一 ひ ず み 特 性 と そ の 実 際

へ の 適 用 を 主眼 として、ま在者の周辺で入手で

き る デ ー タ を も と に 最 近 の 動 向 を 紹 介 し て み

fこし、。

地 災 時 に は 、 地 下 深 苦I1か ら せ ん 断 波 が 伝 播 上

昇 し て く る が 、 そ の|祭 に 地 盤 を 構 成 し て い る

土 は 繰 返 し 載 荷 を う け て 図 ー 1 の よ う な 応 力

( τ) ーひずみ( y) 関 係 を 示 す と 考 え ら れ る 。 図

中 の 点 線 は い わ ゆ る 履 歴 曲 線で あ り 、 こ れ ら

の ピ ー ク を 連 ね た 実 線 曲 線 は 双曲線 で 近 似 す

る こ と が で き る 。 そ し て こ の 動 的 τ一穴111線 を

簡 単 な 式 で 表 す た め に 、 笑 線 曲 線 上 の 点 と 原

点 と を 結 ぶ 直 線 の 傾 斜 、 す な わ ち 等 価 剛 性 率

図 - 1 動的応力一 ひずみ幽線

一 (a) 地表での記録

G を用いれば、

Go  

( ; = 1 + α ・ 7 (1)  

な る 関 係 が 成 立 す る 。 こ こ に Go; 微 小 ひ ず み

における初期剛性率、 α ，応 力 と ひ ず み 関 係

における非線形性の指標としての係数である。

す な わ ちα = 0 では G = τ/ y= Goて、あるから、

ひ ず み レ ベ ル と は 無 関 係 に い つ も τ - ) ' が 線 形

となるが、 α が大きくなるほと可決形範囲が狭

くなる。

式 (1)の 初 期 剛 性率 Goは 、 地 盤の S 波検層によ

っ て せ ん 断 波 速 度 Vsが わ か る と Go= ρ ・Vs
2

(ρ ，密度 ) より 求められ、あるいは厳密、さは

欠 け る が 砂 地 盤 の N111I や粘土のー鞠h強 度 か ら

Go を 推 定 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た Go は

主 と し て 土 の 密 度 と 有 効 土 か ぶ り 圧σoによ っ

て き ま る の で 、 つ ぎ の よ う な 式 も 提 案 さ れ て

いる。

Go= 4，200 (0 .6 7 - n)  J 百す (2)  

ここにπ; 間げさ率であり、応力単位は、 kg/

c m

2

て酔ある。

さ ら に 式(1)の 非 線 形 度 係 数 α に つ い て は 、や

は り 応 力 単 位 を は/ cm

2

で 表 し た と き に 、

砂 質 土 ， α s =l d/ J ( i O )  

粘 性 土 ; αc = 3 X 10

3

/ J ( i O f  

(3)  

という l刻イ系カずある。ここて。σ oは 深 さ と と も に

ふ え る の で 、 係 数 α は減少することになる。

き て 式(1)で 表 現 さ れ る 非 線 形 の 応 力 一 ひ ず み

関 係 を 用 い て 、 地 盤 の 応 答 計 算 を す る に は や

や 絞 雑 な 手 法 を 必 要 と す る が 、 一 例 と し て 以

動 論 と 特 性 1111線 法 を 用 い た 土 岐 ・佐 藤 (1974)

に よ る 結 果 を 図 2 に示す。 この図は Taf t

( 1952) の 地 表 で の 強 浪 記 録 か ら、深さ 1 2 mに

お け る せ ん 断 応 力 と ひ ず み を 求 め た も の で 、

係 数 α = 1， 000の 場 合 に相 当している。 T aft

I忠 良 の ほ か に も こ の よ う な 計 算 を 過 去 の 地 以

伝 つ い て 行 っ た 結 果 が図 - 3 にまとめてある。

ご. の図の横 倒lは そ れ ぞ れ の 地 誌11寺に、地中で

発 生 し た 最 大 せ ん 断 応 力 てma x を 地 表 最 大 加

速 度 α max で 創 っ た 値 で あ り 、 平 均 的 な 1rli と

し て 図 中 の 実 線 i曲線を用いるならば、 α max

( 設計渓度) を 想 定 し た と き に 、 地 中 の あ る 深

さてe 発 生 す る 応 力 を 推 定 す る 場 合 に 用 い ら れ

る。
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図 - 2 強震記録から地中ひずみ・応力の推定
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図 - 4 波状化の判定

紙 数 の 都 合 で ひ ず み 起 に つ い て は 触 れ な い が

類似の手法が適用できる。

地 中 の 地 良 時 応 力 や ひ ず み が わ か る と 、 地 盤

支 持 力 に 対 す る 安 全 率 の 検 討 や 地 盤 変 形 誌 の

推 定 が 可 能 と な る が 、 一 例 と し て 以 下 に 液 状

化 の問 題 をとり上げてみよう。

図 - 4 の 実 線 は 、 地 表 最 大 加 速 度 を 与 え た と

き、 r ma x と 有 効 土 か ぶ り 圧σ o の 関 係 を 図 ー 3

をもとにして錨いたものである。二仁のように

J管擦性材料では、 τ ma x のみでなく σ o と の 比

τ max  / σ oが そ の 挙 動 を 支 配 す る の で 、 図 - 4

の よ う な 表 示 に な l床をもつのである 。図から、

α ma x が大きくなるほど内部殿様抵抗が- } とき

く発揮 さ れ る こ と が 読 み と れ よ う 。 そ し て こ

れ が 土 の 内 部 摩 擦 角 に 近 づ く と 、 地 盤 は 支 持

力 を 失 って破壊につながるのである。

一 方 、 過 去 に 地 袋 に よ る 液 状 化 を生じた司王例

は 内 外 で 数 多 く 記 録 さ れ て い る の で 、 そ れ ら

を 解 析 し た 結 来 、 図 - 4 の 点 線 が捕 か れ る 。

こ れ ら の 点 線 は 、 相 対 密 度 D r に 対 し て 液 状

化 を 生 じ る 限 界 の T ma x / σ o を 示 す も の で あ

るから、 1也災 H年の てmax / σ o が こ の 線 よ り も

上 に く れ ば 液 状 化 の 危 険 が 生 じ る と 判 断 さ れ

る。たとえ，; r α max ］ ＲＰＰ ｧ｡ ｬ の ｊ 也ｨＮ ｾをう』すた

と き 、 地 盤 の 相 対 密 度 が60% で あ れ ば 液 状化

するが、 70% に 締 ま っ て お れ ば そ の 危 険 性 は

少ないといえるのである。

動 的 性 質 を と り あ げ る 場 合 、 土 が 他 の材 料 と

目 立 っ て 呉 な る 点 は 繰 返 し に よ っ て 土 中 に 過

剰 問 げ き 水 圧 が 発 生 し 、 し た がっ て 有 効 応 力

が 減 る と い う 現 象 で あ る 。 地 長H寺の地主主の軟

化は有効応ブJ の概 念 を 知 ら ず に は 説 明 で き な

い こ と を 強3司しておきたい。

( L. I;t" た とおる京都大学防災研究所)
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GENERAL BUI LDI NG RESEARCH CORPORA Tl O N  

1 日 本 建 築 総 合 加 え り 園 | 本 試 験 所 ⑤ 565 吹田市孫自台 5 丁目 125 電 話/ 大 阪 (06)872- 0391代 表

大淀分室 ⑤ 531  大阪市大淀区長柄西通 2丁目 35 電 話/ 大 阪 (06)  351- 7217 

耐火構造 ・防火構造およ び乙種防火戸の個別指定について

1 . はじめ に

当 試 験 所 は 、 建 設 省 告 示 に よ る 耐 火 ・| 切火

梢 造認 定 試 験 の 公 的 指 定 試 験 機 関 のー っ と な

っ て い る た め 、 建 築 用 材 料 メ ー カ ー お よ び 建

築 用 部 材 メ ー カ ー の 方 々 か ら 多 く の 耐 火 、 | 坊

火 関 係 認 定 申 諮 用 試 験 依 頼 が あ る 。 初 め て 試

験 を 依 頼 さ れ る 方 々 に は 、 試 験 の 申 し 込 み か

ら 認 定 に 至 る ま で の 過 程 の な か で 、 必 要 と す

る 作 業 と 手 続 に つ い て は 、 現 在 の と こ ろ 個 々

に 説明 申 し 上げ て い る が 、 今 後 の 便 宜 の た め

に 、 紙 上 で 詳 し く 説 明 し た し 、。 こ こ で は 試 験

依 頼 の 方 々 に 必 要 な 法 規 、 試 験 方 法 お よ び 申

請 の 手 続 に つ い て 、 図 を 用 い て 、 で き る |浪り

詳 し く 述 べ る 。

2 .建 設大 臣に よ る 指 定 の 概 要

耐 火 構 造 、 | 坊 火 構 造 お よ び 乙 種 防 火 戸 の 指

定には、 二 種 類 の 方 法 が あ り 、 申 請 者 が 業 界

団 休 等 で あ っ て、千平i M的材 料 ま た は 線I私的材

料 を 加 工 し た り 組 み 合 わ せ た 緋 造 の 場 合 は 通

則 的 指 定 が 行 わ れ 、 側 々 の 特 殊 な 場 合 に は 個

別 指定 が 行 わ れ て い る 。 イ阿別指定 を 受 け て い

た も の が通 則 的 指定 の 取 り 扱 い を 受 け る こ と

に な る 場 合 も あ る 。 建 築 基 準 法 で い う 甲 砲 防

図ー 1 通則的指定の場合

①耐火、防火性能試験依頼

申 I(建設大臣あτ 指定申請書正副 2 通話付)

請 し ②耐火、防火性能試験成績

者

業

界

団

体

等

③指定書交付

閃 中 の目 干 ｾｽは 下 北 ｴ きの町Ｑｉ ＿ Ｚを不す ( 官報告示、各特定行政斤通達)

①耐火、防火性能試験依頼

②耐火、防火性能試験成績書

申

③耐火、防火性能評定依頼

図- 2 個別指定の場合

青 11③評定報告書

者 |⑤ 建設大臣あて指定申請書(正副 2通)

⑥指定書交付

図'1' のI ff > ; ーは手続きの順仔をポす ( 官報告示、吾特定行政庁通達)

火 戸 に つ い て は 、 現 在 の と こ ろ 建 築 基 準 法 施 図 - 3 個別指定の場合の手続、 作撲について

行 令 第 110 条 に 示 さ れ て い る も の の ほ か は 、

指 定 さ れ て い な い。 指 定 の 方 法 に つ い て の 概

略 を 図 に す る と 、 図 ー 1 • 2 に な る 。

図 ー 2 の な か に 示 さ れ る 指 定 試 験 機 関 は 下

記 の 1 か ら 4 ま で の 4 機 関 で あ る 。

1 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

大 阪 府 吹 田 市 藤 白 台 5丁 目 125番 地 〒 565

T E L  06(872) 0391  

2.財 団法 人 日 本 沼i材 試 験 セ ン タ ー 中 央 試 験 所

崎 玉 県 草 加l市 稲 荷 町 1804番地 〒 340

T E L  04892( 24) 1991  

3. 東 京 都 建 築 材 料 検 査 所

東 京 都 品 川 区 東 大 井 1 - 12- 20 干 140

T E L  03(471 ) 2691 

4.東 京 消 防 庁 予 防 部

東 京 都 千 代 間 区 永 田 町 1 - 11 - 39 〒 100

T E L  03 ( 581 )  3585 

110 建築と社会/ 1975年 3月号

-----------標準最低所要期間

試験依頼者

( 建 築 同 部 品 )

製造者

指定試験機関

( 日本建築総合試験所)

( 財) 建築 センタ ー

防火性能評定委員会

建設省

(住宅局)

準 備

1ヵ月 - 3ヵ月

l  製品の開発

2  棟準仕機の決定

3  試験の依頼

4  試験打合せ 、仕機

の検討

7  試験体製作

5  試験料金納入

6  試験 日程、打合せ、

決定

試 験 書 類 作 製 評定および指定

5 日 間 1 ヵ 月 l ヵ月以上

8  試験体の搬入 、組 14 評定書原案作製 19  評定依頼

立、遺熱板切断、 17 チェック済評定書 23 建設大臣あて指定

取付 印刷 申請( .iE副 2通)

13  試験体の解体、指 26 指定書受理

出 ( 終了)

9  . 測定準備 15 耐火、防火性能

熱電対取付 成績書作製

予備加熱 16. 評定書原案の

10 加熱試験実施 チェック

測定、観察 18 評定書に報告書と

11.  ;主水試験実施 じ込み

観察 試験担当者捺印

12  総合的判定

20 評定依頼受理

21  評定審織

22 評定報告

( 依頼者建設省あて )

24  指定書交付

25  官報告示、各特定

行政庁通達



図- 4 関係遭築法令と J I S体系の関連

核建築基準法施行令の

当構造

建 設 省
£田乞

可ミ 関 連 す る 試 験 方 法

第108条 不燃構造部骨
第1545号

間柱、下地を不燃材料料で造っ t 壁または

JI S  A  1301 
屋外衝撃2級(輯加加熱熱、置錘 l 句、落高 1.5. )  根太、下地を不燃材 T 遣っ t 摩

院大綱造

間柱、下地を不燃材料以外の材料て・造 った墜 屋外 2級加熱

防火構造 木造部骨
目指定

被太、下地を不織材料以升で造った床または軒裏

JIS A  1301 

衝撃{揖加熱、 重錘 Ik夕、落高 1.5. )  

第107条

通骨常的: え提加熱に羽

羽外骨壁耐火の非耐力壁、屋檀
30骨加熱(10 

以上耐える もの 衝撃 骨加黙桂、重錘 l 句、落高 1. )

通常問の民:提加熱に l 第1675号 1時間耐大

建設省告示

l 時間加{羽勲骨加耐火僧造

時 以上耐えるもの 壁、床、柱、1: 町、外壁の非耐力壁 第伺99号 衝撃 県輩、床5与、2・、壁・柱5勾、1. )

通常田虫提加熱に 2

耐虫禍造

2時間耐虫

2時衝間撃加(30熱骨 加 勲畳 、 床 ＱＰｾ ， ＱＮ 、 豊・柱 ＱＰ 持 、 Ｑ ・ Ｉな勺 Uに

時間以上耐えるもの 的指定 壁、庫、1: ｾ ， 柱 、 Ｑ Ｚ ｾ＠

通常の火災加熱に3 3時間耐虫

JIS A  1304 

3時間加(30偽骨加
時間以上耐えるもの 柱、1: ｾ＠ 衝撃 熱畳 、床 ＱＰ 句 、 Ｒ 問 、 壁 ・ 柱 ＱＰｾ 、 ＱＮ Ｉ

軍l 号、4号

鉄製 1.5圃未満 戸の両面とも伝執しやすいもの E 外2組加熱 B覆

第110来 鉄と網入ガラス製

第2項

第2546号

第鉄鉄庫筋骨さ2号3  ココンクリート 製
乙種防火 戸の両面とも伝鼎しに{ いもの JIS A  1311  星外2級加熱 A 橿

ンクリー卜製

乙種
5帽未満

戸田指定

防火戸 第3号

土蔵造 戸の屋外商のみが伝鼎 L に〈 いbの 屋外 2級加勲 A 橿

庫事 15四未満

重量基準牽同

法曹23

建設省住指尭第 487号
JIS A  1301 屋外 3級(新)加熱

土筆壁

等の構造

図 - 5 申1. 用試験料金および申楕手続 に要 する 費用の一覧 ( 昭和50年 1 月15日現在 日本主II築総合試験所)

イ) 加熱試験料 (1ド位，万円)

t構 造 種 別 試 験 体 寸 法 鍛荷の有無 3日分加熱 l 時間加熱 2 時間加熱 3 時間加熱

柱 t  = 3.5明 載 荷 41 43  45 

床 t  = 3.5柄、W= 2 m 無 35 37 39 

載 荷 41 43 45 

3.5 mくt 孟 7 m 無 40 42 44 

W= 2 m 載 荷 48 50  52  

梁 t  = 3.5 m 無 35 37 39 

載 荷 41  43 45 

3.5 mくt 孟 7 m 無 40 42  44 

W=  2 桐 載 荷 48 50 52 

屋 キ艮 .t = 3.5柄、W= 2 m 戦 何 35 

耐 火 用 大 型 壁 h 孟 3 柄、W孟 2.5m 無 31 33  35  37 

敏 荷 37 39 41 43  

耐 火 用 小 型 壁 h、W= I .2m 無 13.5  14 .5  15 .5  16 .5  

防火 用 大 型 壁 t ;:;; 3.0柄、W孟 2. 5m 無 27 

防火 用 小 型 壁 h、W= I . 2 m 無 13  

小 型 防 火 p h  =  1.2 m、W = I. 2m 無 10 

ロ) ;主水獄験料 ニ) 申絢書作成等の手数料

大型試験体の場合 2 万円

小型試験体の場合 l 万円
手 数 料(単位万円 )

ハ) 衝撃試験料 ( 単位 ，万円)

耐 火 構 造 2 .5  

ホ) その他

大 型 試 験 体
防火性能評定委員会の評定料が これ 勺に加算さ れる。

日本建築総合試験所だより 31 

3.建 設 大 臣 指 定 ま で の 手 続 、 試 験 お よ び 作

業 の 内 容

手続や作業 の 方法に つ いては、 上 記各 指定

試験機 関 によ り、少し 異な るが、ここ では当

試 験所 を通 じて 、申 請 す る 場令について 、図

- 3 に示す。

4 関 係 建 築 法 令 と J I S体 系 の 関 連 に つ い て

耐火桃 造、防火 構造 お よび乙秘|坊火戸の指

定についての建設省告示とそれに !関述 す る 試

験方法を、 図 - 4 に示す。

5 試 験 料 金 お よ び 申 請 手 続 に 要 す る 費 用

に つ い て

lI?1if 日50年 1 月 15 日現在 の 当 試験所 の 試 験料

金 お よ び申請 手 数料 を図 - 5 に示す。

6. あとカずき

以上に耐火 、j! J J 火関係の 申22f試験 について 、

. l A べましたが、疑 問 に 恩 われる点、 不 明 な 点

があれば、ご jjli 絡く だ さい。

( 耐 火 防 火 t骨造担当研究只 坂 啓 智 )

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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日本建築協会

月間の動き

昭 和50年 1 月分

. 6.  

:z;; 

広報小委員会

8 日 6  s寺ー 6 時半 於会館集会室

出席者 三品百IJ 委 fl 長、上松、打浪幹事ほか

6 名

議事 (l f 大阪堂島屯々ビル( データ通信局舎 )J

の写真展示について

(2)r 中河内及び北河内府民センター ピル」

の写其展示について

(3)本年度の説明会について

(4)次年度小委員会の編成について

(5)そのほか

見学会小委員会

9 日 6 時 - 811寺 於会館集会室

出 席 者 堤 高IJ 委貝長ほか 6 名

議事( 1)11 月及び12月に笑施した見学会の報告

(2)昭和50年 1 月- 3 月の企画について

(3)次年度 (50年 4 月以降) の企画について

(4)次年度の小委長会の編成について

(5)そのほか

若い会員の集い小委員会

13 日 6 時- 8 時半 於会館集会室

出席者 西村別委只長 、中村、広瀬、富後各

幹事ほか 8 名

議事 il )第 8 回「コンビュータ との対話」の申込

状況その他について

(2)r 建築家に話を 1m< 会」の企画について

(3)次年度小委員会の編成について

(4)次年度の企画について

(5)r都市と水」の企画について

(6)そのほか

コンビュータとの対話、古建築合同分科会

13 日 8 1時半ー 9 時半 於会館集会主

出席者 印藤、広瀬主査ほか 4 名

殺事 il )委只の役割、分担について

(2)そのほか

委 員 会

16 日 6 時 - 8 1時 於会館集会室

出席者窪問委只長、大儒、小泉、花房、柳

三品、西村各別委只長ほか 2 名

議事 il )各小委. Q 会の事業報告と卒業企画につ

いて

(2)竹腰健造先生米寿を祝う会の経過報告

(3)次年度委只会の編成について

(4)そのほか

建築家に話を聞く会打合会

21 日 611寺- 91時半 於 A Z 事務所

出席者 ゲスト 山崎泰孝氏、小林健氏

委 只 瀬 戸 本 主 査 ほ か 3 名

議<，)'; (1)会のテー? について

(2)当日のスケジュールについて

(3)そのほか

1 1 2  建築と社会/ 1975年 3 月号

. 6.  
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委 員 会

13日 4 時ー 7 1時 於会館 3 階会議室

出 席 者 松 村 委 只 長 ほ か 8 名

議事 (1) 2 月号= r 東海の新建築」特集経過報告

(2) 3 月号= r イン テ リア」特集経過報告

(3) 4 月号= r p c板を使用した工業化住宅」

特集幹事会案報告

(4) 5 月号 = r社会 ・建築 ・法」特集幹事会

報告

(5) 6 月号= 計画関係の特集企画

(6) 7 月号以降の特集テー? の制りふり

(7)小委只会および分科会の報告

(8)そ. のほかシ リーズものについて

(9)次年度委員会について

広告、作品合同委員会

21 日 411寺- 6 時半 於会館集会室

出席者 松村委員長、隣国高IJ 委只長ほか 8 名

殺事 il )3 月号インテ リア空間作品の選定

一

&一品

一

一

ロ貝

一

一

委

一

一

宅

一

一

住

一

委 員 会

14日 5 時半 - 8 時 於会館集会主

出席者小西、岩本、高野正副委員長ほか 10名

議事 il )首H l 回よろず相談住宅展実施計画につ

いて

(2)そのほか

第 11回住宅展出展業者打合会

29 日 2 時- 4 時 於そごう百貨庖

出席者 そごう百貨広三好謀長ほか 1 名

出展業者 10社 フ ジ ヤ 2 名

委只会 小西、岩本正面IJ 委

只長ほか 5 名

出展小聞の決定、そのほかについて打合せ

. 6.  

:z;; 

委 員 会

20日 3 時 - 51時 於会館集会室

出 席 者 市川委貝長ほか21名

殺事 il )建築法令特集笑報告

(2)法令コーナーの件

(3)国土利用計画法の説明

(4)工作物の指定と築造面積

建 築 デ ー タ シ ー 卜 委 員 会

委 員 会

22 日 6 11寺ー 8 1侍 於会館集会室

出席者兵塚副委員長ほか 9 名

議事 il )No 49号 ( 5 月号) の発行シートについて

(2)合本購入者へのシート配布の継続につ

いて

竹 鵬 先 生 米 寿 問 う 詮 実 行 委 員 会 !  

委 員 会

8 日 711寺- 8 時半 於会館集会室

出l市 者 径回、 三品正高IJ 委只長 小泉、森、

上紙各主査ほか 9 名

議事( 1 ) 参加申込状況について

(2)竹股先生の座談会記録及び参加者名簿

その他について

(3)各分科会の開催日 11寺について

会場分科会

22日 61侍 - 811寺 於会館 3 階会議室

出席者 小泉主査ほか 4 名

殺事 il )予算案の検討

(2)会場設営について

(3)余興、ホステス、その他について

受付、進行合同分科会

24日 6 時- 9 時 於会館集会室

出席者三品副委員長ほか 8 名

議事 il )進行表笑の検討

(2)受付事務について

(3)当日の役割分担について

見 学

. 6.  

:z;; 

国宝、東大寺金堂( 大仏殿) 昭和大修理見学鎖1)

一一須屋根工事の見学一一

18 骨 2 時- 4 時半

参加者 31名

ゲスト 京都大 学 教 授 金 多 潔 氏

設計監理 奈良県教育委員会 ・財団法人建築

研 究 会

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社

.，; 

| 若 い 会 員 の 集 い

コンビュータとの対話

29 日 1 時半 - 5 時半 於 1 B M株式会社

参加者 27名

講 師

日本アイ ・ビー ・エム株式会社 熊谷寿生氏

同 上 三島照l芳氏ほか

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会 |

14日 8 時半 - 9 時半 於大阪グランドホテル

出席者 71名

当日は大阪瓦斯株式会社会長 西山磐氏より

「東欧を見て日本の現状を考える」についてお

話を伺った。

役 員 会

30 日 正午- 1 時半 於会館集会室

出席者塚本会長、小林委員長ほか 5 名

議事 (1)昭和49年度収支中間報告

(2)  3 月以降の講師について

(3)役員交代について

建 築 6 団 体 新 年 交 礼 会

4 日 l  時半ー 2 時半 於コクサイホテル

日本，建築協会の当番て恒例のとおり H召和49年

に叙勲並びに褒章受章者をお招きして開催。

参加者 450名

‘  

| 建 築 業 務 基 準 委 員 会 |

21 日 2 時 - 41時 於日本建築学会

本会より山根正次郎委員が出席

|  1  月 の 入 会 者 (惜敬附称桝略

〔団体会員 1社〕

株 式 会 社 日興

〔個人会員 7 名〕

池 田 昭 商森宏始 宮崎良夫 姥谷康治

本郷裕昭 佐野信一 l削 永 進

(  i佐会員 1 名 (氏名省略) )  
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発

売

元

- 会 固 有 名 建 材 庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所
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ポ リ ア ー ト タ イ ル

バ ラ ー ド モ ザ イ ク タ イ ル

ネ オ タ イ ル

打 込 ブ ロ ッ ク

そ の 他 各 種

日本陶管株式会社

本 社: 東京都中央区江戸橋 3- 7  (峰岸ピル ) 電話 (03)271- 1944(代)

大阪営業所: 大阪市西区阿波場通り 1 - 10 電話 (06)532- 4721(代)

刈 谷支底 : 愛知県刈 谷 市 若 松 町 2 - 8 電話 (0566)21- 2581 (代)

1 1 3  



外装から・内装まで

蹴午吹付イ雌材

ｾヲヌ幸二 ｊ

t ?ヲヨ' #=

ｾヲ官官‘三 ＧＱＱ］

j主主矛『τ 7L

モルタル・コンクリー卜用

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 ・ 工 場/ 大 阪 府 煩 埠 市 東 別 府 1 - 3  - 6  t r ( 06)  381 - 9131 - 5  

東 京 営 曹 所/ 東 京 都 千 代 回 区 麹 町4- 7- 8 ( 地引第 2 ピル ) t r ( 03)  265 - 8888 - 9  

名 古 屋 営 曹 所/ 名 古 屋 市 中 区 県 3 - 2 3 - 1 4 ( 山 市 ピ ル } 宮 ( 052) 262- 6774 - 5  

大 阪 営 瞳 所/ 大 阪 市 東 区 唐 物 町 4 - 5  5  ( 本町永和 ピ ル ) t r ( 06)  251 - 6781 代 表

福 岡 営 曹 所/ 福 岡 市 博 多 駅 前 . - 3  - 1  4  ( 菅原ピル) t r ( 092 ) 431 - 6 9  • 0  

広 島 営 瞳 所/ 広 島 市 中 広 町 2 - 2 0 - 9 ( み の る ピル ) t r ( 0822) 91 - 6  2  0  0  

仙 台 営 聾 所/ 仙 台 市 上 杉 2 - 4 - 4 6 (森 林 会 館 ピ ル ) 官 ( 0222) 22- 1  2  9  9  

静 岡 出 廻 所/ 静 岡 市 皐 町 3 - . 世 ( 0542) 82- 6  0  • 0  

本 マ ノ ー ル 防 水 剤 は セ メ ン トの 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水酸 化石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 備 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 機 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

申 A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を 連 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ 主 な く セ メ ン ト ・ プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 着 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

車 セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 ゃ空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も作 用 せ ず 、 セ メ ン 卜 の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 村 等 の 腐 蝕 ・l潟 何 を 防 止 し

て構造物の耐久性を高め、その防水 ・ｼ 坊 ｪｾ 効力は恒久的です 。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

Z ' Z: : : ' - I - Cセメント起泡淘11). %": : J I .・ & 怒泊杭エ)

セ メ ン 卜 混 和 剤 ・ D1J 材 綜 合 メ ー カ ー

株式担割ＢＧｉｉＺｉｉｾ 1.... ー. ー咽T ' . &

会社...........・- . 唱r _

東 京 都 品 川 区 大 弁 1 - 15 - 1  

ご一報次第

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

盛 岡 営 業 所

大 阪 営 業 所

茨 城 県 土 浦 市 大 町 1 2 1 3  

稲 jLリIL 領 向 市 下 野 寺 字 述 原

岩 手 県 盛 岡 市 南 大 通 3 - 12- 50 

大 阪 市 東 成 区 東 中 本 2 - 17- 26 

まま 東 京 ( 774) 4111代 表

合 土 浦 ( 21 ) 5  1  8  9  

8  福向 ( 34)  7  1  1  1  

2  盛 岡 ( 24)  0  2  1  3  

8  大 阪 (971) 4  7  6  5  

カタログ進呈します
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三協は輝かしい未来を聞き¥新しい飛躍

と社会の貢献に努力をつづけます。

より豊かな生活環境づくりに一役を担う

三協戸ルミ建材はぇ優れ芝気密性、遮音

性、雨( 土舞、強度、耐食性、経済性およ

び各種着色¥発色技術の開発などにより

好評を博し¥高層ビルから巴舗、住宅ま

で広範囲に使われています。

その各種製自は、近代建築にマッチし芝

建築美を生み出し、広く需要家の皆さま

のご要望に応えております。

。 三 協i ' / L =ニ ヴh 工 業 株 式 副 主

本 社 富 山 県 高 岡 市 早 川 7 0  

T  E  L0766(22)5030代表

大阪支庖 大阪市西区靭1- 123(近畿富山会館ビル)

T  E  L 06(443)  9601代表

サッシから環境機器まで

生活環境をゆたかにする

監軍軍司王E

A. ビル用サッシ

超高性能スーパーシリーズ

各種排煙窓

一般ビル用サ ッシ

ビル用レディメードサ ッシ・汎用サ ッシ

公団規格KJ サ ッシ ・A LC 用サ ッシ

スタンタード ・カーテ ンウオール

B. 住宅用サッシ

建 具3 K T .室内建具 ・3 Kストアフロ ン ト

c . 厨房用品

アルミ製流し台、家庭日用品

D. 画期的内装材のフレクサラム・

ルクサロン・ルクサクレア

E .  B L認定製品

|坊音サ ッシ・手摺ユニ ッ ト・キ ッチ ンユニ ッ ト

生活環境をゆたかにする商品

・建材関係

ス チ ー ル サ ッ シ ・ド ア

ア ル ミ サ ッ シ ・ド ア

ス テ ン レ ス サ ッ シ ・ド ア

レ デ ィ メ イ ド サ ッ シ ・ド ア

仮 設 ハ ウ ス 用 サ ッ シ

フルチョイスドア( 室内防火)

学 校 用 間 仕 切

ユ ニ ッ ト 壁( 病院用)

家 庭 用 園 芸 温 室

・環境関係

工 ア フ ィ ル タ

空気清浄機( クリンマスター)

クーリングタワー( 小型 ・工業用 )

集 じ ん .装置( 大型 ・小型)

日本スピンドル

大阪市東区備後町 3 - 8  ( 綿業会館)

建 材 0 6 ( 2 0 3 ) 4 3 2 1 環境 0 6 ( 2 0 1 ) 1 7 7 1

115  



116 

住まいのサッシから

超高層ビルの

カーテンウオールまで

⑧目鎖カーテンオイレ鰍京釜高士

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 - 6  - 1  

朝日東海ビル 03- 242- 5551 

本 社 分 室 東 京 都 千 代 田 区 神 田 錦 町 1- 8

O P ビノレ 03- 295- 4511 

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 伊 勢 町 3 0  

東洋 ビル 06- 364- 1171 

計 画 を 技 術 で 表 現 す る

金属製建具の設計、製作、販売

空気調和・給排水衛生設備の設計、施工

排煙脱硫装置・各種送・排風機の製作、販売

自動消火装置、製作

理研銅機株式会社

大 阪 支 庖

大阪市東区淡路町 4 丁目 54番地 ( 興和淡心ビル 4 階)

電 話 o6  (201)  2  8  0  1 番 (代 表)

本 社 東 京 都 北 区 神 谷 3 - 1  0  - 8  03  (902)  3111 ( 大代)

事 業 本 部 東 京 都 港 区 西 麻 布4- 15- 21( 第6興和ビ/ レ) 03 (407)  6111 (大代)

支庖 ・工場 名古屋 ・仙台 ・上尾

営 業 所 福 岡 ・新潟 ・埼玉

ｾ＠
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良い品を全国へｾ Ｎ ￌＢｊ目 I  

金庫扉の生命をご紹介しましよう

金 庫 扉 の 生 命 は 何 と 言 っ て も 扉 の 内 部 に 挿 入 さ れ た 超 防 盗 合 金一 ク マ ヒ ラ ア 口 イ で す。

ク マ ヒ ラ ア 口 イ は 、 3500

0

C に も 達 す る 酸 素 ア セ チ レ ン ガ ス で も 焼 き 切 れ ず 、 超 硬 チ ッ

プ 付 き の 電 気 ド リ ル で も 穿 孔 出 来 ま せ ん 、 又 、 高 所 よ り 650kg も の 鋼 球 を 落 下 さ せ て も

割 れ な い ま っ た く 理 想 的 な 特 殊 合 金 で す 。 ク マ ヒ ラ の 金 庫 扉 に は 、 す べ て 、 こ の ク マ ヒ

ラ ア 口 イ が‘挿 入 さ れ て あ り ま す 。

1  . 耐溶断テスト

悶型空EE

2. 耐 工 具 テ ス ト 3. 鋼 球 落 下 テ ス ト

本社 / 大阪市南区順慶町通 2 丁目 4 9 番地 公 262- 2 2 2  1  

京都営業所 / 075- 361-5411 和歌山営業所 / 0734 - 23 - 4768 

神戸営業所 / 078- 33ト5404 姫路 営業所 / 0792 - 22 - 0863 

北陸営業所 / 0762- 62- 0701 堺 営業所 / 0722 - 21 - 6929 

防災対策はぞコー ｾｬｩＧ のシステムロックで、
備えあれば憂いなし 防災対策は責任施工のゴールにお任せ下さい。

排 煙 シ ス ァ ム

- 排 煙 錠/ M Sし

- 排 煙 ド ア 錠/ K D A

Ｍ 制開放装置 ｾ ｾｾｾＮＮＮ ｾＮＮ＠ )  

煙 感 知 器 入

窓 を 開 放 し 煙 を 外 部 に 出 す
- 手動開放装置/ MS H

- ガススプリンデ・コントロールケーブル

- 光 電 式 煙 感 知 器

- 定 温 式 煙 感 知 器

シスァム 防火ドアシステム

- 防火ド7 " 3点セット / パニ

- 防火ドア錠/ K D 8

制 御 盤
防火腸を閉鎖し火災の延焼を防ぐ

- ゴール防災システムの概要

制御盤には次の3種類があります

- 非 常 ド ア 錠/A Eし

- 個別方式市IJ 御 盤

: k災
- 一 斉 方 式 制 御 盤

- 階 別 方 式 制 御 盤

報 知 設 備

• P 型 1 級 受 信 機

システム技術で‘ 防災に挑戦する 、ゴールロ ック多

非常ドアシステム
- 非 常 ド ア 錠/ K DC

- 非 常 ド ア 錠/ A C S

非常扉を開放し避鍵を容易にする
- 箸報付パニ y クハンドJ レ錠

- 警報 f寸非常錠

|防煙壁シスァム

- 防 煙 壁 錠/A Cし

- 防 煙 壁 錠/ MS L

防煙壁を制御し煙の流動を防ぐ

- ゴール防災システムの資料は下記にご請求下さい。

株式会事 ｉ コ ｾｊ ｉ，
本 社 : 大阪市淀川区三津屋北2丁目 16-6 公 06 (309)  1271  

東 京 支 庖 東 京 都 港 区 海 岸3- 17-2 : 03( 452) 6341 

大 阪 支 庖 : 大 阪市淀 川区西宮原2丁目 7-50 密 06 (394)  3031  

営 業 所 : 札 幌 ・仙 台 ・ 富 山・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 高 松 ・福 岡

1 1 7  



内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

屯話 料1戸 ( 331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区絹笠間50{ 堂ビル 5 階 502号室)

屯 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市立合区八崎通 l ー 5 ( 屯話221 2923)  

陸屋恨防水には 奥 山 武 ; 特許 絶 縁 工 法 を

新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

訓 ＭＷＱ ミー問ｾ帯
法) 亨 ヲ q イト

奥山化工業株式曾社

i 特 許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー 1
( 電動式並固定型各種) I  

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

本 社

大 阪 出 必 所

名古屋 ｈｾＧｊｕ 所

札 帆 W Ｑｾ 所

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  
l換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

東京都中央区銀座 8 - 4 ー 1 1  ' ;[話 03(571  )2703- 4・2370・4064 田 0264

大阪市都島区都島中通り 2 -3- 1  電話 06(921) 2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

: 1 ' ，古屋市南区恭草町 3 3 必話 052(811) 3  6  6  0  '  3  1  0  4  

札帆市中央区北三 条来四丁目 ';[話 011 (231 ) 7  5  1  

( カタログ進呈)

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 (981) 0  6  1  5- 06 1  8  

1 1 8  
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電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

電 気 株 式

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

大 阪 市 北 区 中 之 t:，¥3 の 3 朝日ビルデ ィング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 田 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郡 蔦 野 町 2 J 番 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

電 気 設 備の 頁

朝 社

A

Q

一

A

陽

6詮

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

社

A

Q

一

A
式株業工栗 原

ヰ土

本社営業所

本

英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビル)

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東京・名古屋 ・ 舞銭 ・ 大阪商 ・ 神 戸 ・広島 ・ 九 ｾＫ ｉ

{言原菜取 締 役 社長

京都営難所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市東区高閲橋 Ii. 丁目 二八帯地 H!": J fi大阪 (202)0325- 9 標

本 社 東 京 行1I 千 代 l到 区 西 村I 111 1 丁 目 4 番 地 5 号

支 社 札 悦 ・ 仙 台 ・丸 / 内 ・ 名 古 ffi. 稲 岡

出 張 所 旭 川 ・ 白 河 ・ 積 浜 静 岡 市 山

会 社

電 気 工 事 設 計 施 工

血i，、

代表取締役 林 敏夫

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ピ J レ7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 番地

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 福 山

社一ー

一

株 式 会 社

底

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

気 株

電 気 工 事
電 気 ・ 暖 冷 房 ・空 間 エ ・E位 置十施工

S込 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 減 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 話 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市城東区野江東之町 3 丁目 11 包 括 大阪 Ｈ Ｙ Ｓ Ｑ Ｉ ＷＰＰｾ

3長良県御所市御国通 3 6 0 包括御所 ( 2 ) 0 1 2 2

枚方市山之上西町 1の 1 電話枚方(43)8659' (44)9232 

ふ
一

A
式本 電中

本

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O (堂ピノレ三 階)

tlI a舌 ( 364) 1  4  7  1  ( 代: )

東 京 都 港 区 新 俄二 一一 六( ニュー新橋 ビ ル 七p皆)

'i: (t J'舌 ( 504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 ニ O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  (代)

戸 ・堺・ 千 葉・ 宇 都 宮 ・熊

社

キ土

庖

本

支

資 材 倉 庫

奈良営喋所

牧方営集所

応支

本
神営 業 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 (472 ) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東京都品 川 区西五反田 6丁目 25番 11号 ( 福 島 ピ ル )

電 話 東 京 (491) 1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 ar 2  3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・千 葉 ・和 歌 山 ・ 名 古 屋

社

庖

本

支

社

電 気 工 事 ・ 富十装工事・ 設置十 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取 締 役 社 長 平 木 克

大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 5 6 番 地

' 電 話 大 阪 大 代 表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 - 四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・ 京 都 ・草 津 ・静 岡 ・水 島 ・稲 岡

ヰ1本

営 業 所

支! 市

営業所 群出現量戸斤

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ富士電業株式会社

取締役社長

社

A

Q

一
品

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式エ藤エ太 陽

実中回
自日四林取 締 役 社長

大阪市西区 北堀 江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541 )0564- 7 ・7148- 9

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

社本

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  (代 )

社本

大 阪 市 此 花 区 恩 tt 南 之 町 7 3  

T  E  L  ( 06)  462- 1  3  0  1  (代 )

電力工事本部

営業所， 

A

Q

一品商

電気工事・計装工事 ・設計施工

ヤ マ ト 電 気

刀く

株 式 会 社

電気設備設計施工

ゆ 、昼ュ

1旦

大 阪 市 北 区 西 細 川 町 1 5 番 地

屯 訴 大 阪 ( 364 ) 代 3 0  5  6  

東 京 神 戸 ・広 品

名 古 屋 ・岡 山 ・水 品

札 幌 ・滋 tl ・高 砂 ・松 山 三 原 . i' ll 縄

本山取締役社長

キt

庖

所

所

本

支

営

出

高千謀亀儲械式会結

崎

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー 1 0  

電 話 大 阪 (06 ) 358 ー 1 1  7  1 大 代 表

東 京 ・ 神戸・ 九 州

雄久取 締役 社長

キ土本

業

張

営 業 所
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 - 衛 生 設 備

令 郡 朝 日I 業 社

本 社 点 J;( n!;治 I，{ 芝浜松田[1- 2- 7 電話 (434) 6171(大代)

大阪支社 大阪市東淀川区加島町 357 電話 (302) 227 1  ( 代)

支 庖 北 海 道 ・仙 台 ・ 名 古 屋 広 島 ・ 福 岡

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 徽 浜 . i静 岡 ・ 京 都 ・神 戸

電 気 ・ 空 調 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

設 計 施 工

.  大阪電気暖房株式会社

本 社 大阪市西区江戸堀 1 - 60 電話 (441 )8231代表

支 J吉 東京・名古屋 ・大阪・徳岡 ・仙台・金沢 広!J，

営難所 札帆・新潟・岡山・高松・熊本

出張所 盛岡 ・秋田 ・横浜・富山・盟国・福井・京都 ・

神戸・鹿児島 ・那覇

給 排 水 ・ 衛 生

暖 冷 房 ・ 換 気 i ' i J t 計 施 工

株 式 ↓ R后 4叫A 玄E

会 社 大 | 阪 奴 城 口 術 究 P附介

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神 戸341局 5 8  9  2  

- 給 排 水 衛 生 圃 冷 暖 房

・ 空 気 調 和 設 備

. そ の イ 也 管 工 事 一 切 の 設 計 ・ 施 工

( 旧斎藤久孝事務所)

⑮ 斎 え Z 業 株 式 会 社 大 阪 支 定

大阪支 l苫 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電 話 06- 443 - 504 1附

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6- 2( 日本 ビ J レヂング)

電 話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1 刊

営 業 所 中L 脱 仙 台 ・ 金 沢 高 松 ・ 岡 山

出 張 所 稲 井 ・ 倉 敷 ・ 広 烏 ・ 苫 小 牧

冷 暖 房 X  環 境 衛生 施 設

給 排 水、衛生本道 A込 荷 役 運 搬機 械

岨 : ;n . . . . L: . 己主ー 化 学 鉱 山 機 械

厨 房 ヲ「ーーー『写

三 械 工 策 室 言 大 阪 支 底

取 締 役 社 長 各 務 節

支 庖 長 藤 田 初 蔵

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番 地 電 話 大 阪 (202) 代 表3071

本 庖 東 京 ・日 比 谷 三 f冒 ピ ル

支 底 名 古 屋 、 福 岡 、 札 幌 、 広 島 、 仙 台 、 北 陸

出 張 所 愉浜、 金 沢、 鯵 問 、 高総

空 気 綱 和 設 備 i

設 計 施 工

衛 生 設 備

φ 三建設備工業ヰ総書社

大阪支庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 電 話 (352) 11 31 ( 代 )

本 社 東京都中央区日本橋娠殻町 2 - 2 2 電 話 ( 667 )3431( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・ 横 浜

120 

。
東京本庖

大阪本庖

支 庖

出 張 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

株式会社

._ー

-

-ー

発 空 調

東京都新宿区西新宿新宿住友ピル 電話 03- 344- 1911

大 阪 市 北 区 百 回 町 16 番 地 電 話 06- 363- 1371

名 古 屋 市 中 村 区下 笹島町 11 - 2 電話052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電 話0822- 47 - 4535 

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 話092- 761- 3795

横浜・福井 ・京都 神戸・松江・沖縄

一 一 冷 ・ 暖 房 、 衛 生 、 機 器 配 管 、 設 計 施 工 一 一

⑮ 
株会社式

、J三同主

7]< エ 業 所

本 社 大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 丁目 14番地

〒 5 3  1 電 話 大 阪 (372) 2  8  5  1  (代表)

東京支広 東京都中央区八丁堀 4 丁目 11番 7 号

干 1 0  4  ( 神谷ビ ル)

電 話 東 京 (551 ) 8  0  4  1  (代表)

出 張 所 鳥 取 ・群 馬 宇 都 宮 君 津

KJJ 椴t r. i 岡 ・松 山 ・ 高 松

著 書 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 i;i: ぬi兵jIfi 1 - 2  5  ( 新大ヒリレ )

電話 (06)  344 - 6  0  3  1  (代 )

本社・東京支府 東京都中央区日本僑本石町4- 2(三井第二別館 )

電話 (03)  279- 5  6  7  1  (大代)

名 古 屋 九 州 ・ 広 島 ・札 帆 ・東 海 村 ・北 陸 ・大 分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 ト 14 T  E  L  0 6- 441 - 5  171 

支 j苫 東 京 ・大 阪 ・ 名 古 屋 ・京 都 ・神戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

ー } 著 書 置 膏 渇 機 織 葉 書 柱

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンタービル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 768 - 5  0  3  1 番

東京営 業 所 東 京 都 千 代 悶 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段 ビル 8 階) 郵便番号 102

電話 東京 (03) 262 - 3  2  4  1  - 4 番

V 大 気 商 土

( 旧社名 建 材 社 )

本社・東京支俗= 東京都蹄E西新宿2-o(蹄住友叫2-13F) ⑨ (344)1851大代

大 阪 支 庖 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 22 ⑧(203)3721 代

名古屋支庖= 名古屋市中区錦 2 - 2  - 13 ⑧ (211)1535 代

出 張 所 = 札 税 仙 台 ・ 笠 田 ・ 金 沢 田神 戸 ー高 松

広 島・松 山 ・衡 問・沖 縄 パ ン コ ，;; 

' '10 
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

掲 額 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底
一一
…即

話

傍

@
ω
 

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11・8重大阪 ( 458) 3531.

出 張 所 = 京 都 ・広 島 ・ 天 理 ・福 岡

大 阪 市 大 淀 区 中

干 531 1'1t 鯖

東 京 都 中 央

干 103 電 路

稲 I珂 名 古

本 社

支 1苫

台営 黛所

平山互業株式会社@  

房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施

暖 . (令

Ｚ｟ＮＮ｟ｾ＠

-← 

工

童書1
fi!!! 高回

衛 生 ・空気調和設備 ・設計 ・施 工

区 芝 田 町 55番 地 ( 北 阪急 ビ /レ 9 階)

阪 (372) 2  5  1  1  (代表)

代 田 区 神 岡 駁 河 台 4 丁目 2 番 地

大 阪 市 北
大 阪 支 l苫

T  E  L  ( 441 ) f仰 1994 .  ( 443 )  (f切 331

電 話 大

大 阪 市西 区 江 戸 期 通 2 の 2社 東 京 都 千本

空気調和・恒温恒湿 ・冷凍・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

調 重 装 置 、 暖 房

水道、搬送機殴備

計 並 ニ 施 工

株 式 会 社 大 阪 支 庖

温湿度

@不ニ熱拳工業論ま曾粧

一
付

設

業工第

大 阪 市 南 区 順 鹿 町 2 - 5  0  電 話 261 - 2436附

東 京都 大 田 区 西 馬 込 1 - 2 - 1 電 話 773- 1231間

銀 座 ・ 浜 松 京 都 神 戸 ・ 稲 岡

本 庖

東 京 支 底

営 業 所

o  'ilL ｾ 舌 ( 364)  6  6  6  1  ( イ吃)

代 田 区 丸 ノ 内 3 - 3 - 1(新 東 京 ピ ル )

( 211 )  8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( f t )  

市 新 伝 馬 町 6 0  

( 21 )  4  4  9  1  

市 東 区 東 門 前 面T 3  - 6  

( 971 )  3  6  2  1  

大 阪 市 北 区 日 回 町 3

本 社 東 京 都 千

台

錨

屋台

a

仙

従

名

電

仙 台 支 庖

名 古 屋 支 1苫

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

C: : I D哩型畳コ

業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 丁目 6 2 包括 06 (443)8161(大代表)

名古屋支社名古屋市中区栄 2 丁目 16- 13 包括 的5 (202) ∞77(代表)

京極ピル

/JJ 強所東京栴港区北背山 3 丁目 6 - 1 8  

共 同 ビ ル デ ィ ン グ1・rUI 3附 1tLf活 03 (409)  8  9  0  5  

神戸市生阻区北長狭通 7丁目 l 町 1 1l!話 078 (341)  1778 ・4386

工回山
織 式 会 経 大 阪 安 値

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

4 丁 目

橋 2 丁目 9

福 岡

大 阪 市 西 区 京 町 堀

本 社 東 京 都 中 央区 京

支 唐 名 古 屋 ・

東 洋 製 工 機

設計施工

空 気 調 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備

各種プラント設備

' . d . 房・換気給排水・衛生設備

計 並 施 工

⑥ 日 本 管工業株式会社

各種送風機・風力輸送装置

空調機器類 ・公害防止装置

設計製作

⑪ 

南 区 西 九 条 箆 回 町 2 0 番 地 の 1

)  5 1 0 1 - 5  夜 間 専 用 ( 691 ) 1045 

北 区 天 満 橋 筋 1 - 37( 天 満 僑 北 給 )

電 話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

市 浜 田 酋 末 広 町 電話 ⑬7431 - 3  

打 出 浜 13 - 15 電 話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

1l1T 2 - 1 1 1 m 稲 0592 ⑬ 3 6  1  0  

京 都 市

電 話 ( 681

大 阪 市

本ヰ坦京都支底

大 阪 支 I苫

四 日 市

大 i掌市

添 市 栄

四 日 市 支 唐

大 津 営 集 所

津 営 * 所

， 

，，:' 9.シ
械 式 会 社

+ 亘 温 慢 湿 股 備 ・ 冷 夜 冷 蔵 設 備

環 境 改 普 段 備 そ の 他 上E己に附

気 等 一 切 の 工 事 の 設 計 ・ 施 工

フヲシト繍ヨg n

取 締 役 社 長 北 川 一 郎

羽ま本通 1 丁 目 2 番 地 ホ ー コ ク ピル

大 阪 ( 06) 372- 5171(代 袋 )

区 日 本 橋 本 町 3 の 1 共 同 ピ ル

東 京 ( 03 )242- 5521(代 表 )

屋 広 島 ーホL 械 ・ 仙

ー，ー....
' 株 ) デ ス ト ビ ュ ー タ 一 関 西 地区

工産株式会社

所 吹田市豊海町 40書38号

電 話大 阪 (384)1201 - 7  

仙 田 四 郎

関西媛房工業株式会社

代表取締役

四重房副審

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 ー ・ ' ‘ " 了 1 J:II ， .. 一
昌
幸

"，，，，. 

旧社名

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T E L  ( 672) 128 l ( 大 代 )

営業所 東京・名古屋・京都 ・広島 ・福岡 工場 和泉・名古屋

テレ ックス 本社 No. 562 - 7688 和泉工場 No 538- 5898 

③院議
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ナニワ媛匂12眉

3 寸緩旬最適軽量* . 止付( 空葺) 瓦

害F 水 海 入 制 落 防 止

自ニ 耐 震 耐 風

ヮ 安 定 軽 量

置 瓦

五株

量 武

喜重 ｾ＠

“1  ｾ＠
霊長

建設省認定の防火材料

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  4号

基材同等 0 0 0 4号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

本 社 大阪市東住吉 区駒 川町 3 - 54 電話 (06)702ー 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

、
、y

顎 吉 困 難 商 庄 等 辺

長

官

各 種

ガラス製品卸問屋

ポf 耐 酸

陶器、

内外装ホ一口一建材及スパンドレル( ヨドウオル ・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及 責任 施 工

セトモノのデパート

ペーあ

守宅F
サクラ建産株式会社

大阪市都島区都島中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電話 大 阪 ( 922) 代表4421 - 3  -
d
i

!

・

ノ

式

社

株

会

ｾｻｩ＿＠ 社 寺 数 奇 屋 用 瓦 大 仏 瓦

')1ムピ 床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

" ' "レ〆 内 外装 用 様変 美術 タ イ ル ー 大イムタイル

新 発 売 ー …・ 古代土器調高;星〆タイル ー大 仏 古 代 タ イ ル

庖

大 阪 市 東 区 高 胞 橋二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五 階

電 話 大 阪 ( 2 0 2 )  4 9 0 5  

商

大 阪 支 庖

石理大橋矢

京 町sifi 1t t 山 区 今 熊 野 大 仏 地 田 町 9 町 9 075(541  )3344(代 }

東 京 郎 干 代 凹 区 内 仲 田 l T 回 6 番 2号 03 (291)0491- 2  

5何守、子宮午ピ J レ 3 F  

京 有E楠 木 山4瞳 ・i紺 戸

建築物自制自等造 作 工事 、家具建具・室内装備工事

内 外 装 飾 織 物 ・窓 掛 敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

D E C OR A T O R S ，L  T D  

場

F U T A B A Y A  

ヨニ

ニ葉屋装備工業株式会社

取 締 役 社 長 若 林 繁 官

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 0 6) 3 4 9 - 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可(般- 48) 第12064号

医薗

--

-
1
 

・

司

t

p
ぽ

，・w

庄の奉 仕

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

タイル新発売

"1 淳 窯 業 高 怠

( カタ ログ進呈)

サ ン ヱ ス

5 5 5  

. . 式

会 批⑪ 

本 社 大 阪 市 北 区 な 尚 北 町 1 6  T E L  (345)9055(代 友)

御歌 営 業 所 大 阪 市 東区 本 町4- 27j，日立 ピル T E L (252)  3  9  0  6  

償JM ， 営 業 所 大 阪 市 * 区 償 制 2 - 3  6  T E L  (202)  5  2  6  0  

大阪市西区靭本町 2 丁目 98番地( 靭本町バス停前)

電 話 大 阪 06 (532) 代 o4  6  1  

姫路市北条口 126 醤地 ( 住友生命保険ビル 3 階)

屯話 姫路0792 (82)  0  9  9  9  
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干土

姫路営業所

本



発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

.•. 
鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・リ ン グ グ リ ル ⑮ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー - ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ フ ・ @ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

。〉
N. G. C. 式

年中見ていただ、ける 皆様の見本室

タイル

常設展示場

ｾｮ ＧｴＡｬ ￸ｬｮＦ＠

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 銭 エ 所

内外. 2 業株式会結

本 社 大 阪 市 東 住 吉 区桑津田T3 丁目 16番地 電話 (714) OI82(代)

工場 大阪市東住吉区桑津町 3 丁目 16番地

|実|

AM. I 0. 00- P.M. 5. 00 

日曜 ・ネ兄日 はイ木館

梅田新進 O  南森町

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

f I  
八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

営 業 品 目

L A F リミットロードエヤーホイノレ7 7ン C A F 直 流 式 静 音 送 風 機

L E F  リミットロードアード 7 7 ン

S A F ストリームラインファン

H A F タ ー ボ フ ァ ン

P A F  7

0

レ ー ト フ ァ ン

MA F 多 浪 送 風 機

V A F 可 変 式 軸 流 送 風 機

T A F 車 血 流 送 風 機

J O Y 可 変 節 軸 流 送 風 機

マ ル チ ウ イ ン グ 軸 流 送 風 機

温 ピ 製 耐 酸 送 風 機

本 社 ・工場

東 京 出 張 所

九 州 出 張 所

〒 5 3 6 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 2 丁 目 l 番 地

電 信 大 阪 ( 06) 9  3  1 ー 7 8  0  2  ( 代)

干 11 3 東 京 都 文 京 区湯 島 4 丁 目 6 番 1 7 号

電 話 東 京 ( 03) 8  1  4  - 6  6  5  1  ( 代)

干 8 1 2 福 岡 市 博 多 区 下 呉 服 町 5 番 2 1 号

電 信 福 岡 ( 092) 2  8  1 ー 7 3  9  6 番

123 



⑮東西一レトー組合

大 阪 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l ー 74 ⑤ 550 (06)441 - 5951 

東 京 . 東 京 都 千 代 田区 岩 本 町3一 川 ー 13 窃 ｾ ＱＰＱ (03)862- 8531 

アスフアル 卜防水は世界の主流

-

p

、
町

田

-

-

E
M

-

-

"
'
'

・

|;与et1!二五手子

v 叫 一 糊

大 阪 : 大 阪 市 西 区 京 町 堀 | 一 74 電話(ω06)μ44卜5臼9引

東京: 東京都千代田区岩本町3シ- 1川作ト- 1は3 電話 (0ω3 )河86臼2- 8目53引|  
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- カタログご請求下さい 。



福祉の|玉! からや きた。

ス ウ ェ ー デ ン 生 ま れ の

ｾＺＺＺｊＺＺｊヨ ｆ Ｚｊ日ｪｉＧ 9 一目当ト ヨl i -::J 日F

公 共 床 材 (一般用)

スウェーテン 。社会保 障が ini!.l Uこすすんて“

いる匡l。病院、学校、老 人 ホーム 、図科目官、

体育施設などのあらゆる公共地設が、もっとも

充笑している問。 この人間中心の土壊から

生みだされた、 画期的な長尺床材、 ことに

l吸音性 、断熱性にすく'れたヒューマンな床材、

これがアコスチフロア 、ターケγ トジムフロア

でt九アコスチフロア、ターケ y トジムフロアは、

その機能而 、 施工面におけるｾ ＧＢ 特のメリ ン ト

により、北欧はじめ欧米各国の才 ｾ ［ 名な設計者

によ って保閉され、重要律事長物に数多〈

使われていますL そしていまや" 位界の! 衣料、，

"新しいJI 寺代のJ，fミ1'1"" としてL1ぃiT1' 1illi を' 支'けて

います。そのアコスチフ ロア、ターケットジム

フロアが日本にもやってきたのですL

. その優れた特長

口A c o us t i cal 吸 音 性

口C o mf or t abl e  快 適 性

口Dur abl e 耐 久 性

口S a f e 安 全 性

口Hy g i e ni c 衛 生 的

口C he mi cal R e s ls t e nt ーー一一耐 薬 品 性

アコスチフロア/ ターケットジムフロア規絡、組成

品 名 現 格 組 成 芭 数

直1t! (80%)

アコステ 厚 幅 民

塩化 ピ ニ ル

7 色

( 一般用 ) 3. 5皿 X l84cmX出 m

樹脂可塑剤、

傾斜、安定剤.

一克噴剤

ン ム 尭抱嗣( 20%) 1 色

(体育館等周)

5. 51111X  184cmX 25m 

広ft ビニール
( ダリーン )

樹脂可塑j¥1J

価 格 アコスチフロアー<. 8 ( 河川/ 附 ' 11工共 I

ターケ y トジムフロア Ｙ Ｎ ＲＰＰ ｊｬ ｊ Ｑ ｭＧＨｦＮｦ 工共 ｾＳＰＰｮｩ 以上
ｩｮｾ 慶一 ＳＰＰ 円 Ｑ Ｂ，

マ骨簿謄用 園 議官J 床 協 組
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明

、
昨今の材料の暴騰 、人手不足は深刻です。特に建築面においては節材節労が重

要な課題となり 、それに適合する構造部材が要求されてきました。住友の軽量

H 形鋼、リップ付軽量 H 形鋼、及び軽量 H 形鋼を素材としたスミフレーム Hは、

こうした状況に対処すべ〈生まれた画期的な製品。現在 、全国で販売され軽量

のため、他の形鋼に比べコストが安〈、しかも加工性、施工性抜群。工期が大

幅に短縮できるといった数々のメリットが絶賛をあび、各地の倉庫、工場、畜

舎 、体育館、事務所、モータープールに数多く利用きれつつあります。なお、

大型構造物用プレハブ骨組としては先に開発したスミフレーム V が大活躍。好

評を博しておりますので、併せてご利用ください。

1  . 大形サイズの生産可能

最大サイズ (450 X  250)。軽量 H 形鋼としては今までにない大形肉厚サイズ

( 12市)

2 . 材料から製品まで垂直的一貫生産でコストダウンを実現。 品質も最高。

3 . 走行切断機によるプレスカットのため、切断面が美しい。

4. オンラインによるエアスプレー式塗装のため美麗 ・強固でかつ均ーな塗膜

厚が得られる 。

5 . 軽量のため他の部材に比べて総鋼重が少くてすみ経済的。

6 . 標準設計が完備( スミフレーム H )

軽量H 形鋼の特長

。 住 友 金 居

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

守 軽 量 H 形 鍋

守 リ y プ 付 軽 量 H 形 鋼

λ ス ミ フ レ ー ム H

. ご入会のお申込および「建築と社会 J のご購読は ・社 団 法 人 大阪市東区北浜3- 37 電話大阪 ( 06) 23ト9648 ・9649 .  9640 振替口座大阪39975番
日本建築協会 干541


